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. " i J E 鉛メンキの階段いエース H は 、 数十 の 多 間 多 様 な 亜 鉛 メ ッ キ さ れ た 部品 が準 備 さ れ て い て 、 際 準 的 な 形 で あ

れ ば 特 に 設 計 の 必 要 な く す ぐ 着 工 で き ま す 。

. 土 台 よ り 、 下 か ら 上 へ 組 上 げ て 行 き ま す の で 特 に 仮 設 足 場 や レ ッ カ ー 車 を 必 要 と し ま せ ん。 1 日 一 2 日 で 1 階

分 の 割 り 合 い で 組 上 げ る こ と が で き ま す。

. 蹴 上 げ の 寸 法 は160'" か ら 220 mま で 自 由 に 部 品 の 組 合 せ で 調 整 で き ま す 。

踏 面 の 寸 法 は 15 t ynl . か ら 260mま で の;極 類 が . $イnn し で あ り ま す。

. 踏 面 の 狭 い 方 の 端i の 寸 法 は 、 150m以 上 と し て い ま す。ま た 狭 い 方 の 端 か ら 、 30仰 の 位 置 を 踏 而 寸 法 と し て お り ま す。

. 踏 面 の 巾 は 600' 71l 、 70 fYTn， 、 800問、 90仰 の 4 種 類。 踊 場 は 形 ・ 寸 法 違 い が 沢 山 あ り ま す 。

. 寸 法 及 形 を ご 指 示 い た だ き ま し た ら 、 部 品 剰 整 の う え 、 設 計 図 面 ・稚1I見 積 書 を 提 出 さ せ て い た だ き ま す 。
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斜 降 式 救 助 袋 ( エ ー ス )

垂 直 式 救 助 袋 ( ス ー パ ー エ ー ス S - 5 ) 製 造 ・販 売
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神 戸 学 院 大 学 独 立 図 書 館

設 計 明 石 工業 高 等 専門 学 校 第一 研 究 室

光 安 義 光 + 和 光建 築 事 務 所

監 理 公 友 建 築 セ ン タ ー 小 林 弘

施 工 竹 中 工 務l吉

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 伊 川 谷

格 i隼 規 模 R C 、 5  F 、 P 2  

敷 地 面 積 57 . 020 m・

建 築 面 積 1，182 m・

延 床 面 積 3，682 m・

工 期 昭 和49年 9 月 ~ 昭 和50年 5 月

写 真 撮 影 畑 亮 夫

(  1  以11制令 j t . ド'1' 点 北 J ! ' IM. l' イi :  rt 'II' 司令 jjt o)

図 書 館 の イ メ ー ジ 調 査 光 安 義 光 設 計 行 為 が 開 始 さ れ る と 、 各 極 資 料 の 収 集 に 並 行 し そ の イ メ ー ソ

ア ッ プ に 時nHを費 や さ れ て L 、< 0  ｦｾ ｉ ｊ え Ｑ ［ＱＺ、討論による ｋＮ ｊ 法等があるが 、 私は因子分析を試みたのである。

15J買の l問 、 、 か け に 対 す る ア ン ケ ー ト を 集 め 、 統 計 的 処 理 に よ り 、 因 子 分 析 を な し 表 の ご と く 4 因 子 を 基 底 に

設 計 を ill ね て い く こ と に し た 。 抽 出 し た 因 子 を 通 し 、 池 や 樹 木 の 自 然 に 親 し み伸 び や か な 学 究 的 雰 囲 気 を 求

め て い る。 そ こ に リ ズ ミ カ J レ な 附 ! 惑 を 希 う 現 代 人 の 特 徴 を み る こ と が で き る 。 所 湖 、 思 索 的 重 厚 な 空 間 と 律

動的明朗な ｾｲｭ を Ｇｪｾ ， ＼イメージしていて、反対に無駄な ｾｮｮ を否定していることを認識したものである 。

〔図書館の イ メ ー ジ 因 子 分 析〕

I  II 111 W 

白っぽい 色 6  797 

平べったい 2  .614 

自由に入れぬ 4  584 

縛f ' TFiA零

土曽築可能 10 457 

水のある 12  693 

カ ラー フル 7  456 

吹抜のある 13  454  

自然と鯛和した 15 523 

学 究 的 ムー ド 11 472 

高い天井 421 

外空の見える 14 328 

陰 影 に み ちた 9  - .478 

無駄な スベ ース 5  3 . 3 1  

黒 っ ぽ い 色 8  一.328

自由にf吏う 3  - . 207 

( 因子分析によ るJ-' l 何 i誌の主主 点を記す)



柳 田 園 男 ・ 松 岡 家

顕 彰 会 記 念 館

設 計 福 渡 建 築 コ ン サ ル タ ン ツ

施 工 栗 本 建 設 工 業

所 在 地 兵 庫 県 神 崎 郡 福 崎 町 西 国 原

建築面積 306 m'  

延床面積 463 m'  

構 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 地 上 2 階建

工 期 昭 和50年 1 月 一昭和 50年 10月

柳 田 園 男 氏 は 、 日 本 民 族 学 の 創 始 者 と し て 、 そ の

業 績 を ひ ろ く 認 め ら れ て い る 。 し か し 、 学術 文 化

面 で 活 躍 の領 域 は さ ら に 広 い 。 若 い 頃 は 詩 人 と し

て活躍し、また、 農 政学 の 分野 で の 研 究 も 秀 れ て

お り 、 最 近 、 柳 田 農 政 学 を 見 直 そ う と い う 声 も あ

る。 晩 年 は 、 そ の 業 績 に よ り 日 本 芸 術 院 会 員 と 日

本 学 士 院 会 員 に 並 び 推 さ れ 、 ま た 、 ア メ リ カ 人 類

学 協 会 の 名 誉 会 貝 に も 推 薦 さ れ た 。

氏 は 、 明 治 8 年 松 岡 家 の 六 男 と し て 生 れ た 。 その

兄 弟 の う ち 生 長 さ れ た 5 人 が そ れ ぞ れ の 分 野 で 大

成 さ れ た こ と は 、 お ど ろ く ほ ど で あ る 。 長 兄 の 松

岡 鼎 氏 は 地 方 自 治 に ( 医師、千楽県会議員、布{ 左

町 長 ) 、 三 男 井上 過 泰 氏 は万三史研究に ( 医 師 、 帝

主な協 力業者

矢 橋 大 理 石 商l吉

姫 路 立 山 サ ッ シ ュ 販 売

朝 日 木 材 工 業

近 畿 電 気 工 事 姫 路 支l吉

水 エ 社

写 点 上 正I而

b: 木立を i曲してイ7予に，1c念館、

左下に柳田園ｖＺｾ生家をみる

布 鈴ノ本神社側より生家と記念

fi r . をみる

搬 彩 点 出 il'f彦

明

i  



園芸術院会貝、 tt 族 院 議 員 ) 、 七 男 松 岡 静 雄 氏 は 考 慮 さ れ た 。 外 観 に つ い て は 、 簡 潔 な 形 態 が 望 ま

言 語 学 に ( 海 軍 大 佐 ) 、 八 男 松 岡 輝 夫 ( 1決 丘 ) 氏 れ た。 ま た 、こ の 記 念 館 を と り ま く 松林 、 近 くに

は 日 本 函 に ( 図 画 院創 立 、 芸 術 院 会 員 ) 秀 れ た 業 ある 柳 田 園 男 生 家 、 鈴 ノ 森神 社 と の 関 係 も 大 切 に

縦 を 残 し て い る 。 さ れ た 。 建 物 の 性 格 、 周 囲 の 環 境 を 考 え 合 せ て 外

財 団 法 人 柳 田 図 男 ・松 岡 家 顕 彰 会 は 、 柳 田 園 男 生 装 に は 瓦 が 選 ば れ た 。幸い、 敷 地 か ら 程 遠 く な い

誕 100年 を 記 念 し 、 生 家 の保 存 と記念 館 の 建 設 、 姫 路 市 郊 外 に小 林平 一 氏 の 祭 が あ り 、 秀 れ た 瓦 を

運営を行い、 上 記 松岡 一 家 の 業総 を 後 世 に 伝 え 、 提 供 さ れ 、 記 念 館 の 件 い に 一 段 と l床 わ い を 添 え る

さ ら に 地 域の 教 育 と 学術 へ の 寄 与 、 文化 振 興 を 計 こ と が で き た の は 、 望 外 の 喜 び で あ っ た。

る こ と を 目 的 と し て 設 立 さ れ た の で あ る 。 領 i度 験

記 念 館 の 設 計 に 当 っ て は 顕 彰 会 の 目 的 を 達成 する

に ふ さ わ し い 計 画 と デ ザ イ ン が 選 ば れ な け れ ば な

ら な か っ た 。 計 画上、 と く に 丞 袈 な こ と は 資 料 の

保 存 と 展 示 で あ っ た 。 ま た 、 訪 れ る 研 究 者 の 使 も

.. l'皆
H 皆'
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3  玄関ホーんよりみる

4  ホール

5  ホールF普段廻り

6  外観四I師



神戸北文化センター

設 計 監 理 翼 建 築 設 計 事 務 所

施 工 松 村 組

所 在 地 神戸市北区有野町有野林垣内2688

敷 地 面 積 10，355 m'  

建 築 面 積 2，178 m'  

延 床 面 積 4 ，832 m'  

構 造 規 模 RC、3 F &  R C、一部S 、2 F

工 期 1975、1 - 1975、11

電 気

給 排 水 衛 生

ガ ス 空 調

1  ，皆平面図

太 陽工 藤 工 事

三 神 工業

• • • 

2  ，皆平面図

設 計 メ モ 畠 中 繁

当 セ ン タ ー は 、 神 戸 市 北j災協と神戸市とで日十附された

理氾!(I(j な 惚 令 地 域 脳 波 で あ っ て、 l込協の立場からは、

」仁和114360戸 組 合 只 の 総 ゆ る 活 動 の J処J 了としての本所機

能 を 満 足 せ し め 、 行 政 の 立 場 か ら は 、 地 域 市 民 の 福 祉

利用地設として、他五 ｊ ｾｴｬ ・ ｆｬｬ 、老人 Ｎ tl'r!1人 の J勾の、また

従 業 後 継 者 育 成 の そ れ ぞ れ の 坊 を .没(.y-_ さ ら に そ れ ら

が総合されることに依り、之. '，; 主に都市化しつつある北

神 戸 川 l 止の対話の上おとなり、新しい社会秋トf の 雌 立 と

;VI，Jf 日がA 号えられ、 jLE協、 T打、それぞれがよド 4虫ではなし

仰ないヰ11来 的 総 介 力 の 発 怖 を 目 (I(j として、 J ' _ t : に地域の

与 唱 を J1J っ た建物と 言 え る の で あ る 。

従 っ て百 十 ｾｉｉￎ に当 っ ては、各州、作機能の ｾＹｵＺ ｌＧ ｉＧ ｉ ， と 干 ｉｊ J+J 

の似 ヂIJ ;吾、 平IJ周 11-¥'川 'I! ，とヰIJ n:Ji' li l己料} 刊の多様さ、そし

て 、 そ れ が 笥 J_ij'; '，!j < 利 用 さ れ る こ と が 守i ま れ て お り、

これら中" 克 す る 要 求 を 充 分 に j，:t :j ) i せ し め る こ と が 宅 L:

ｚ 限延 ｪ であるだけに、配 ｦ ｩｲ ｴ 、 Ｇ ｬ ｩ￯ｦ ｬｩ 、也、 ｬ 丘、設 ｦｬ ｩｩ ￬ の各討 ｾｨ ｪ

に現世 ｈＧ Ｎｴ し、 ｼ 比 ｈ 系 ｩ ｎＱ伐の ｩ 前 ｊ Ｍｴ￱Ｇ ｩ 与を ｦＡ ｪ て ｩ Ｇｬ ｾｲ くにして ［ｩ Ｇ ｬ Ｇｪｪ ｨ ｪ を

ｦ キえることカ勺 ｉ｜ ｾｾ たのである 。

即;Ii は く ば こ の セ ン タ ー が、子号々の聞ii っ た機能を、」じゃ11

戸， ｉ￯ｬ Ｈ の ｦ キ線 ＯＱ に ｦｴｾ リ Ｑ￯ Ｚ，ＮＧＩｊ に発怖され ｲ ｬＺ ｊ，ｬ ｉ Ｉ ない収か

主 宰 せ J を も た ら せ て く れ る こ と を 祈 り つ 、 。



の排水管

日本建築協会法規委員会
(3)  給水ポンプ、空気調和機その他これらに類

する機器の排水管

ー ナ (4)  給水タンク等の水抜管及びオーバーフロー

管

' tn主主どの投杭をお待ち しております。

ハ 雨水排水立て管は、汚水排水管若しくは通

気管と兼用し、又はこれらの管に jili 結しないこ

100 

給排水設備に関する告示について

と。

二 排 水 タ ン ク

この告示は、給排水設備の安全、衛生上支障のない構造とするための技術o ! . l ; iV¥であり、日前日51年 1 月

1 日から随行される 。

イ i函;;-i のための装置以外の部分から央気が洩

れない構造とすること 。

給排水設備の桃ilit 't i. ¥fムについては、現行の，注築基準法施行令でも規定されているが、P ' J谷は: f ii 紳士見定

的なものが多〈、このため設計、施工面でトラブル発生の原因にな っていた 。 そこで今回の告示では、

給排水設備の構造、設置方法等について定祉的、かつ具体的な規定を示したもので、今後設備の設計、

施工而でのトラフ' ル解消に役立つものとみられる 。

ロ 内部の保守点検を答易に行うことができる

位置に 7 ンホール ( 直径四十五センチメートル

以上の問が内接することができるものに限る 。)

を設けること 。

間基準の中で、とくに注目される点は、給水、J l 1 ' 水タンクの項じあり、従米よく行われていた、建物

の最下階の床下に受水槽を設ける場合は、外音11から容易に点検しやすいようにすることと、建物から

完全に切り縦して設位するなど、飲料水の汚染防止の対策として義務づけられたものである 。

ハ 排水タンクの底には、すい込ピ y トを設け、

かつ、当該すい込ピ y トに向かつて十五分の一

以上卜分の一以下の勾配をつけること 。

- 建設省告示第千五百九十七号

建築基準法随行令 ( 昭和二十五年政令第三百三

十八号 ) 第百二十九条の二第二項第六号及び第

三項第五号の規定に基っき、建築物に設ける飲

料水の配管設備及ひ' 排水のための配管設1i11i を安

全上及び衛生上支障のない構造とするための基

準を次のように定め、昭和] 五十一年一月一日か

ら焔行する 。

昭和五十年十二 月二十日

建 設 大 臣 仮 谷 忠 男

第一 飲料水の配包: 設備 ( これと給水系統を同

じくする配管設備を含む。以下同じ。) である官;

及び排水のための配管設備である管の構造は、

次に定めるところによらなければならない。

一 建築物の部分を Ｑｾ 過して配信・する場合にお

いては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける

等有効な管ーのt HH}1りJ 止のための儲置を講ずるこ

と。

ニ 管の伸縮その他の変形により当該管にお1ｦｾｽ＠

が生ずるおそれがある場合においては、や1'*'((1継

手を設ける等有効なJ J i H} 防止のための措置を講

ずること 。

三 管を支持し、又は固定する場合においては、

つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地長そ

の他の震動及び衝懇の緩和のための措置を講ず

ずること 。

第二 飲料水の配管設備の構造は、第ーによる

ほか、次に定めるところによらなければならな

し、 。

一 給 水 管

イ ウォーターハンマーが生ずるおそれがある

場合においては、エアチャンパーを設ける等有

効なウォーターハン 7 ー防止のための措置を講

ずること 。

ロ 給水立て主管からの各階への分岐管等主要

な分岐管には、分岐点に近接した音11分で、かつ、

tl ; ¥作を谷易に行うことができる部分に止水弁を

設けること 。

二 給水タンク及びH手水タンク

イ 建築物の内部、屋上又は最下階の床下に設

ける場合においては、次に定めるところによる

Ｈ大阪市住 ｾｊＮＮ［ｩｬｬ 築街持郁容ィ ｕｬｬ 小林健彦 Ｉ
ニ 通気のための装置を設け、かつ、当該装置

は、直接外気に衛生上有効に開放すること。

三 排 水 ト ラ ップ

イ 雨水排水省 ( 雨水排水立て管を l徐< . ) を汚

こと 。 水排水のための配管設備にi ! l ! 結する場合におい

(1)  外部から給水タンク又は貯水タンク ( 以下 ては、当該雨水排水管に排水トラ ップを設ける

「給水タンク等」という 。) の天井、低又は周壁の こと 。

保守点検を容易に行うことができるように設け ロ 二重トラ y プとならないように設けること。

ること 。 ハ 排水管内の央気、1 : ' 1庁生害虫等の移動を有効

(2) 給水タンク等の天井、底又は周壁は、建築 に防止することができる機造とすること 。

物の他の部分と ｾｉｴ 用しないこと 。 ニ 汚水に含まれる汚物等が付着し、又は沈殿

(3) マンホール ( 直径四十五センチメートル以 しない柿造とすること 。

上のp : jが内接することができるものに限る 。) を ホ 封水深は、五センチメートル以上十センチ

設けること 。 ただし、給水タンク等の天井がふ メートル以下とすること 。

たを兼ねる場合においては、この限りでない。 へ 谷易に ｴＧｾｩ ｬ 徐ができる構造とすること 。

(4)  (3)のほか、水抜管を設ける等内部の保守点 四 |狙集保

検を谷ｾＩに行うことができる椛造とすること 。 イ 汚水が ilJI 脂、ガソリン、土砂その他排水の

(5) ほこりその他術生上有筈な物が入らない梢 ための配管設備の機能を著しく妨げ、又は排水

迭のオーバーフロ一色ーを有効に設けること 。 のための配管設備を抗 ｦＱＯｾ するおそれがある物を

(6)  ほこりその他衛生上有害な物が人らない桃 含む場合においては、有効な位置に| 担集器を設

造の i血気のための装置を有効に設けること 。 た けること 。

だし、有効容量が二立方メートル未満の給水タ ロ 汚水から irtlH旨、カツリン、土砂等を有効に

ンク当事については、この| 浪りでなし、 。 分離することができる椛iit とすること 。

ロ イの場所以外の場所に設ける場合において ハ 谷 易 に あtil 徐ができる椛造とすること 。

は、次に定めるところによること 。 五 通気管

(1)  給水タンク等の底が地盤而下にあり、かつ、 イ 排水トラ ップの封水音11に加わる排水管内の

当該給水タンク等からくみ取便所の使f曲、し尿 圧力と大気圧との差が水位二十五ミリメートル

浄化槽、' HI水管 ( 給水タンク等の水抜管又はオ を超えない構造とすること 。

ーパーフロー管に接続する排水管を| 徐< 0) 、ガ ロ 汚水の流入により迎合i が妨げられないよう

ソ リンタンクその他衛生上有筈な物の貯溜又は にすること 。

処理に供する施設までの水平距離が五メートル ハ直嫉外気に衛生上有効に開放すること 。

未満である場合においては、イの(1)及び(3)から 第四 適用の特例

(6)までに定めるところによること 。 建築基 ijf; 法 ( 昭和二十五年法律第二百一号) l] IJ  

(2)  (1)の場合以外の場合においては、イの(3) か 表第一(い) 欄にぬげる用途以外の用途に供する建

ら(6)までに定めるところによること 。 築物で、階数がこ以下で、かつ、延べ面積が五

第三 'HI水のための配管設備の構iit は、第一に 百平方メートル以下のものに設ける飲料水の配

よるほか、次に定めるところによらなければな 管設備及び排水のための配管設備については、

らない 。 第一、第二 ( 第一号ロを| 徐< . ) 並びに第三第三

一 排水管 号イ及び第四号の規定は、適用しない。 ただし、

イ 掃除口を設ける等保守点検を谷易に行うこ 二以上の処築物( 延べ面積の合計が五百平方メー

とができる構造とすること 。 トル以下である場合を除< 0) に対して飲料水を

ロ 次に掲げる管に直接連結しないこと 。 供給するための給水タンク等又は有効容量が五

(1) 冷蔵庫、食総洗様、水飲端、洗たく機その 立方メートルを超える給水タンク等については、

他これらに類する機株の排水管 第二第二号の規定の適用があるものとする。

(2) 滅菌然、消蒜1 * その他これらに類する機株

組 築 と 社 会/ 1976年 2 月号 5  



庭白台タウンハウス

ー な ぜ タ ウ ン ハ ウ ス な の か

大 阪 附 企 業)"j で は、 H乍年12月、与Lイ1: lJ f.J発 '-1' の

よiU ヒニ ュ ー タ ウ ン庭 白 内 に40戸 の タ ウ ン ハ ウ ス

乞辿設し分. : i ! した。 従 来 企 業)..j では 、 宅 地の ili

)，y( 分自，nが そ の 主 た る 業 務 としてき た が 、 H乍今 の

分 A 住 宅の Wl i.f'科 J 二告l に f半し¥ 庶 民 が 〈 下 しうる

宮 地 ｊ ［ｊＮｉ ｊ ｾ と が 正 Ｑ 三 々品 ｬＨ ｩ 少せ ざ るを え ない と い っ た状

ￌＩ ｣ の も とに 、 ｊ 主 虫 ｆ な泊二五ｾＧＱ ｪ Ｇｊ ｾ を 倣 ｻ ぶ する と ｼ口 ｊ ｉｉ 寺 に

でき る t.! けロ ー コ ス トの 住 宅 を供 給 す る た め に 、

lニI也イナタウ ン ハ ウ ス を 往; Di し分 泌 す る こ と に 断

切 っ た。

人 U の打11r! i  ｟ｉＮｪ ｾ＠ '1' が そ の iilil .立 を 絞 め 、 続 前 (I(J に

に1Jk成 長 時 代 に そ の 流 れ を 大 きく か え る小 で 、

{正' 1: ' . 供給の あ り方む、 -:，1よ り'.t'.l を求 め て 新 た な

民 IJfJ を始 め た。 い う ま で む な く U，宅 供給 問 題 の

似 本 的 な解 決 は 、 公的 1 U't U:. 宅 の大 fd供 給 に あ

る の だ が 、 公的 n n住 宅 た' けによ っ て住 宅 供 給

の 令 てを プじた し え な い 以 七、 分 泌 fi ，'も をrl' 心 と

した、持家主n;ti て' フォ ロー し て い か ざ る を え な

い と い う の が実 状 で あ る。 こ うい っ た持 家，辿 設

の '1' 心 となる 、 分 汲 住 宅 が 、 メ チ ャ ク チ ャ な 地

(JI liの 品川書 で 、 人 々 の 手 の miか ない 1111i絡 を続 け る

小 では 、河i外'セJ也の 狭小 化 を 余儀 な くさ れ、 伏

小 J巴n な，悠 フ自己分泌住宅、 い わ ゆ るハ モ ニ カ 住 宅

の処 設 を許 してき た。 近 年 に お い ては 、r さ さ や

か で むわ が2示を」 とい う人 々 の l町l し、を? ンンヨ

ン ｉｦ ｾ パ の ｉ ＭｩＺＧＭｴ の 処設 ・ 分泌 という ｊ 杉 で 、 ｉｉ Ｈ ｻｦｕ ＴＷ ・

48年 を '1' 心 に燃 発 的 な 川 裂 を充 た してきた 。 し

かし な がら 、 こ の 流 れ も 2 ・3 年 li ij からの，建 設

コス トの上 YI と、 J也1illi の 上 川ーに 伴 う分 "i! 1iUi 桁 の

;:':j/J聾から 、山イ1:(I(J なお 嬰 は あ る もの の か なり の

ジ己れのい) を '1:. じ、 JJII えて 日! 削宇佐を '1' ，心 とし た い

わ ゆ る マ ン y ョン公: ; J _;: の た め 、 住設 す ら で き t，

ｌ 、 ｾｽＨｩｽＱＮ に な っ て いる 。

マイ ホー ム を しち た い 人 、 とくに ) i  ｾ 辿 て ｩ 主Ｇも

には 下 が l市か な い が さ り とて 7 ン y ョ ン で は 充

分 な '1三活 が )tl J待 でき な い 人 々にと っ てまさ に 絶

望 的 な状持t で あ る 。 こ うい っ た 的 勢の '1' で 、fJ.I:

1M刈術 引 の 、 タ ウ ンハ ウ ス は I t 宅 供 給の エ ー ス

として う役場 し て き た 。 大 日11"i周 辺 の ，:': jI Mマ ン ン

ヨ ン に か わ る タ ウ ン ハ ウ ス は 、 戸，ill て l i'. '1:'. によlど

めら れ る 抜 ］ 地 ＱＢ Ｑ ＧＮ 、独 立性 、ｴｉ 山 な ｾ ｉ ・ ｪ ， ｬ￮ ｩｴＧｊＺの 放 に

また 、I 1I ITli の l二J也‘ J'; ↑!? の 放 に ら、 i此む適 した fi '

定 供 給の i立だと 巧 えら れ る。 48正l三の1i ' : . l 佐川 の 以

」ヒ ニ ュ ー タ ウ ン に お け る ハ ウ ジ ン グ フ ロ ジ ェ ク

ト 、 ，ｉｦ ｾぴに「 新住 ｾｊ 誌のコンベ 、 さらには 本年

l立 処築 学 会 の コ ン ペ 諜 延i と、次 々に、‘ タウンハウ

ス仰の あり } j が ボ め られ て い る '1'で 、一 つ の 試 み

として 今 1'11の嵯 ( 1fi ;タウ ン ハ ウ スを {立近 づ け た 。

ー タ ウ ン ノ、ウスとは

- 11に 「タ ウ ンハ ウス J とい っ て ら そ の ;17L、は

ｊ よ く 欧米得 で 凡 ら ＡＮ ｬ る ような 、ＩＱＺ 々とした リｾ ｪ ｣ｴ 也

に ゆ っ たり と円以丘され て い る 低J 0 の 処イト I i.:宅 を

初 め として 、 ぷ 百11の 古 -Il 11の 街 並 をIW/Iぷする ru汀

出 」 ま で その 形 態 は様 々 で あ る が い づれ にせ よ

低 1M川衝 皮 の 行11市 住 宅の 総 #1; であ る こ の fi '. I，りが 、

日m¥{ 佐を"1"心と する 広i境 問] 処j 均一 で い き づ ま っ て

いる 7 ン シ ョ ン に か わる 、 r.J 1r! i の 住 宅 形 式 で あ

ること に は lI¥J j s いな い。

庭 白 台 タ ウ ンハ ウ ス

きて 、 企 画 か らJ 5t J I・、 地 仁の j曲作を j泊 じて 、

共 泊 し て追 求 し た テ ー 7 は 、

1 )  1 戸 あ た り の '包地 主I H.えをで き る だ け 小 さ

くしか っ 品 質な Ｑ ，ＧＫＱ 王 ｉＩ［Ｇｬ ｪＭ＾，ｾ を も， Ｑｾ ＱＺ共する 。

Il ) 抜 地 住 宅の よ さ を ど の よ う に 取 り入れ るか。

111 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ー の Jf3n比と フ ラ イ ヴ ア ン ー

の 政保 とい っ た円己目下 ｩＺｴ ｾ であ る 。

上 記の 手法を尖王ILする た め に

1  ) コモ ン ス ベ ー ス ( コモ ン グ リーン) の 実 現。

Il Ｉ 駐 Ｇ 巨 スペースの 処ｾ、 ＧＱ Ｑ の サ ービ ス の 巧 え ｽｪ Ｇ 。

111 ) ι早川 経 の 的 似。

N ) デ ザ イ ン1(li で lil. ;O:，J さをなく す。

v )  ｽｭｩｦ￭ＭＡＧＮｾ の 円以泣 を するこ と により プラ イ ヴ

ア ンーを 附 {広すると い っ た 山.に fR .TI:、し日l

ｾ ｉ 司、 ぇ ｓｴ ｊ ｉ を ｩＡ主 め た 。

特に- l l i 介 U，毛 の むつ 「コ ミ ュ ニ テ ィ ー J と 「フラ

イ ヴァ y ー」 とし 、う狩i(.;j- Ｈ ｬ ｾｊ な 世 Ｑ ＱＰ ＱＺ Ｑ｝ に対 しては 、

コ モ ン ス ベ ー ス を :J，UJLす る こ とによ りそ の 答 と

した。

す な わ ち 、 小l茎耐 の 宅 J也で あ れ ば 、 経 と し て の

もE々 な 機 能が失 なわ ! . Lるた' け で な くデ y ドスペ

ー スとむな り か ね な い 名 ＧＱＺＧＮ Ｑ 也 の 小 さな Ｚ ｾ ｈ ｜ ｊ を 集

約 す るこ とによ っ て 、一 つ の ま と ま りの あ る 定

Ａ日Ａ として 共 イ ｔ 化 し Ｈ コモＯス ペー スＩ 、こ の ｾ 令

Lt 毛 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー と フ ラ イ ヴ ア ン ー を任 保

す る上お とし た。

次 に住 宅の 計 Jl lij に|品l しては

1  )  H:J  u を で き る だ け 広 くと りプラ J に倣 通

n を与 える 。

Il ) でき る だ け 多 憾 な Li:J ' プ ラ ン を つ く る

111 )  ｾ ＩＨ車内 ［ＮＺ ｾ ＡＭｬｬ ｊ を できるだけ 多 くとる 。

N ) あ い まいな 宅 I::J ( サ ン ル ー ム ) をつく りl i:.

也 前 に 多線1 "1を むた せる 。

句、 の } j jIoJ で 設 計 をi丘め た。 そ の 結 米 、 I1H口 は6

6 5 m ( 0. 95 mの モ ジ ュ ー J レ) とし 、 1io戸タイ 7 L  

It1 ・J ヒス キ ソ プ フ ロ ア ー タイ フと 3 .f' Hf i ll J.U' し、

l五般 民 に納 戸 を 設 け る こ と に よ り 充 分 な収 納 ス

へ ー ス ( 約 18m' ) をと リ込 ん だ

ー お わ り に 一

以 1'，Jfl I1 f i タウ ンハ ウ ス に つ い て の :(e1111jから

設計 ;までの 経 過 を述 べ て き た が 、今 後 の 課 題 と

して 伐 され た 点 も い ろ い ろ あ る。 そ の 一 つにタ

ウ ン ハ ウ ス の ヰ; 地場内Tが |ょげら れ る。 今 lilJ の嵯

l士l f; タウ ンハウ スでは 、 JiしIt ニュ タウ ンl刈の

ー 既 成 造 成地 を平IJ 川 して 処 ぷ され た が 、 タ ウン

ハウスノド米 のあ り }j からいえば、 既 成 市 街 地の

中 で こ そその ｊ ｾ ｦ lilli を党.I' l ( するむのであるか句 、

今 後 そう い っ た 場 所 で 、 いかにその，ill 設 に 取り

主Il ん で い く べ き か、 す な わち 、 これ か らの 郎市

|問題 の 小心 である 行II "i jJj -j)f .J ';1; を行 っ て い く'-1'で 、

そ の 一環 と し て の タ ウ ン ハ ウ ス を j _Q求 していく

か は 大 き tk ;提起品ーとなるであろうと 思 わ れ る。
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(.fl、の 設 ，l I " 安勢〉

私 の 設 計 意 識 の 心 象 像

大 谷 日月徳

ｾｊＮＭｉＺらくはそうなるに」込いなかった＿でグＩ， -f是々を

取どさく JJL Ｈ，とその Ｗ ラス の ｦｉ刊の泣 ￍＧｩｾ に Ｑλ 、ける令

て の 1-，'，' il l . の似 11'小川ーが JJL' .必 に ' 1ミ起 し 始 的 、 そ し て

他築を ｬ 以どきく ＧＡ￙ Ｇ ｪｾｌ {J X そ の 多 保 1ヒの l';' }/uit に I，; Jf ヒ

することなくＨＨＺる・ ｊ Ｇ［ がＮィ、条 ｉＢ Ｇ Ｎ の ｈｾ すり ｨ ｬＮｩｬえ

た今、ＭｩｬｬｾにＮｬＢ Ｎｊ する次々の悦 ｊｾｩｦ h  X ， 多 ，r¥illli (11， 

σ )  ＨＯイ ｴ ‘ｾ，，， ｩＧＦ を ｬｩ｢ｬｬ とし ＱＮＺ｟ 、＿と ｅ らくＨｪＮ mt.:_ な: る. ' J . I.

必 の ' 1' に ，H' ( ( な{ 立; i ' .: づけを IlfJ 始 し な け れ ば な ら

な い の で は な い か 。 そ し て ま た 、 " 止 ，， 1 内 !'! ら む、

"Xい[ 卓、処1ｾ島を忠巧寸る ￎＧＮｦ 本 Ｑ Ｂ 句む、 ， Ｇ ， らを

J じ(1') な 目、巧形式にれくことを{ 〆 11'. し、 !'! 句 の .0:

" 躍をまb州 fヒ さ せ 、 多 ，r( 也，1. ｾ の総 体とし てのや 純

粋，G:北による8 . - t I'i.rf " とuf' べ る む の を fjlJ 治 す べ

さ ｵｓ なめてはないか 。 何故な旬、 ｾｎ Ｇ､ヒする Ｑ ＭＮＧｊ ｜

J比企，. 2 . 的主からむ、 1" ，フの ｽ ｊＮ ｉ ＮＮＮＮ ぢ ｾＮ ｪｹＮＮ ｪｩｬ を Ｍ ｊ じ Ｈ ｉ ＧＯＨ ニ

し か 川 IJJ<:し 1!T ないことが引い、た J) L (， の，池宮島のイJ

'Jf W(. Jd_: ｾ ｊ ｴＮ Ｏｩ しを ，Ｇ ｊＮ ｉ Ｎ って ｽｾるかよし、 。そして 州 政な

り〉亡、代々にこのように決心させる駒山、氾1 ・般"

の (( : ( ，を. 代々 は鴨川しく，，1 ! . ，，池" し fリ る か ら で

あ る 収、か今，0 別法的に指 li ，J しつ つ あ る .世，;1 安

弘、- と い う よ リ は む しろ 、，: . t .!1 心υ ぶ 総 体 の 概 念

作 は 、 以 上の "，)) 1織 を カ オ ス f内十Hi ぬに j;'μ 、ている

U，I! 、，f;l，!，! J_ : r とい -j .' J. I. Jj 総 体 に て つ の 中II .t，J 概 念

位: 築純粋f I ! 止念と他築技術I l ! : t 念 を 'j . え る o ，jij 

r . は布、 ，'，u の " 川イ ffl lt." と紅、のノトある IliJII .Jイ1:'1'1'

均りなる，ｦ［Ａ，に Ｑ ， Ｇ ・ ｬ イ Ａ の ￭ｗ ､ｉＮを ｉ［Ｎ ｦ￬ｩｊｊ￭Ａ とし 、 ｈＡＮｾＮＧ ｊＮ ｉ ＮＺ 也Ａ

そ の し め を 此J Ｇ￭ｩＮとしＮそれを ￞ ， ｉ ｾＱ Ｑ させＮ 多七五 fヒ

させ、 l'Xいは、吉正 れさせ、 tI 似 し 、 そ し て いl イf

をI . i l えた" 人 J:¥J - 般 の 仙 波 に 於 て の 純 粋也築，忠

必 そ の むの " を . 己、巧寸 る II fii li.t' 1 を ボ め る f走行

はＮ平 ｊ ‘の知，，［Ｇ＼にＮｬＢ Ｎｊ する欠之協と ｾｉ れ心を Ｂ リ ｵ )) と

して、 J J L' x の 411 ｾ島かあるところの ｩ 淀川の、あら

ゆ る ぬ 制 化 的 ベ ク ト ノ レ に 技 術 的 に 刈 応 で き る ね

の 吋 能 な I:Hリの ，没，i I - l- l 止を 悦 ポ す る 例え( j ' ， 

似¥' i i に か り み あ っ た 全 て の t.'1 i比企、統，:1'(1勺 に 以

いはf i J ' (-1Ji ' (I'J に， ，ｊＮｴ， ［ｉ Ｇ ＱｩＮＨＮＮｾ の泌 ι ｩｌに ， ｦｽ って キＺ， ＧＭ＼ＺｩＱￍ ￪ｦ ヒ

し、 ｦｾｾＮ の Ｑ ｴＺ ｾι を ，ＺＡＮＩＺ ， ［ｉ れに とって “ ｦｬｩｬｴ なりしめる

J 主刊。r( 1'J r.υ、、1' ) ; : いはまた、，1. ¥t ，i l-，cr: Ｑ χｬ によるツ ｾｉ ｉ｜ ｊ

1f 3悠のi i J ( ，'1¥のう'11 以: が、 'λ イ! の 人 J: :J と』主主bツ則川町

読者の頁

〈在、の 1没，11' ｾ益勢 〉

再 開 発 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー

〈私 の i没J-t 裂 勢 〉

自 然 に 学 ぶ

上 谷 重 男

，fL に と っ て の 永 述 に 学 ぶ 対 'i i.と 1;1 ， 他 築 と い う

f  1: 'I ¥- の l比l係 l二、 n 然 と の 対 日吊の な か に 決 し て 切

れ る ニ と の な い 述 続 性 の あ る 教 Ti を f必 ず る 。 ま

た， J!Ii ¥1;t兵 (1') な る 地 方 文 化 的 Ifli 史 と い う む の の

なかに、 内分 の 教 師 と し て の 存 不E と い う む の を

み つ け が ち で あ る B

だ が rij 'JIみの 八 ;'I'J が 自 然 ピ ン チ 」 と新 /)11 で か な

りの ス ペ ー ス を さ い て の 報 J 立 が 花 、 の 記 憶 に 伐 つ

i蓋本 裕 宏、 て い る 。 あ の 浮 世 絵 主 ど に -t.Yi か れ た LLJ 紫 水 i則的

ｩｬｬｾ がとリまく ｴ ｴＧｴＧ ｩｬ ｬＮかますます ｈｾｩ ，ｴＡとして、ｻよ 円 本 に お い て 、 r n 然 皮 J N('E と い う も の が も っ

つき リしたよりどころ の ｦ 半られない今日、心 ｬｾ て い る い 純 j交H が ' 1土 分 と し て 残 っ て い る I也I或 は .

は ま す ま す 広:11克 や そ れ を と リ ま く 人 Il I J とはかけ は と ん ど な い と の こ と で あ っ た。 北 ifij 辺、 点 北 、

自ｦｕ ｬ て、似純化した機能を予防よく処ｉＧｾできる 舵 日己ぬ と い っ た '"1
1

央 文 化 よ り FA泌 い 場 所 を 1:;余 い

袋 i，i s I う な 句 ぱ J J UUI 会 的 機 仙 の 紡 lヌlの よう て 、 珍 ら し い れ の 色 崎 町 表 的 を み せ て 〈 れ る 1[.'"、

な )111 '!<( I') な 辺 、 与 の 版 物 と な っ て し ま っ て は い な まれた ｮ 本のなかから、今 日 、 ド ｉ ｾ 牲が令くとい

い で し ょう か 。 fU ¥築とは本米、 1" 然 、 人 /I ¥J 、 コ っ て よ い は ど 失 な わ れ て き て し ま っ て い る 。

ミュニティーの ， ｩｬ ，Ｇ ， ｊ Ｎｦ ＱＱ のとれた ｊｾＧｬｊ えを円 ｉｊ 泣 す る こ 今までの ｮ 然を芯 Ａ ｾｊｦ ￦ しないでいられる瓜 境 で ｮ

とであり、 J主N:r よ リ む よ す 品川幾カ汁:.:] 制 に さ れ な っ た' f . l t は々. その反
，
WJ と し て か ど う か わ か ら な

け れ ば な ら な い し 、 こ の f助世申機を 4住t さ築韮といワ J形f防sに いが、人ノ司マ{ は孟 一 r戸;

変 f化 ヒ さ せ る た め の 尖 f千付'J け と し て f祈1庁「しい技 1刊体術!;桁白ザI同カか、 i版目恥A の小さ主な. スベ一スに 白分 の .'，山
I
J.
I
，、 つ て い る lド什'，/然?骨然4住t 飢 を

i使叱さ J札L な〈ては主な- リ 土 せ ん このことは叫: 苦築蒔を 入 tれ1 て 印 こ う と す る 。 そ れ に r約渦l持埼 1是 忌 し え な い 人 は

ｂぷ没 Ｂ 汁 ｬ 十 Ｍｾす ｲ る ＱＧＰＭ ，， 11 む か 与 え て お リ な か ら 、 技 術 ("10
，r(  

1，本 日 に 、 巨 大 志 マ ス コ ミ に よ っ て 削 り tHさ れ た

の 何lli'J の JJL').!_ の ，jij に 安ーｉｨＡ， をｾｾ，し、りれることかし Ｑ Ｂ 然のなかに駆り ｈｾ される Ｎ しかし、 俳l 人 の ，， 

ばしばであリ、Ｑｉ ＮＧｩ に位 ｬｾ 島本Ｎ＾Ｑ［のＨ Ｈ Ｚ (t:j ，Ui fI ! ( をは火 !'，佐官且立り、 11" 人 (1<) な 行動 を考 え る こ と の 下 r- な

ｌ 、 Ｑｉ 事ちになっていると ｽｾｉ ， わ れ ま す 。 我 々 は J Jと し て 、 そ れ を 自 分 の も の と し て i l'j 化 す

こ の よ う 主 4主体r -t' _ HI < ) な 傾 向 の あ る } xl ( ，i 、 ー ) j る こ と な 〈 、 他 的 人 と 同 伎 の こ と を 行 っ て い る

で は ，:':jJ 立成長十 1: 会 か ら f J ¥: 成以または制. f i H I: 会 引 と い う ニ と に よ り 、 自 己 を 降 立 し た か の 手'li "1'.tに

へ と 十l 会 的 fllli( ，!' の 'I
¥l 、換が IUI-I%れ て い る な か で . 決 ち 入 り が ち で あ る 。 こ の 針 げよの l止伴 の な か で

これからのＡＦｾ島のＨ叱命は ｪｾｾ ｊＺ ［ｬ ｾ ＮＧ［刈， ｪｩ ，と ｬ 三 市 ｊ 占脅 Ａｲｬ￭ Ｇ ｊ t: J  ，/ - ? その生活を送 っ て い る の が我 4 で あ る か も

! の た め の 何
'101

，-に お け る 十 上 会 資 本 の o'<!
，;，
h'l に JilJ け しれな ｵ 、 。 そしてそれが、 ｮ 然 的 純 度を［ｴｓＮ Ｇ Ｎｩｾ に

られることになると与え句れよす 。 今ま て Ｇｾ Ｚｾ ｉ ， ｪＵＺ Ｇｬ '"I i
存 し て ゆ 〈 ー l河 で も あ ろ う 。

な自11 01
，- の i!!!J 'if; 化 に よ っ て 大 き く 、λ ち. i t 己i L た十 l 会 J:l L犯 の 昨日 市 の な か に は 決 し て 人 HrJ を 人 /:11 と し て

資本を充足させるために今後 Ｂｪ Ｍ ｗｊＱｾＨｉＧｊ な ｏ Ｚ Ｇ ｊ Ｍ［Ｇ＼Ｉ 、
取 り 抜 か つ て 〈 れ る も の は 存 平E し な い と い え る

明 え て い く こ と カ 、 与 え ら れ ま ず こ の よ う な 的 で あ ろ う . n然 を 芯 : 識 す る こ と な し に 也 前 を 送

耐 の な か に あ っ て わ れ わ れ，♂，， 1 れ は ど の よ う に り 、 そ の 美 し さ と い う も の を 、 そ れ ら に 按 す る

対 処 し て L
、

I t ば よ い の で し ょ う か 。 こ と が で き な く な っ て 始 め て J必 じ る よ う に な っ

例 え ば 卜JIJ 也/1j .j ;fJ允 の 場 介。
j
也J &コ ミ ュ ニ テ ィ ー た人 川 にとって、 内 分的 Ｚｕｾ 減とは Ｉｊ ｉｊ に ｉ ｊ ｦ￬ ｬ 大 ｬ のも

や ｊｾ Ｇｬ ｊ＾ｽＮ ィ、 山 の ｉ Ｎ ｪ Ｍｰ ｨ ｩ かしばしば ｪ 也峨 ＨｕＨ にイ ｾＱ ， 1感 の と し て 、 n r;" が il' j え 去 っ て し ま っ た r.J 10I ，の OJ '

を 州 え つ け て し ま 3 て 、 お/ れ、の，f'11' ，';ー の 組 側 に か 句 は 、 全 〈 と い っ て よ い ほ ど 、 感的 を く す ぐ

絡んた近| 荷 1::I J I . ! 1とい う形 で 生 じ て い る の で す 。 ら れ た り 、 日 め ら れ た りす る こ と は . 火 な わ れ

l'j. 1 l 日発とは本 .>Ie. ｊ 也滅 的 ｉ ｾＧｬｊｪ ｬＮ ｾ，Ｇ戸 ＱＱ ｩｩ ￬ と Ｇ Ｑ ，，Ｚ川 必然 的 て し ま っ た 。 r.J ST ! J は巨大な人 II¥J 内
r

'(.' J を 11M:ぃ

1"1 1φを lヌl り， J也域コ ミ- " - ニティーに 砕 け 込 ん だ つよ寸十ｾ物に 忠 われて ｻ 士 Ｉ ￯ がない 人 UI Jの 心 的

iJ-r づく り で な く て は な り ま せ ん 。 そ の た め に 'J '; 成 長 泊 料 の な か で 大 き な ウ ェ イ ト を 市 め る と 々

業 の "I -I
，lt il 立| 清から Jill 城 の 人 々 と fuM¥( I' ) に品しイ干 え ら れ る 、 が

'J '
、1:i'

11日Lで! 怠じイ干 っ た ，' ，然 J，，¥ヒ の 風

う こ と が 必 裂 で す が 、 JJL:夫 は ，: I-I
，
lt iI Ifl J と 地 域 作 J ( :l 江一一ー 人 IHJ と i'I 然 と の 長 い エ ネ ル ギ 一 円 前 突 の

flllJ と が お Ir い の 乎1
1'.' :'を i: ｾｊ＼ し て敵 ￞ｊ するケ ース 作 ｮｮ から生まれ ｮｾ たものであろう ーー そのなか

が多〈、 J 也 城 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー に つ い て
"ti

し 介 て' 成 長 し て き た 人 I: .nに と っ て、 i'I 然 と い う も の

え る レ ベ ル ま で ;'1 し て い な い よ う に 忠 わ れ よ す 。 の む ち あ わ せ て い る 催 し き な り 厳 し さ を . 今 1
二

l

11. (  jfr ｫ ＱＮがｈＧｾわ って 主たある円 ｉｊ 也 ｉｉ ｪＮｩ ｬ 日発の計 ｉｬ ｨ ｩ は に な っ て 感 じ さ せ 句 れ 始 め て い る 。

い く つ か の 好 条
1'1' に，' J . ' まれて J也 肢 の 141境 と コ ミ こ れ ら の 緑 を 含 ん で い る f" ! ' ，告というものに 1I 時る

ユ ニ テ ィ ー の J::J 凶 を と リ 1: げ て ' k 践 で き る ま た r. 'l i
と い う も の は . ニ れ ま で n 分 が

r
r. i1i

J
と いう

と な い よ い 機 会 が 1ｾ＠ ｊｾ りれ 、 プ ロジ ェ クトチ ー ム

Ｑ Ｑ｜ Ｑ の夫 ｦ ａ ＮＺｾ￭ｒ としてづ ｊ d  n'，し 作 る ね の ン ユ ミ ュ レ を 組 ん で 以 JWJ J: :J に 拠 っ て 7 ラ ン を 進 め て き ま し

も の を 主 主 波 し は じ め て よ りt1'. 会 う こ と は な か っ

た。 |百J lI ii' に l任 史 的長し、 i丘. f '，; の な か で 仏 づ い て い

る人 ＱＱ Ｑ ト ド ｩ ーを含んだ，｛ＮＮＨＷＩ宅 ｉｾＺｊ ともいえる寺院宅 Ｑ Ｚ 円

は 、 人 身 の 心 を 務 ち つ か せ る と 共 に . 人 /:¥J の
111<

を税' ) ミの世界から . 抽 象 の 世 界 へ と 'J f J かせて〈

れ る 。 そ れ は 、 未 知 的 計 る こ と の で き な い 広 い

ヰ三
ii i に! ， jJ;l.た 11: 二大 さ を も っ て ' f . l t に々ぺ止ま っ てく

- ; - - ョン η の 技術的丁一位、 '.'1; ， ，fL は II f i，危な阪リの た 。 地 成 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と の J，;J fヒ を 辺 誠 し て "J

4主Hr(I' ) 丁、 l 止 を 快 泌 す る Ilhj さ れ た こ の l hづく リ，;! ' llhj に 対 応 し て 地 J じでむ

そして平' 1. ， 1" 身という. ' J . I，ｾ総体はニれら 二つの 宇 ＱＱ r  11-i づく り 委 μ 会 」由、 党 起 し て 太 い ハ イ プ カ 、一 本

刈概念を1 ' 1 ｉＧｾ にＡＧＡ己 ｊ ，［ｊ Ｍ ｦ ヒすることによ って 、 つ な が っ た 形 と な リ . 地 域 住 民 と Df J発. r，- ヵ、 一 体

l! J' ち . IIIIJ r.' を .fJ ，!'! 身 と し て J，; J宇11変 換 す る こ と に となった ＱＱｩ ーゴくりの Ｔ 幾迅 ｩ かＧｴＮ ｬｴ リ ｼ カずり、この ｾｉＭ

よって刈げ: ' 1 ' 1のみを融解させ8 . - t ，' i r. . としての ，fL 阿 の ' )UJ L に 大 き な JYI 1 . I 均、むたれたのでした 。 こ

I" . J : ナを制作する 。 それ欣に、，f L ，'，身 な る }J. I. ｾ総 のような ｪ 移てゆ ｩｦ 主められる ， ｉｩ Ｎ ｬ ｭ ｾ がどのような Ｉｪ

体 は 、 ニ れ ら こ つ のキl' 刈 慨 念 を .fJ ，!，! 身 と し て 合 lil Jへ if主 み 、 ど の よ う な 紡 米 に な る の か .fl ，た ち む

む こ と に よ っ て、 1' 11 II に，思々し、 11 っ こ れ 句 ニ ｾｉ 三 Ｇ ＧＺｩｾ に明 ｉＮＡＭｉ ｜Ｎｉえをむ っていました。そして ｬ 比 ｬ 係村山

つ のヰII tJ 概念をＢ純粋 Ｎｵ Ｚ Ｂｩ ｬｘによる包 ｾ， Ｇｩ r{" とし の l人)，，1'i む1! 卜 ら れ 、 は U: ，f;1， たちの，ei: 1ヌlに 近 い J' H込l

て制。イトすることによって、. fL !'! 身 的 、 成 い は む ＨＱＧＩな ｬ 移で Ｎ ｬ Ａ ｾ ｬ ｬｨ ｩ 1); :J..f地 stJ Wf に ス ラ イ ド し 始 め た 入 ー

し か し た 句 、 必 n身 を 必 え た れ の " ぷ ，， 1概 念 そ の 先 に ill 築 ;:1'1，1司 の 動 機 と は ほ ど 泣 い 全 く 即 物 的 な

しの勿を形成したいとｾえる 。 そして、そｩＮ ｬ がｉＧｊＡ ｲ ｬｬ カ ・ 句［むきょニの江 ｬ ￯ ， ｬｯｪ を附 ｊ 念べ ＱＭ tF る を 仰 な い

JJ L-( U ;1， 1"  U か あ る と こ ろ の ill 築 に 対 す る 悦 パ4で Ｇ ｊ Ｇ［Ｑ Ｑ＾＾Ｎが 小 Ｎじたことは ｾ ｉ η ［ ｾＧ ( こ 伐 念 な こ と で し た 。

あり、 Jj L ( ，の j! l : l '芳にIi' i、 て . ま さ し く 、 そ う で あ

て' あ る と こ ろ の も の てa わ る .

( 六位l ，l1" il - ・止，:I -..'n)

こ の J 十Ilhj は ' kf J Lに: v
'J

リ ま せ ん で し た が 、 I I WU:径

川 l面 的 取 り 去Il 'J } j に つ い て 宅一えさせら れ た ー ft-

で し た。 ( 大成住壮大阪文明也築，，) t ，， I-.. :l! )

る .

［ｦ ｌ にと っ てｾ￞Ｎ｟ ｩｭ の 仰 は 、 決して ｩｬｬ ＮＮＮ 、 っくことの

な し ¥ そ し て 1-，1..イ本 的 に 推lむ こ と の で き な い ロ チζ

な i'I 然、の な か に 存 在 し て い る イ，，' 々 の 物 体 的 倣 で

あ り 、 ま た 問 1I . ' f に、自然のなかに I人j :( E し て い る

fi lJ; 立するブJ であワ、 t品成 夫 で あ る 。

無 条 件 に 、 ド1然 の 内 包 し て い る 尖 は
E
汁 る こ と の

で き な い 暖 か さ を む っ て 、 今 日 む私に. i . u っ て 〈

る。 そ れ を 私 は い つ ま で も lill え る こ と の で き な

し、緋
l で迂i

い も と め て ゆ 〈 で あ ろ う 。

( U，注築全1
，li; 笥)

(  官11、編! t l ' i l l に て 行 略 さ せ て い た だ き ま し た )
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ ・・・・・・ト ー タ

ル イ ン テ リア 「松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。

N  ＭＮ｡盟ｾ
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建 と 社
ふ

一

品築

ユ

ニュース 111. 怖をお送リ < ，.ごさ L 、.

大 三 島 橋 着 工

さる 12) J  21 日、本什Il!Y lJi ljojf 終 的の 第 - 1'ji として

大 三 ＡＺＮＧ［ｾ，Ｐ， (J ιj l f . ー今治ノレート) が54年 3 )J 完 成

を め ざ し て ぷ 工 し た 。 大 三 Jゐ怖 は、 ω来 瀬 戸 を

俄断し、大 三 ｽＺｳ と伯方 Ｉｾｽｪ を結ＮＩＮ全 ｬｾ 535. 2mの

焔娘、 '.1' リi.!:i 壬IHJ は 297 m の 鋼 ア ー チ 。

大 林 組 カ レ ン ダ ー 受 賞

大 林 組 の51年 カ レ ン ダ _ r 刻lむ』がt l ' l 27回 全 国

カレンダーコンクーノレ ( 日本印刷l工 業 会 他 主 fiH)

において1 : 1 ＭＱＧｾＱｬ ＱＯＺｉｊ 工業会会長ＱＧＱＺをＧ支ＱＧｴした 。

同十1:の カ レ ン ダ ー は 、 岩 山 氏ニ 氏 の り 氏 に よ る

もので、 r 主IJ む』 が テ ー 7 。

昭 和51 年 度 設 計 監 理 委 託 契 約

参 加 資格 審 査 実 施 一 大 阪 市 建 築 局

大 阪 市 住 策 局 は 昭 和51年 度 の 設 計 民 思 委 託 契 約

参 加 資 総 得 先 申 的 要 項 を 決 定 し た 。 本 件 は 、 新

);J，I，E! l " ，' / 者は勿" 命、前年度有資料者 ( 1 次、 2 次

とも ) も す べ て 申 請 の 必 裂 が あ リ 、 前 年 l立 の 資

総イf 企hJUJI恨は本年 5 月31 日限り @

1' 1.1 ，11'1 ，'r} l 1 ( の用紙交付と徒出 JUJ l : : ] I ; l : 次のとおり 。

・ ｭｾ ｪＮｾ交付 昭 和51年 2 月20 日 - 2  Ｉｾ＠ 25 日ま で

・提 出 受 付 昭和J51年 3 月 1 日 - 3  )-J  15 日ま で

いずれも佳築局住宅苦11庶務訓l Jl Mj 主 係 で 、 執 務 11寺

/l ¥J 内に| 恨り取扱う 。 ( 06 ( 203) 2151内 線3517 - 8)  

竹 中 工 務 庖 タ ク ネ ス H R 受 賞

竹 rl" 工務r . t j が 昭 和46年に! 日mし た 「 全 む 力 可 逆

ｊ 判然回収式笠公然 ｩｊ ｦ，ｾ ヒートポンプシステム・ ｔ

A C N E S - H R J が白1¥27 凶 似 日工業技術1 ' 1 ーを

' 受口した 。

ナショナルシステムクリーナ一発売

松 下 屯 w産業{ 仰は家経 J fJ j' ，al: ! i ' z 機をシステム化し

た M C  - 800を 発 光。 これは、剖Ih廷の床面や壁面

に 設 け ら れ た ホ ー ス 差 込 U と 階 段 下 や 押 入 れ な

ど に 設 泊 さ れ た 川 除 機 本 体 とを配匂ーパ イ プ で 結

び 家 中 の 十品I l 余を集中 (I(j に行う y ステムク リーナ一。

従 米 の も の よ り 低 騒 734で コ ン パ ク ト に 設 計 さ れ

ておリ、位上F - k'(J 150m'に 可 能内 ホ ー ス の 長 さ 6 m、

ホ ー ス 差 込 u は 3 il.j 千1-1/1 : ，され、明やすことも可。

圏四圏圏

『藩 校 遺 構

一 一 江 戸 時 代 の 学 校 建 築 と 教 育一 一』

城 戸 久 ・高 橋 宏 之 共 著 A 5*IJ 308頁 相 撲 書房

布、は、いま教育段境について話し合う会合をも

って いる 。 その 3寸論の 材 料として本j 1_) をMeん だ

のであるが、 興 味 深 い 内 容 で あ った。

それは、当時の教育は、 Ｍｩｴ ＧｾＯＨＮｦ が奨励す る Ｑ ユ ｾＢｲ ーが

中 心の 内 容 で あ る に も か か わ ら ず . その叉・谷態

度が各務によって巽なリ、教学の Ｉｊ 法にも主Ｎｬｬｾ泊

J止にも独自に考 慮 し て い る こ と が 如 実 に 収 わ さ

れている. 現イtーの中央集俗的な教育内谷と l血i一

化 さ れ た 学 校 施 設 に は 大 い に 巧 え さ せ ら れ る の

で' ある。

本 山 は 、 著 者 の 城 戸 久 防 士 が 昭 和20年 に :J' ，版さ

れ た 「 滞 学 控 築 J をもとにして、共半t者の『l JI 悦

宏 之 氏 が 再 度 、 全 国 の lli 梢 を 淵 貸 し て こ こ に 発

表されたものである。中でし ， 講堂 ｊｦｾ［＼ ＱＺを分析す

る と こ ろ に 加 え て 、 直 接 教 J受する教場 J f hl : が当

H寺( 1 ) 学: 副長によってがとまることを鯛l明きt L ; た σ3 は

氏 の 大 き な 業 紋 と 思 わ れ る 。

Ｔ 豆、ＡｲＭは、Ｔ￟築史を研究するにしても、教 ｦｴｾ を

研 究 す る に し て も 利 用 悩11庄の正石い文献となるこ

とであろう 。

総 説 で は 、 ① 江 戸 時 代 の 学 校 建 築 ② 学 校 の 施

設 と 配 泣 ③ ［ｨ ｙ ｩＱ 止の，幻 ｬｾ @ 虫 立 の 円以泣 ⑤ 』12

1:t  ｴＷＩ 主 ｬＡ ｾ長からなり、 各 ｊ 見では ＴＰ 校の滞校につい

て沖約lに 解 説 が つ け ら れ て い る 。

た い へ ん な 力 作 で あ る 。

＼ ｾ ｮ 藤 義博 Ｏ 大阪市住ｾＩ司営綿苦 Ｑ Ｑ 設計約 一 ［品ＡＩ

企企企ａ 企ｾ正 ｾＶ ｟ Ｖ｟ Ｖｾ Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟ Ｖ ｟ Ｖ｟ Ｖ 血血 樹の話シリーズ・ ＱＸ bd血 血_6_6. 6

山 ill では! 碍もないので、十1止の;(Eが l咲くのを l杯が

わりにして蒋の苦IJ 米を釘l った と い う こ と か ら 仰

今 約 二 ".

の ;(E を仰j杯ともよ，. . ; ; 0  Ｑ Ｚ Ｑ Ｚ ｝ 国 ｽｉ ［ ｬ Ａ 廷で、Ｊｾヒ ｉ 也 ｽＧｪ 以

jY11こう〉イ1，しており、白、淡紅、まl 色の :;Eが目を

ｾしませてくれる 。 月ヶ ｩＪ Ａｩ、南部、熱 ｲ 降、 ｦ 皆楽

凶! などの+ 古川相立有名で、それぞれに江戸時代か

らの膝史をも っ ている 。 太宰 ＱＨＮｦ の ｊｉｾ 村正も有名だ

が、も っ とも香り高い般は紗! ) } 悔。 大阪の中心、

.ff lt 凶には j[i: < に 4海ヶ干支町I などという I也1' ，もある

の で さ ぞ や 管 は と 思 わ れ る が 、 災 は こ の あ た り

はか つ て淀川の低 ｩｾＱｴ 也で坦 ｩ め立てられて新 聞 に
一、."，!.

な っ た よ う な 所 で 埋 聞 と よ ば れ た の が・伝じたと

い う こ と で あ る 。 また、傍に! 伐というが、笑| 療 、

有排の花に ｊｉｾ んでくるのは花の債を吸う ｪ ジロて｜

ウ グ イ ス が く る と し た ら 虫 を 食 べ に く る の で あ

ろう 。 .f1ij は ウ メ ケ ム シ な ど の 病 虫 ゼf を う け や す

い t.t て。ある 。

少しを除味に欠ける話とな ったが、怖は. ! i くから

め で ら れ た 紛 で あ る 。 古 来 日 本 で ハ ナ と は 梅 花

をさし、般を{ t . というようにな った の は 後 の こ

とである 。 万 業mでは自仰が詠まれ、 .ti 今 mで

は村壮行をめで、新古今集にな っ て 似 花 を 楽 し む

ようになる 。.f1lt は 文 化 的 な 附 で 紋 や 結 び 、 梅 ヶ

伎 の 手 水 鉢 と か 、 芝 居 な ど に も 設 場 し 、 持 壬z示

内、， .，、

とか T51放凡ヰなどという災私、もある 。締 千 や 侮

柄に f止われるよ荘笑は直下のなか った H寺代にはアン

パイ ( 嵐 侮) といわれ、以とともに屯望書な調味

つ

Pr unus  Mume  S .et Z 

め
L 、1; 1' ら千千

ＪＧＱＮ ＨＱＩもととな っ てし、た。また、ｾとしても活 ｛ 則

されていた 。 仰 のｾがなるヒ ｾｕ 年るｩｔｩが 梅雨 。 よ ｒ

尖 の j輩I也は手[1::払 /1/ 、 M1J; ，'j 、 千 栄 な ど 。

+11創立 ア ン ズ 、 も も 、 さ く ら な ど と 同 じ い l; f ら千斗

で手芸名を J apanes e apri cot 、 学 名 の Pr unus  

( さくら 1iJ!，) は ラ テ ン 符 pl um に由来するが、

「般切る馬鹿、締切らぬ，l . ! i，11し といわれるよう

に、桜とは佐々のァ丘でn nを災にする ロ抑止は lijj

芽 性 が よ く 、 明 定 す る こ と が 花 つ き を よ く す る 。

生 長 が 早 〈 、 丈 I H: ，くならないが 、 幹 が 太 く な

る。 左大木でも移，f lli 力があり、排水の良い向| 場

の I也を好む 。特 に 夏 季 の iili 7 l < . を十分にしてやる

必要がある 。 地 ＱＱ 巴も必求する 。 Ｑ Ｑ ｾＱ 人庭園的な場

以 外 で 制 裁 し た fylJ を あ ま り み な い が 、 管 理 さ え

できる条件であれば、 JJ I . 代建築に似合わないと

い う よ う な 樹 で は な い 。 か え って 非 常 に ユ ニ ー

ク な 配 舶 が 可 能 な 聞 で あ る と 思 う 。 悔 の 香 り を

楽 し め る よ う な 空uaが現代行11市 の 中 に は 必 袈 で

ある 。

仰 の 信t ｉ 支に少し ＱＮＷ 味がかった ｉ ｾ ｉ し、苔状のもの

カぜ IlfL{1 していることカずある 。 ウ メ ノ キ ゴ ケ と い

う 地 衣 矧 ( 苔 で は な い ) で 松 な ど に も 付 き 、 老

木 に 風 俗 を 与 え る も の で。ある 。 ウ メ ノ キ ゴ ケ が

付くようになったらメジロも飛んて' くるだろう 。

ひ と つ 鷲 の 声 の テ ー プ で も 流 し ま す か な 。

( 関 桜 記 )
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのスキ問でも、水は遠慮しません。

〈日アス 〉は、防水工事 ひとすじに 50余 年。

この小さなスキ聞との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマートによ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタ ン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年 |出保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所にも

およぶ 〈日アス 〉ネッ トワーク の 、水もモラ

さぬたたかいぶりに 、ぜひご注 目 ください。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 割11 路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和 工業( 株) 苫小牧出張所

日新建工( 株) 仙台支底

伊藤建材株式会社

いわ き建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金 岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東 スレート 株式会社

東京涯青株式会社

トーフ ジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口エ材株式会社

諸島田工業株式会社

富士エ材株式会社

藤 ;! ! 青興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条;! 青工業株式会社

マサル;! 膏工業株式会社

大和工業株式会社

;! 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港涯青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

;! ! 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商底

同和 建築株式会社

同和 建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商底

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社

所在地
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電 話

T  E  L  ( 231)  i  5  1 1 f t  

T E L  ( 32 ) 0  0 8 1  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T  E  L  (221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3  3  5  8  

T  E  L  ( 62 )  1  1  0  1  ft 

T  E  L  (842)  1  1  3 1f t  

T  E  L  (385)8153，(389)4創6

T  E  L  (802)  3  8  7 1ft 

T  E  L  (363) . 1  3  4  1代

T  E  L  (462)  5  3  1  1 代

T  E  L  ( 634)  0  8  2  1  f¥: 

T  E  L  (433)  1961  . 8485 

T  E  L  (883)  3  1  3 1f t  

T  E  L  (803)  3  1  8  1  - 3  

T  E  L  (252 ， 5  9  0  3  

T  E  L  (803)  2  1  1  1代

T  E  L  ( 103)  0  1  7 1 f t  

T  E  L  ( 14.1)  3  5  3 1 ft 

T  E  L  ( 263)  4  8  6 1 f t  

T  E  L  ( 634)  0  1  6 1 f t  

T  E  L  (362)5697・(369)569干

T  E  L  (208)  0  2  5 6 f t  

r  E  L  (6.13)  3  9  6  3 代

T  E  L  ( 842)  6  3  1 1 f t  

T  E  L  (802). 1  7  5 1 ft 

T E  L  (861) 2 7 0 6 - 8  

T  E  L  ( 22 )  1  2  8  8  

T  E  L  ( 421  6  5  2  1  - 2  

T  E  L  ( 231  1  1  6  1  

T  E  L  ( 22 )  3  3  0  1  - 3  

T  E  L  ( 53 1  2 2 5 - 9  

T  E  L  (35)2816 ' (34)8124 

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T E L  ( 41 ) 5 1 4  1 ft 

T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1代

T E L  ( 27 ) 0  2  9  8  

T E L  ( 58 ) 3 1 8 7  

T E L  ( 22 ) 0 9 9 9  

T E L  ( 23 ) 0 3 9 1  

T  E  L  (  12 )  5  1  5  1  

T E L  ( 23 ，0775 ' 0885 

T  E  L  ( 45 )  2  2  2 1f t  

T E L  ( 85 ) 9 15 1- 2  

地 区

東 海

会 社 名

三信建材工業株式会社

大地建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田; 歴青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

7 7パ興業株式会社

7 サ Jレ;! 青工業( 株) 大阪営業所

7 ) レヱス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

久下商庖

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミ サキ 商会

束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社7 ルマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業( 株) 高知支庖

安蕗工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

株式会社エ材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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臥 川 iM U l lL 他 日 本 ア ス フ ア ル 卜 防 水 工 業 協 同 組 合

" - " " ' "  東 京 都 足 立 区 千 イ主東 2 - 2 1 - 2 8 日新 工 喋 株 式 会 社 内 宜主 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新 工 喋 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古 屋 市千 種 区 千 種 通 り 2 19( 岐 阜 正 ビ ル ) 日新 工 業 名 古 屋 出 張 所 内 企 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 消 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日新 工 業 大 阪 支 庖 内 包 ( 329) 7737

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日新 工 業 九 州 出 演 所 内 包 ( 451) 1095 代

東 北

関 東

信 越

北 陸

近 畿

中 国

四 国

九 州
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rー__，......，
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-1180 桃 山 台 高 井 小 児 科 1181 村主 山
A口A  

山 本 内 科 1182 西 居 ク ‘Y  ク

設計 ・山 田 守 建 築 事 務 所 ぷ1;1' : 山 田 守 建 築 事 務 所 設計 A ' R ・ l 建築事務所

施工 末 広 建 設 施℃ 末 広 建 設
施工 。中 西 建 設 株 式 会 社

JJ'I rli t! E  tll f;  4  r  2 得 2 ｾ ［＠ 11.  ).YI rli t!E 山 f i 4  r  2  1昨6 3j !l 塚 rl i i W( 7 チノカワ 580- 1  

474.94m'  b  528. 39m'  936. 5101'  

178.50111'  c  210. 0001'  192. 27m'  

313. 50m'  420. 00m'  414 .94111'  

H  C .  2  F 、P 1  H C、2 F 、 P I H  C .  3  F  

日百十J 148"F 7  J J -II自制49-"1" 2  Jj l昭和48年 7 J J - 昭和49年 2 JJ 1I {1利49年 6 J J - 昭和50"1三3 JJ 

1183 奥 村 歯 科 I 1184 西 井 ク リ ニ ッ ク I 1185 深 L主 医 院

1186 木

ぷ，11 遺疎剛生建築設計事務所

地 1 . 中 野 建 設

a.  1' 11
1
11;{r!1' l! r村 lメ J'. 之山田fH 2

b.  293. 3301'  

C .  161. 6201'  

d.  413.7501'  

e.  H  C 、 3 F  

f. Il lli Jl 49"F 7  H- I I 円相150"1三4 JJ 

外 科 内 平井

iii t訂 ・渡 辺 建 築 事 務 所

施工 新 エ 務 F時

ｾｾｲ ｬ ｬ＠ r! iJ U1 t mh 田f 2  - 18ー 1

264 .4801'  

154 .40m'  

525. 14m' 

e  H C 、4 F 、 P 1  

f. 1I{{f1J 50
i
j'. 3  n  -11日制150均二 1111

1187 

--l iiI 

Jl I  

ぷ，;1' : 吉 岡 建 築 設 計 事 務 所

地 仁 福 昌 株 式 会 社 工 事 部

a . 大阪 rl 1' MiI此 l正点 '1' 本2- 16- 28

b.  174. 93m'  

C .  89. 1801'  

d.  415.83m'  

e .  H C . 5 F ‘ P  1  

f .  1I{{f，149-"1' 11 }j-1I{{.j ' J150-"[" 7  JJ 

- :111 闘... ・
‘ _ .  

西

== - - ，戸 『

『 円 戸 寸

吾日〆2シ、
療 所

ぷ，ij' : 館 建 築 研 究 所

』血 仁. 鍛 i古 田 工 務 底

a.  ｾ＿良県機械Ｑｉｬ［川西村大下手占的

b  826. 450m'  

c  418. 807m'  

d  666. 230m'  

e  H C、3 F  

f. II{{ 初50年 3 H - 昭和50i Jo 9 月

1188 

ぷlit 建 築 事 務 所 テ ド ラ ス

地工 松 井 建 設

兵J . HV，¥ I己的 rli 合梨、¥'， 4  - 92 

127. 00m'  

43.40111'  

129. 92m'  

H C 、 3 F  

昭和50年 2 JJ-II{{ 和5011" 7  IJ 

新 枚 岡 電 報 電 話 局

設計 近 鎗 電 気 通 信 局

l必工 松 井 建 設

a  東 大 阪 市 山村田T 260 - 7  

b  3、212. 69m'

c  1. 254. 47m'  

d  4. 748. 00m'  

e  H  C .  3  F  

昭和49年 5 月-II!{ 初50年 9 n  
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' - 71! 7 ｾ＠ ｉｾ＠ : . ード

マスチッヲヲJ : 1 - 9: J ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり十正+克' 性 : すべ り+ 正抗; 性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、圃J

フリントコートについてのお問合せは下記へ

の

j脈武gzi シェル厄;IX版発売所

' "7 - J  ｾ＠ I - : . :  ｾ＠ I - 施工販売部

大 阪 哩!:!-532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 含 ( 06) 303 - 7131 

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁 目 4番 地( 第2ぬ 円 彦 ピ ル3階 ) f t (  03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本橋ビノレ4 階 ) 宮 ( 052) 931 - 8537

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) f t ( 0822) 21 ー 1224

徳 岡 ⑮810 徳 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) f t ( 092)  77 - 1961 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIi 



建築の眼

み る 一 一モ ノ と コ ト の 閑一 一

加 藤 邦 男

山 地 英 雄

木 村 輝 久

太 田 進 一

京都大学助教授・工学部建築系教室

阪 府 建 築 部 住 宅 建 設 課 長

建 E主 計 設 計 課

大 林 組 工 務 部 工 務 課 長

* 1 月号よリ 6 ｈｾｽ まで上記 Ｔ 氏で担山

「ものを 視る 」 こと の判 断 の図書It さ は 、 そ の 向 い 方 に 問 題 が あ る こ と を 暗 示 す る 。 r視るモノ」と「視る コト 」 の 分 節 が必 要 な の

である 。 人 間 と は 、 本 来 、 日 常 的 な 「 わ れ」 と 「 も の 」 と の 対 象 関 係 を 依 け 出 ょ う と す る 脱 自 的 存 在 で あ る 。 建 築 物 や 建 築 作 品

へ の 執 着 は 「視 る モ ノ 」 へ の 執 活 で あ り 、 よ り 恨 源 的 な 「 視 る コ ト 」 の 忘 れ で あ る 。 現 代 の 文 化 的 不 毛の状 況 は 、 こ の よ う な 精

神 的 状I兄の 反映 で あ ろ う 。

岩 波 古 語1伴典によると、 「モノ」とは時 間 的 に 不 変 の 対 象 と し て 感 知 l ・認 識 さ れ る も の で あ り 、 物 で あ り 者 で あ る 。 r コト」は、

時 間 的 に展 開 進 行 す る 出 来 事 、 平 件 で あ り 、 事 実 、 事 柄 で あ る 。 r モ ノ 」 は 認識論的同定であり、 「コト」は H寺の契機である。

また、現実的対象のほかに、 「モノ」には 、 は っき り 対 象 化 し 難 い も の 、 漠 然 と し た 気 分 一 一 死 の 不 安 や 至福 感 な ど ーー を 、 架

空 の 形 而 上 学 的 存 在 を 仮 そ め の 対 象 と し て 、 な に も の か に 対 す る 恐 怖 や 畏 怖 に 変 え て し ま う も の も 含 ま れ る 。

「 視 る コ ト 」 よ り も 「 視 る モ ノ 」 へ の 執 着 は 、 も っ ぱ ら 感 覚 的 対 象 へ の 癒 着 で あ り 、 仮 そ め に 感 覚 的 対 象 と さ れ た 超 越 的 存 在 〈 神

- 仏 〉 へ の 依 存 で あ ろ う 。 そ こ で は 、 視 る 者 で あ る わ れ わ れ も 、 視 ら れ る 物 と 同 次 元 に 対 象 化 さ れ て し ま っ て い る の で あ っ て 、

癒着と依存の日常性のなかに、本来的な実存を忘却し、苦しい ｈ 寺の神だのみとし酒に，互を ｕ ｾｩ すのであろう。Ｈ K a)  

公 営 住 宅 の 位 置 づ け

高 度 成 長 に 支 え ら れ た 「 花 見 酒 経 済 」 に ス トッ プ が か け ら れ 、 き び し い 低成 長 時 代 に 入 ってから 既 に 2 年目 。 し か し 、 私 共 を と

り ま く 社 会 そ の も の は 、 依 然 と し て 「花 見 酒 社 会」 と も い う べ き 雰囲 気 の 中 に 酔 い し れ て い る 。

そ れ は あ る 場 合 に は 「 た て ま え 」 と 「 ほ ん ね 」 の 手 ljIj} ]券手 な 使 い 分 け で あ り 、 あ る ; 場 合 に は 「 他 人 の も の は 自 分 の も の J r 自 分 の

も の は 自 分 の も の 」 的 な こ ね つ け で あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 惑 の り の 「 つ け 」 は 、 結 局 は い わ ゆ る 悪 徳 商 社 や抽 象 的 な 国 家 が

肩 が わ り し て く れ る わ け で は な く 、 少 な く と も 今 の 社 会 経 済 の し く み の 中 で は 、 や は り 庶 民 の 肩 に ず っ し り と の し か か っ て い く

の が 実態 で は な か ろ う か。

公 営 住 宅 に お け る 現 在 で の 問 題 は 、 量 と 質 の 問 題 、 財 政 問 題 、 管 理 問 題 等 多 岐 に わ た り 、 デ ィ テ イ ル で は 払 し 、 下 げ 運 動 や一 部 屋

地設運動、 家 賃 値上 げ 反 対 、 さ ら に は 不 正 入 居 事 件 等 々 と な っ て い る 。

そ し て 、 こ れ ら は そ れ ぞ れ 別 個 の 内 容 を も っ て い る よ う に 見 え る け れ ど も 、 そ の 底 を 流 れ る も の は 一 つであり 、 そ れ は 要 は 公 営

住 宅 に 国 民 が 求 め る 期 待 { 象 の 混 乱 で あ り 、 逆 に こ こ で 一 番 大 切 な こ と は 国 民 の 公 営 住 宅 に 対 す る コ ン セ ン サ ス づ く り で は な か ろ

うか。
(Y )

東 大 寺 裏

ち ょ う ど 人 そ れ ぞ れ 、好 き な 歌 や 食 べ 物 が 有 る 様 に 、 ど う も 建 築 仲 II ¥J に は 、 好 き な 空 |日! と い う も の が 有 る 様 だ。 東 大 寺 裏 か ら 二

月 立 へ 抜 け る 道 、 彦 恨 城 大 手 門 姐 り 、 旧 帝 国 ホ テ ル ロ ビ ー 、 甘 偲 の 岡 か ら 旧 明 日 香 村一 伯: など は 、夜、の大好きな空間であり、また、

私が対話した狭い範囲の中では、比" 茨的多くの1 1 ' :立 を 得 た 所 で あ る 。 こ の 例 の 他 の も の を 含 め 、 建 築 仲 間 の 好 む 空 間 に は 、 峰 か

に 美 し さ 立 か さ が あ る よ う だ。

先 年 機 会 あ っ て 訪 れ た 南 伊 の ア ル ベ ロ ベ ッ ロ や オ ス テ ィ ニ 一 等 は 、 そ の H円 並 み の 空 間 の 美 し さ は 言 葉 で は 尽 せ な い も の だ っ た 。

と こ ろ が 、 そ の 建 物 の 内 部 は 想 像 以 上 に 暗 く ( 実 際 、 畳 間 で も ほ と ん ど 何 も 見 え な い ) 狭 い も の で 、 生 活 の あ り 様 を 心 に 描 くこ

とも困難な感じのするものだった 。 あの素 ｕ￮ 守らしい 町 並みが、あの内音 Ｑ Ｉｾｬｩ ｦｊ を前提にして出米ているものなのだろうか 。 少なく

と も 、 運 よ く 建 物 の 内 部 を 見 せ て も ら え な か っ た と し た ら 、 夢 の よ う な 町 並 み の 空 間 の イ メ ー ジ だ け を 持 っ て 帰 っ て 来 た と 思 う 。

こ の 次 に 束 大 寺 裏 の 道 を 歩 く と き は も っ と 注 意 深 く な っ て い た い と 思 う 。 ( K i)  

コ ン ク リ ー ト の 再 利 用

昨 年 末 の 新 聞 紙 上 に 、 石 油 危 機 後 の 資 源 再利 用 状 況 に つ い て の 政 府 機 関 に よ る 実 態 調 査 結 果 が 掲 載 さ れ て い た。 それによると、

あ れ ほ ど 綴 が れ た 資 源 再利 用 も 不 況 脱 出 の た め に は - JI寺 た な 上 げ せ ね ば な ら ぬ よ う な ム ー ド が 支配 的 の よ う に 思 わ れ る 。 しかし、

無 資 源 回 日 本 の こ と 、 ま た あ の パ ニ ッ ク が 襲 っ て こ な い と だ れ が 保 障 で き ょ う か。

さ て 、 わ れ わ れ 建 設 界 を 爆 り 返 っ て み る と 相 当 の 再 利 用 資 源 が あ る 。 特 に 量 的 に も 多 く 廃 伶 処 分 に 困 る も の に 解 体 コ ン ク リ ー 卜

yゲラがある 。 こ れ を 再 処 理 し て 構 造 用 コ ン ク リー 卜 を 作 る こ と か 望 ま し い が 、 今 の と こ ろ 直 ち に 実 現 は 困 難 の よ う で あ る 。 しか

し 、 例 え ば 基 礎 菜 石 、 敷 砂利 の 代 用 、 軽 微 な 舗 装 路 盤 、 な ど に は す ぐ に で も 利 用 で き る と 思 う 。 こ の よ う な 利 用 方 法 に つ い て は

よ く 議 論 さ れ て い る が 実 際 に は 相 変 ら ず 新 品 骨 材 が 使 わ れ て い る よ う で あ る 。 そ の 原 因 は 解 体 コ ン ク リー ト ガ ラ を 利 用 す る こ と

に つ い て の 不 安 と 、 充 分 な 流通 組 織 が な い た め に 、 必 要 な H寺に必要誌の ガ ラ が 案外 入 手 で き な い と こ ろ に あ る と 思う 。 そ こ で

つ の 提 案 で あ る が 前 者 に つ い て は 政 府 機 関l で 組 織 的 研 究 を 行 っ て 、 強 度 上 さ し っ か え な い 部 分 に 積 極 的 に 利 用 す る こ と に つ い て

業 界 を 抱 導 し 、 ま た 後 者 に つ い て は 古 鉄 回 収 再 生 業 界 の よ う な 流 通 経 路 を 育 成 す る 必 要 が あ る の で は な か ろ う か。 天然、骨材採取

も 年 を 追 っ て む づ か し く な り 、 ま た 廃 姶 処 分 も 環 境 保 全 の う え か ら 規;111J強化が進む折でもあり、 一 刻 も 早 〈 コ ンク リー ト廃 材 の

再 利 用 を 実 況 さ す べ き H寺にきていると思う 。
( 0 )  
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日 本 建 築 協 会 会 告 」

4 大阪マルビル( 吉本ダイヤビル) 新築工事

の 見 山 ふ )  
見 千 古 ( 第 2 回)

大 阪 駅 前 に 、 今 話 題 の 趨 向 j音大| 仮 7 ル ピ ル が 完 成 し ま し た。 権 問

の 新 し い シ ン ボ ル と し て の こ の 建 物 は 、 地 上 124 m 33 層 の 円 筒 形

で、，¥':j/静ms は ji;']j 級 シ テ ィホテノレ 500室 及 び 高 級 レ ス ト ラ ン を 、 低層 部

に は 、 宴 会 場 、 高 級 フ ァ ッション、銀行を、又地1; 皆 に は 飲 食 街 、 シ ョ

ｹ ピング及び駐車場を自己し、市民に ｉｊｾｊ 放された緑 の公 ｉｊ 日広場をも っ

フ ァ ッ シ ョ ン タ ワ ー と し て 、 4 )-j 16 日オーフ' ンを4寺つ lまかりです。

Ｑ 移 のユニークさにもまして、必 ｅ 築技術の粋を誇るもので、 ｾ ｾｾに値

す る も の と 忠 わ れ ま す。

!日ilill に 引 続 き 、 フ ジ タ 工 業 殿 の ご 厚 意 と ご 協 力 に よ り 見 学 い た し

ます。 多数ご参加l下 さ い。 な お 、 定 数 の 有11合 上 2 日RlJ に 分 け て 凡 学

い た し ま す の で ご 了 放 下 さ い。

日 時 3 )J 9 日( 刈・・・・・ ・・・・ ( A 班 )

3 月10 日附・・ー (  B IiE)  

集 合 場 所 国 鉄 大 阪 駅 前 ・同 ビ ル 西 北 側IJI I : ' . 入口市J 目 標 会 政

定 員 各班共に 301' ，、計60名

会 費 2 0 0 円

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す。は が き は 1 名 に 1 枚 と し . 氏 名 ・

勤務先ＱＧ， ・ 辿絡 Ｇｉ ｛ｌ ｾｉ 号哲子号 ・返信用宛名 ・ 郵使番号 ・ 希望

11王手〆1 を記入し、 「大|仮 7 ル ビ ル の 見 学」と 明 記 の 上 3 n  1  

日開) までに建築協会事業諜へ。 た だ し 定 只 を 超 過 し た 場

合 は 州 せ ん に て 決 定 の」二 、 ご 通 知 い た し ま す。

なお、当せん者で、ご希望の班にご参加 ｉｾ ｊｩえない場令も

あ り ま す の で ご J if<WJi し、ます。

工 事 概 要

所 イ1: j也大| 坂 di 北区彬 1J3 4  

，也 ｾ＠ セ .'f 本土地位物株式会11:

総 介 W j'll Ｑ 見ｉｩ白地域 ｮｾｊ Ｉｅ株式 会十 ｩ

，没，iI ' ・地よ フジタ工業( 的大阪支/ ，Ii

1(li h'l  iJj U也i倒的 3，244 .6 m'  

&. ! t築而Hl 2，546 . 5m'  

延! ぷ l雨的 41 ，152. 2m'  

ｊｾｩｪｬ Ｔ￯，ｬｦＮｪￇｾ市ｨＧ Ａ 745 .06m'  

梢ii' i : t.J!.校

I也F古11 S  R  C 及 R C ii'i:

地 上市11 S  ii'i: ( ただし 2 F まで、 『

.f t S  C 泣 )

r  ｾ＠ ':j さ

it止幻lA1.7川J

J人法'主長 i礎J足E引!正氏i点的〈むげ1('耐(1川IIi深氷 さ G L  一18. 7  m 

ｊ ，左νｴ い ｙ叩｜Ｇ和判仰 Ｎｴ ｾ叶叩 ｬ刊叩 Ｑ［ 待 r  ｾＮ＠ :  j  さ 3. 2m 

外 装

タイル打込 P C カーテンウォ ー ノレ

!!;i: 'IL 台 数 1  1  3  fi 

ホテル綜: 主数 5 0 0 宅

C  JVJ 48. 10 . 16- >51. 3 . 3 1  

比学時の状況 はぽ完成、 一部内装 ・

テナント工 ')';' 1'

4 大阪ソニータワー新築工事の見学会

世 界 の ソ ニ ー が 企 阿 し た 背 と 映 像 の タ ワ ー が 大 阪 の 南 ・心 斎 紙 筋

と 長 期 通 り の 交 叉}AZに 尖 攻 、 ピ ル の 屋 上 に 据 え つ け ら れ た ソ ニ ー の

広 管 培 に よ り 、 地 上7 2 mの ノ ッ ポ ビ ル と な り 、 大 阪 の 新 名 所 が一 つ

I'，vlえ ま す。

このビルはソニー製 ＱＱＷ ， の展示だけでなく、ショ ｹ ピングや食Ｎ Ｉ ｾ、

l喫 茶 が 楽 し め る 娯 楽 セ ンターも 派 ね 、 す で に 銀 座 名 物 に な っ て い る

点京のソニーピルにあい、て* 浪花っ子H の デ ー ト の 新 名 所 に な る こ

と と，tl、い ます

今 回 は 県 川 紀主主 ＧＩｯ［［ｲＮＰ所総ｾ )fI..竹 中工 務l苫 殿 の ご 協 力 に よ り 見 学 を い

た し ま す。 多 数 ご 参1JU下 さ い。

日 時 3 H 15 日 間 集 合14: 00→ 解 散16 : 30 

集 合 場 所 心 務 総 プ ラ ザ ピ ル 、 正 而 入 口 前 付 近 ・目 標 会 線 。 た だ し

地下鉄、 ltfll : ! : t 筋線「心斎絡」 下 車 一 番 北 の 出 入 口 か ら 地

」二へ御堂筋の. l l Ut j l j

員 4 0 名

費 2 0 0 円

込 往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き は 1 名 に l 枚 と し 、 氏 名

勤務先1 ' ， ・J主 総'Itl ;i7 i 祷号 返信用宛1 <，・ 郵 便 格 号 を 記

入 し 「 大 阪 ソ ニ ー タ ワ ー の 見 学」 と明 記の」ニ3 月 1 日( 月)

ま で に 処 築 協 会 下 業 課 へ ・た だ し 定 n を 超 過 し た 場 合 は

十111せ ん で 決 定 の 上 、 ご j凶知1ｾ、たします 。

工 事 概 要 所 イE j 也大| 仮 di 南 区 心 斎 僑 1 丁目 47番 地

建 築 主 ソ ニ ー 企 業 株 式 会 社

設計 Tu: .fl li 附黒川紀主主怨築郷市設計 事務 所

地 工 ( 的 竹 ，t ，工務/ ，t;

而 組 敷 地 rfa.h'l 490 . 06' げ

処 築 I( 日航 466. 75m'  

延 l伺 .h'( 3. 916 .7 9 m'  

椛ii' i: t;J;l.松 S ii'i: 2  B → 1 0 F 、 6 P  

S R C ii'i: 1 B 、 8 F 、 2 P

t]j さ G L  +  12m 

外 装 アノレミパネ j レ 、 ス チ ー ル パ ネ ル P C板 ( 大 型

: : r i 打込み) シースノレーエレベータ一、エスカ

レ ー タ 一 、 カ プ セ ル 使 所

エ J t l J 48.  8 .  27→ 51.  3 .  10 

見学 11与の; 1)(1比 外 装、 l人l 装 工 事 完 了 、 オ ー プ ン 準備 工 事 中

定

会

申
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日 本 建 築 協 会 会 告

若手建築家に聞く

4 宮脇檀氏

のやり方

周辺状況が悪化 している 中で、あくまでもつくる作業の原点を守

り抜こうとしている若手建築家がいます。

今 回は東京から宮脇被氏に来ていただき、在| 坂からは渡辺豊和氏

に司会をお願いして、っくり方、考え方、生き方など、いろいろな

問題について参加者のみなさまとともに、話し合う会を企画いたし

ました。 少ない 時間lではあ りますが大いに語り合いましょう。

会員諸氏の多数のご参加 をおまちします。

日 時 3月13 日仕) 開場 13 :  00 ・閉会 13 :  30→ 閉会 17 :  00 

会 場 大阪科学技術 セ ンター . 4 階 ・401号法

( 大阪市西区靭 J - JJ 8 ・制公凶北京 fl) ・T E  L06- 443  - 5321)  

ゲ ス ト 宮 脇 樫 氏 ( 宮 脇 叡 建 築 研 究室)

司会者 渡辺豊和氏( 波辺主主和建築工房 )

定 員 1 0  0 名

会 費 5 0 0 円 ( 会場 賞、他 )

申 込 往復はがきに |浪 ります。 はがきは 1 名に 1 枚限り とし、

「若手建築家に 聞 く」と記入し、 氏名 ・勤務先名 - 所在

地 - 年令 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を 明記

の上 3 月 3 日制までに建築協会事業課へ。 ただし定員を

超過したときは、 抽せんにて決定し、お知らせいたします。

「建築と社会」誌パックナンバーの

おしらせ

設¥ょせ l  2  3  4  5  

H自手口46i lo
住宅 - 60年代 都 市 エ ネ jレ

自1¥di 生 活 と
*  

6  

4 瓦の製造と古代瓦の見学

私たちが見慣れている瓦は千数百年の歴史があり、その間製造法

の変遷もいろ いろあったと思われます。

今 回は社寺瓦を主に製造している「瓦又」、「瓦字工業」殿のご好

なに より 、瓦の製造過程や古代 瓦の資料 を見学できることにな りま

した。瓦の製造法の歴 史 を長11 る恰好の機会と 思 われ ます。多数の参

加 をお待2ちしてお ります。

日 時 3月27日ω 集合 13 :  00→解放 17 :  00 ・雨天決行

集会場所 奈良交通パス「奈良坂」停留所前 ・目標会統

〔参巧〕集合所までの交辿 'IYは作 11 i't ;I[ のこと 。

近鉄維j波邑発 lロ2 :  07  ｾ伝詰良行快述 ｂ屯正ＮＱ Ｑ Ｑド Ｑ ＮＱ廉長 Ｇ Ｑ ド ｩ → Ｑロ Ｒ Ｚ Ｔ位 Ｒ 者禁詩良苅→ ｊ地也 ｫ に ｉ上二リ、 d従持良

交i泊i且h'パ〈ス 2 '1帯F書r のリぱ (j道直E路昏の l'向"旬'J上. ｾ北 ｴｦｬ 側 ｬ目則 Ｑ問 ｧＮ ミス夕一ド ナ‘ ツ:11，1ん ?

発奈良 j坂反行にて f約)Jω0分 l削l日川t! J来主和111ド 「奈i良注坂 J にて下主4卓i草10

交i Ul 'IY 近鉄務良まで片道290問、奈良交通パス片道70内

定 員 3 0 名

会 費 3 0 0 円 ( 資料代その他 )

見学及行程 13 :  00→ 14 :  40 r瓦又」鈴木瓦工業株式会社見学

(奈良市条Hl 反町2366 TEL 0742- 22- 2391)  

15 :  20→ 17 :  00 株式会社瓦字工業所見学

( 奈良市西新イ正家田T 17 TEL 0742- 26- 290J )  

たどし ｬｾＧ ｪ Ｇ Ｚ 工業所への Ｔ 喜劇 ｊ は保政交泊パスを利用します Ｎ

Ｈノぐス ＱｾＷＰ ｦｉ ｊ は各自 ｓｈ 且 Ｉ

申 込 往復はがきに限ります。はがき は 1 名に 1 枚限りとし、

「瓦の見学会」と記入し、氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・役

職 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を明記の上 3

月15 日(月) までに建築協会事業課へ。 ただし定只を超過し

た時は 拙せんにて決定して必知らせいたします。

最近 6 年聞のパ ックナンバーがそろ って おります。

購入ご希望の方は日本建築協会まで ( fE 話06 - 2 31- 9648) お申し込

み下さい。なお、郵送料は笑賢いただきます。年間購読( l 2f1サ￥7 ，200

・送料当方負担 ) のお申し込みも応じます。 *向Iは欠サ

7  8  9  10  11 12 

転 ｊ 県 ｊｾｊ の 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 1 8 回 自 然 と

の総 婦と 70 ギ と 無 公 ;g 建 築 基 準 法

企 画 と 設 計
解 体 工 学 百l¥i li と港湾

(52集 )
年 代 の 展 望 化 ピ Jレ

み ど り の プ ロ セ ス ニュータウン と 峠l i' 点川
ill 築 生 産 青 年 投 術 者 レジャ ｾｊｂｊ

昭和47年 冬 季 オ リ ン 6 0 0 号 イ ンテリア 量 産 i王 毛 都jli 住環境へ 第 1 9 匝l

郡市交通問題 水 利 JfJ 一 般 号 (+1小学) r.J¥ ，1; 防 災 北陸の新ill 築

(53柴) ピッ 7 とキLi見 記 念 号 デ ザ イ ン の 設 備 のアプロ一千 青 年 技 術 者

11日和485
1'-

泉北ニ ュータ
大 阪 大 林 レジャーと 大 阪 国 際 名 人 住 宅 建 築 家

*  *  
第 2 0 闘 ヨーロッパの

建 築 教 育 ウンのコミュ

新用途地域制

構 造 と地工 仕 上 と 材 料

(54Jj! )  
ニテ ィ焔設

ビルディング 施 設 ビルディング コミュニティ の す ま い と 環 境 青 年 技 術 者 ま ち づ く り

H白羽149年 歴 史 的 明 日 の 挫 築 既I&: 市街地の
北 J!! ニ ュー

建 築 生 産 と ビ Jレ の 省
高層プレハブ

り 屋のｦｬｻ失の ｾＩｪ 敗水対例工事 策と*  

第 2 1 悶 ビ ル 防 災 に

保 養 所 作 品 住宅地務備の 流 通 機 仰 の 住 宅 の 構 造 み ど

(55柴) 環 境 保 全 はどうなるか
方 策

タ ウ ン 計 画
変 容

エネ l レギ化
設 計 そ 策

青 年 技 術 者 関 する 12帝

11M和50年
p  c 板 を

r.I¥TIiの京都tと
主n築とプレス

生活排水処理
人 11¥1 照境

騒 音 対 策 と 第 2 2 回 ｾ 令 ｬ 士毛 の
図 ; !? 館 東海の新建築 イ ン テ リ ア 1止 問 し た 社会 ・建築 ・法 トレストコン と し て の

(56集 )
工 業 化 住 宅

地 設 7 リート 構造
施設のあり方 タ ー ミ ナ Jレ防 背 材 料 青 年 技 術 者 設 備

1115平日51ijo
証 言 '76*

建 築 基 礎 構 医 療 施 設 床工法と材料 建築防災と法

(;て) にな)
一 建 築 デ ザ ( 計画特集) (設備特集) Wi 造特集) (計画特集) ( 設備特集)

(57集) イ ン の 動 向 造 の 問 題 点 ( 予定) ( 予定) (予定)
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建 築 と 社 会

⑥1917年創刊

ARCHI T E CT URE  

A N D  

S OCI E T Y  

制 Ul 人 松 J t- 1I1l 11:. 

内J 幅IJ 11自 制1 51  11' 2  j-J 20 H  

光 行 H円 相 51 年 2 fJ 25 目

先 行 人 制 中 定 三 日J;

5 e 行所 ( I U日 本 位 築 協 会

大 阪 "i *  ＢＧ北ｩｊｾ 3  37  

111 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8  

似 ｦｾ u  雄 大 阪 3 9  9  7  5  

印 刷 所 内 版 印 刷 株 式 会 社 1則附」正社

大阪市福品区海老江 3 - 22- 61  

2正 o 6 - 4 5 8 - 2 2 5 1({¥) 

必 佃 1 郁 6 0  0 1' 1  ( 送料別 )

.3月号特集予告/ 医療施設

齢 647号 第 時 19762  
・4 月号特集予告/ 床工法と材料

特集・建築基礎構造の問題点

SPECI AL F EATURES ON T HE  PROBL EMS  OF  

FOUNDATI ON STRUCTURE 

新 建
築 相1I 戸学院大学独立図11館 ・・ 0 ・…・ ー・ー・・ ・ ーー・・・・0 ・・・ ・ . ••• 1  

設計 : 明石工業高等専門学校第一研究室 光安義光+ 叩日光建築事務所

泊工 : 竹中工務 T，!i

財団法人 柳田 園男 ・松岡家顕彰会記念館 ・ ・・ー .•.•••. . . 2  

設計 回福 i度建築コンサ J レタ ンツ 施工 : 莱本建設工業

神戸北文化センタ ー 設J十 : 爽 建 築 設 計 事 務 所 地 工 ・4会村組 ・……・・ 4

法 令 コ ー ナ ー 100 給排水設備に関する告 示 に つ い て / 小林健彦・・ … ーー ー… ー 一ー 5  

レ ポ ー ト 庭 白 台 タ ウ ン ハ ウ ス / 鮫 島 浩 ー ーー……・・ ーーー… ・・ ・・ ー… … ・… 6

読 者 の 頁 〈私 の設計姿勢〉大谷明徳/ 道本裕忠/ 上谷重男 ーーー・ ・ ・ ー… ・・ ・0 ・ 7

建築と社会ニュース 大三島僑起工。大林組カレンダー受賞。H召相51年度設計監理委託契約参加

資絡審査。竹中工務庖タクネス H R受 ii: 。ナショ ナノレンステムク リーナ発売。

新刊紹介/ 務校泣 椛。 1Mの話 γ リーズ ・18 うめ。 .. ・e ・・.. ... . . . .......・・ 9

ス ケ ッ チ ブ ッ ク 設近竣工した新建築 9 点 (NoJ 180 - 1188) ………ーー ・・・・・・・ ーー 11

建 築 の 眼 みるーモノとコトの| 剖ー/ 加藤邦男。 公営住宅の位置づけ/ 山地英雄。

.d、

"'" 

11:. 

E 司

東大寺裏/ 木村輝久。 コンクリ ー トの再利用/ 太田進一。 一ー・・・ ・・ー 13

ー|仮 7 1レピル( 吉本ダイヤビノレ) 新築工事の見学会( 第 2 回)。

大阪ソニ ー タワー新築工τれの見学会。 若手建築家に聞く一宮脇彼氏のやり

方一。瓦の製造と古代瓦の見学。・・・・ ・・ ..... . .. .. ... ..・・ 0 ・・ 0 ・・・・ー 15 

作 品 作 風 ・田村 医 院 設 計 地 工 ・大成建設 ー. .. ... . .・… ・・… ー・ . •. •. ・18

・上領歯科 設計 . コンコード建築設計事務所 施 工 ・大木建 設 …・・ 19

- 古 賀 医 院 設 計 安 原 中 筋 建 築 研 究 所 施 工 . 栗 本 建 設 工 業 . ...... . . 20 

- 特 集 = 建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点

1  . 地 盤 調 査の 立場 か ら … … … ー・・・… ー・… … . .... .. .. . 一 ー…一 中 島 志 郎 … 一 22

2 . 構 造 設 計の 立場 か ら ……・・ー ー一 ，. … … … ・・ー ・・ 一 一 ・・・… 一小 泉 昇 ・・ ー 26

3  11定 理の 立場 か ら … . .... . . .. 一・・……ー・・・・ー・ー……ー…ー ー福 井 寅 ..... 29 

4 .  行 政 の 立 場 か ら ・・ ・・・ ・・・ ー・ーー .. . . ..... . .. ・.....ー・ ・ーー ・・・・・・・・・・・・・・ ・井 原 篤・ ・・・・・ 33

5  脇 工 者 の 立 場 か ら . .. a. .… - ・・ー ーー・・・・・・・・・ ・・・ ーーー… ・・…・・ ・. . .. ーー金 回 宏 . •• •.. 35 

都 市 設 計 資 料 7  ( 水辺の演出〉 科l戸者11市設計資料研究会 ・一 一. ... ... •• . . .. . •• . •. ••.. •. . •• . •. •• 47 
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1 7  



固 材 医 院

υ ら 町

・こ の 医 院 の あ る 平 野 の 町 に は 古 い 家 並 み が 多

〈残 っ ている 。 f主 米 の は げ し い 前 の 通 り に も 般 丁

の 路 地 に も 、歴 史 の 足 跡 、 を う か が わ せ る 家 々 が 立

ち並んでいて、くすんだ色調がこの町の Ｉ， ｾ訓とな

って い る 。 こ の 調 子 は 生 活 空IHJ に も 惨 透 し て い る

だろう 。 ここから Ｎ Ｇｊ ｾ 者 はやってくる 。 この 小 さな

医 院 は こ の 町 に 定 泊 し て 存 在 す る 。

• ii斤かまわずできる「でものI はれもの」のたぐ

い で も 尖 に う っ と う し い 、 ま し て こ の 医 院 に く る

忠 者 は 日 常 の 生 活 を 営 み な が ら の通 院 治 療 で 気 分

も優れないこ‘ とだろう 。また、子{ 共たちにと って は

注 射 針 が 医 師 の イ メ ー ジ を 悲 くしている 。 そ の 公

分やイメージをひと ｉｉ ｾ でも 打 ち 消 すような爽やか

なさi : : 11¥J を訂正{) I， す る こ と は で き な い も の だ ろ う か。

.  建 物 の 表 現 は 透 明感 の 溢 れ る も の で あ りた い。

内部 の 僚 は 機 能 を そ こ な わ な い 絞 皮 に 外 に /1' J って

発 散 さ せ た い。 フ ァ y サ ー ド は 白 い フ レ ー ム に よ

って 而 を 強 現 し 、 分 割 し 、 主 主 に は 厚 板 ガ ラ ス 、 暗

に は 自 の 結品 化 ガ ラ ス ( ネ オノマリエ ) を 、 色 彩 の

施せる厚手、庇、ベネシャンブラインドには ｾ ｉ リｬＡ惑

の あ る 緑 色 を 配 し た 。 内 部 は 「 回 り 階 段 の あ る 診

察 室 」 で あ る 。

.  決 し て 若 い と は い え な い が1' 1 禄のあるここの

女 医 さ ん は こ れ が で き よ って か ら 忠者 が明 え て 困

る と い わ れ る 。 こ ん な 認 し は 忠 者 と 医 si!i との川 で

は祭 句 であろうが私は ｬ ￬ ｩｾＺ 屯 に主 干 んでもよい ｼ 期 ｦ 系 の

ようだ。 ( i栄作)

2  ，皆平面図

白 白

口 応 接 室

口口

1 階 平 面図 1 ・200

E ヨ

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

J主計担当 深 谷 浩 一 、 万 波 誠三

診 療 所 耳 鼻 咽 喉 科

所 在 地 大 阪 市 平 野 区 平 野 本 町 4 丁 目

構 造 規 模 鉄 骨 造 2 階 建

敷 地 面 積 377. 6 m'  

建 築 面 積 43 . 9  m'  ( 既存 159. 6 m' )  

延 床 面 積 83 . 5  m'  ( 既存272 . 6m' )

エ 期 昭 和50年 3 月~ 昭 和50年 7 月



占 領 歯 科

設 計 主 旨

ドームｾの ｦｦｩ ［ｪ＼ Ｑｈ ［ｉＺ， '74の 科 に ス ケ ソ チ し た.

「 広 々 と し た 笠nn と オ ー プ ン な 診 療 室 で あ り た

い 。」との施主の司令唱 を 活 か す た め般 々 尖 を 練 っ

た 結 決 で あ る o ，1，心 者 が 治 療 台 に lfJJ 臥 し た と き 、

一 番 目 に 入 る の は 天 井 で あ る 。 歯 科 で の 、 あ の

紅白さと n.: は J ll ' れもが経!験 済 み の こ と で あ ろ う .

そt 1 . を弘r しで干も手IJ ら l- r ることカ( ，'1-'，卦E るなら、 と

い う こ と で ゆ っ た り と し た 気 持 の 好 い 天 JI' に- ; l'f

心 し た 。 i照 明 は 天 井市 に は 取 付け ず 、 斜 め の 憎

から集 ，ｾ， ( I'J に 天 井 を Jl n射 し 、 そ の !日付書 (1'1 な平日ら

か い 光 に よ っ て 、 治 療 し 、 治 療 が ' 支 け ら れ る .

オ ー プ ン な 診 療 宅 は 、 院 長 が 全 て の 世 ポ を 凡 守

り 、 医 r.i nと ス タ ッ フ の ifUJ総 を 簡 略化 す る に は 好

都 合 な 形 態 で あ る 。 忠 者 と 、 そ こ で 働 〈 人 を 本

イ立に 巧 えた能川ートl窒 l淀となり手早たと ji(. .心 し て い る 。

設 備 の 而 で は 、 診 療 室 の l未 に パ ネ ル ヒ ー タ ー を

施 し、 '1' 火 の 円簡 を 冷限 切 の 吹 出 し 口 に し て い

る。 l工l 筒 の Jt 下にノマ ッ ケ ー ジ 室 が あ り ダ ク ト 設

1Iii l な ど の わ ず ら わ し さ か ら め が i L 得 た。

2 階 平 面 図

1 階 平 面 図 1  :  300 

断 面 図

コ

雲聖霊

設 計 監 理 コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

所 在 地 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁 目 14 - 8  

構 造 規 模 1 階 R C壁 式 構 造

2 階 鉄 骨 造

敷 地 面 積 192 .405 m' 

建 築 面 積 135 . 000m'  

延 床 面 積 209 .269 m' 

工 期 昭 和50年 5 月 ~ 昭 和50年 10 月



古 賀 医 院

設計主旨

住宅供給公社団地内の医療施設用地に建てられた るを得なか った。

ものである 。科目は盤形外科 ・外科で施主はここ 一応、 X 線室 ・手術室 ・wc など回定的な要素を

で初めて独立開業された。 両側11に配して中央の大空間にフレキシベルに扱え

当初入院施設 ・住居なども併設する予定で計画を るものをおいた 。 とかく殺 ｊ ＡￍＡ ｾＩｴｬ になりがちな待合室

進めたが、初めて開業するということもあ って ・診察室は全体に茶系統て" まとめ、中央にト y プ

危険をさけて、最少規絞の診療所としてスタート ライトを配して上音11から主u定植物がおりてくるな

することにな った。 ど暖かな感じになるよう努めた。

将来の拡張は自にみえていたが、入院総設を作る

かどうか、住居もここに定めるかどうかというこ

とも現時点では不明のまま第一期工事を計画せざ

-;;> .J チ箱型式のモルタル色のアパートに囲まれた

敷地で多少でもリ ッチな材料をと思い外壁は全体

にレ ンガタイルで仕上げた。 中 筋 修

設 計 監 理 安 原 中 筋 建 築 研 究 所

施 工 栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

所 在 地 高 槻 市 柱 本 新 町 1185ー 1

精進規模 S 造、平屋建

敷 地 面 積 369. 69m'  

建 築 面 積 160. 26 m'  

延 床 面 積 150. 60m'  

工 期 昭 和49年 12 月 ~昭 和50年 5 月

CL 
平面図 1 :  400 

L  



特 集

建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点

建 築 基 礎 構 造 の 重 要 性 を 主 として計画担当者に訴えんがために、

基 礎 構 造 の 分 野 を 専 門 に し て お ら れ る 各 方 面 の 方 か ら 提言 をい

た だ こ う と い う こ と に な っ た。

こ れ に よ り 基 本 計 画 の 段 階 か ら 基 礎 の こ と を 頭 に 入 れ て も ら い

ために ・ 。

本 特 集 に こ の よ う な ご 指 導 を い た だ い た 関 西 大学 山肩 邦 男 先

生 に 感 謝 い た し ま す 。

1  . 地盤 調 査 の 立 場 か ら / 中 島 志 郎

2  . 構造 設 計 の 立 場 か ら / 小 泉 昇

3  . 監 理 の 立 場 か ら / 福 井 特

4 . 行 政 の 立 場 か ら / 井 原 篤

5. 施 工 者 の 立 場 か ら / 金田 宏

- 本 号 担 当 幹 事/ 中 島 志 郎 ・小 泉 昇 ・ 福 井 賞 ・ 井 原 篤 ・金 回 宏 ・須 賀 鋳 奮

白品ι 三ふ

( 須賀好 日)
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建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点 1 .  

地 盤 調 査 の 立 場 か ら

中 島 志 郎

1  . はじめに

日本列 ｊ ｌｪ の泌［ｾｾ沿いの大都市の下町は例外なく非常に 地 悠が惑い 。

昨今では i凡iIU也 ・浅 ihi:の I盟立や 山I也、傾斜地への無理な毛地化もi 1 t

み、地銀に |品! する情報なくしてはもはや建設計画も不可能とな って

きた 。 たとえば沈下するピル、浮き上がるビル、転倒や傾斜するビ

ル、山留や地下壁の t:j-; 故など の原因 究明にも地盤と地下水が非常に

w. 要な銭sともな っ ている 。 今日の地盤調査はポーリングの際準貫入

試験に代表されるまでに一般化し、 N {u色め 普及とそ の応用はめざま

図 1 新潟地震での建物被害例

( 日目 39. 6. 19 筆者総彬)

しいものがある 。

わが国における標

準 Ｇ Ｑｾ 入試験の紹介

は昭和27年に 日本

建 築学 会 が刊行し

た「建築基礎構造

設計規準」にその

一端がうかがえる 。

しかし、これより

先 の戦後間もない

昭和22年頃、青森

県三沢に! 駐留した

米軍工兵隊が各種

地質調査機材を持

ち込んだという 。

その後の昭和26年

( 日米講和条約締結当時 ) に建設省建築研究所が米国のソイルテス

ト社より 地盤調査と試験設備一式を i病人したのが 「日本での標 準 的

試験法」のはじまりとみられている 。 筆者は幸いにも当時間研究所

にてこれら の諸 機 材 の管理と試験 の任務を与えられ、相次ぐ見学者

への実績などに多忙であ っ た日々のことを記憶している 。 なお、こ

の機材による建築での本格的な地盤調査には「国立国会図書館」りな

どがある 。 前 述のように 、わが国における建築界での近代的な地盤

調 査 の歴 史は比較的に新しいようである 。 ここでは、筆者が地 質 調

査業ならびに建設コンサルタントとしての若干の経験をもとに、ビ

ルの基礎計画を 中心とした調査業務に関する要点や失敗例など笑務

而での 二 、三の 問 題点について述べてみたい 。

2 . 地 盤 調 査 の 体 系

建築の基礎構造の設計と施工をも っ とも合理的に行うには、あら

かじめ充分な 地盤調査を実施して 地盤の構成と性質をは っ きり把握

することが第ーの要件である 。 したが って、地盤調査は適切な計画

と実施とが大切であり、これを誤れば一種 の 浪費 やトラブルの原因

ともなりかねない 。

地盤調査の要点は大田島つぎの点に留意する必要がある 。

2 2  他築 と社会/ 1976年 2 月号

｡ Ｉ 常に Ｍ Ｑ ｾ した計画性があること

b ) 正篠な調査をおこなうこと

c  ) 必要にして十分な調査をおこなう こ と

d ) 調 査の タイミングを重視すること

図 2 および図 3 はそれぞれ 、大山奇が示し た地銀調査の体系および基

礎 防 造のEIl 式と調査項目 の j9IJ である 内

ー 寸

- .j<'4i 追 加 問 董 トー 」

図 2 地盤調査の体系 (大崎 )

基 礎 構 造 の 形 式 調 査 深 さ 調査すべき土質常数

1  )フー市:
O- Df  r  

Df - Df + n 8  

r 、C、#

e 、Cc、(} o

日) ベタ基礎

「:

O- Df  f  

Df - Df +n8 

r 、C 、φ

e 、Cc 、σ。

1) 附 基 礎 → 品 目f
O- Df  r  

L  
f 、C 、o、SI

Df - Df +  L  

e 、Cc 、σ。

n8 
DI + L - r 、C 、#

Df + L + n 8  e 、Cc 、σ。

十円

O- DI  r  

ピヤ

Df - Df + L  r 、C 、世

DI + L -

f 、C 、世

D f + L + ; n8  

( n8)  

e 、Cc 、σ。

〔注) 1)  J己号

T  単位体積1 f l 五量、 C 枯清力、 φ  内部殿様角、 e ・1mげさ比. cc : 圧 縮 指数、

σ 0 ・圧密先行荷風、 St 鋭敏比、 DI 地 表 面 よ リ 基 礎 ス ラ ブ 底 面 ま での 深さ . 8

基砲スラプ短辺良、 L < い ーピア町長さ

2) 図 に お い て πの 他 は 一 般 に 正 方 形 に 近 い 基礎 ス ラ プ に 対 し て は乱 = 2. 細 長 い基

随 スラプに N しては η = 3 を と り 、 相 隣 る 基礎 スラ 711刊の 距離 が B より 小 さいと

きは. 適当に 九 円{ 直を増大する .

図 3 基礎構造の形式と調査項目 (大崎)



建物の基礎構造の設計は通常建築基準法関

係の法令や通達 ・条例あるいは日本建築学会

の基礎締造設計規準 ・同解説などにしたがっ

ておこなわれている。 図 4 は上野が示したピ

ル建設の設計と施工時に生じる問題の解決に

必要な調査 ・試験の例である。

3 一 1鯛査・試験のタイミング

設計段階での調査は施工段階に必要な資料

として不充分なことがあり、これより生ずる

無駄とトラブルも多い。この原因としてはそ

れぞれが3背負形式の分離発注形態であること

と、設計段階における施工経験者の未関与な

どに起因していることも少なくない 。

3 - 2 事前調査の重要性

事前調査は敷地の地盤概況を把握する程度

が一般的である。しかしこの調査は地球の歴

史よりはじまる文献調査や現地踏査( 地形・

地質 ・地下水 ・近隣構築物等) などのきわめ

て基本的な重要な調査であふことに文献調

査は現況地形図 ・旧地形図、地質図、地質誌、

古文昔、空中写真ならびに附近の地質調査資

料などの収集であり、かなりの根気をも必要

とする 。図 5 は文献調査としての旧地形図の

例である 。 また 図 6 は日本万国博の記念事業

「タイム ・カプセル E X  P  O'70
J

埋設敷地に

おける設計段階での筆者らの調査( 昭和44年

6 月) であるが、文化庁の山野1尚喜夫技師を

して『型臣秀吉の築いた旧「大阪城」の遺構

が初めてはっきりと確認された』とする各種

の資料を収集することができた例である。

3  - 3 予算面での調査・試験貨の配慮

調査業務の予算の圧迫は技術軽視の安価主

義を増大させる結果となり、中途半端な形式

的調査となりやすい 。

3 - 4標準貫入試験 ( J AS A  1219) - N値

N1直に ついては構造屋のみならず一般の建

築技術者の常識までに普及し、その応用も一

般化している 。 この r N値」は地盤の性状についての定量的な情報

を得る手段としての現場での測定値であり、同一地態の試験でも試

験方法や試験装置の種類、ならびに個人差などによってもかなりの

差異がある。たとえば重錘の落下用具には通常、 3 種類( トンビ法、

コーンプーリ一法、自動落下法など) があり、少なくともそれぞれ

の N 値には若干の差異があるはずである 。 通常、「重錘の自由落下」

の主旨からはトンビ法が推奨されているも のの、実際にはむしろコ

ーンプーリ一法( 別名、ロープ打) が多〈、標準貫入試験の「標準」

を標準化の主旨と解釈するならば、今後の課題の一つでもあろう 。

3  - 5 土質柱状図

調査ボーリングの成果は通常、土質柱状図( 土質調査用、地質調

査用、さく井周など) にまとめられるが、その内容にはかなりの項

目を含んでいる 。 このうち二、三の要点について若干述べてみたい 。

掘削方法: ロータリ一式、パーカ ッション 式などの種別

標高 O.p

2

) または T .P.基準 ( 基準点の写真貼付や図示する)

f直言十 iWJ法・ト ンビ法、コーンプーリ一法、自動落下法などの種別

孔内水位: 地下水位とは必ずしも一致しない。

土質名. 粘土、シルト、砂の 3 種類の分類法が一般的である 。

3 . 調 査 業 務 の 現 況 と 調 査 の あ り 方
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ピル建築工事における鯛査および試験 (上野)

l 地方によってはロームを{ 弁用 している)

3 - 6 土質試験

現場で採取した試料の運搬は振動や衝撃が禁物である。また試料に

は現場名、採取地点、採取深度、試料番号、採取月日などとともに

試料の上下と水平方向の明示( 方向性によって土性に差異もある)

も大切である 。 なお、土質試験より得られた土質定数の取り扱いは、

N 値と同様、試料採取より運搬、試験過程での誤差や潜在クラック

などの地盤性状の複雑さとともに総合的な高度の工学的判断が必要

である 。

図 4

4. 調 査 の 盲 点

4 - 1 N値の間隔

N値の計測は通常鉛直方向の深度 1 M間隔が普通でみあり、その聞

の土賀状態は掘削スライムの状態変化などの手段にて推定している。

このように N値間隔の広い調査は排水計画などでは不十分であり、

N1直とともに連続的な土層変化を詳細に把握する必要を生ずる 。 こ

れらの要望に対する工夫としてはつぎの手法の例がある。

〔住 ) 2) つP. : Osaka Pei l 的略. ｐ･ｩ ｬ はオランダ語的水準線、大阪港最ｦＱ ｾｩ 側位法携而Ｎ
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図 5 古地図の伊IJ ( 大阪市の一部、明治18年)

天守閣

図 6 大阪城地下の遺構 ( 山野)

24 

• 0. 5Mや0. 75M間隔の襟準貫入試験

・ペネ試料採取総 ( 図 7 参照、筆者考案)

4 - 2 新潟地震の教訓

新潟地震てt 砂地盤の液状化現象による被

害が有名である ( 図 1 参照 )。 砂地盤が液状化

を生じやすい地盤条件を要約すると 「均等係

数の小さい砂、均一 な細砂や中砂であること

と、7 ) < . て・飽和されている弛い砂地盤の表層部

に生ずる 」 と解される 。 このような液状化の

検討には土質ゃ N1rti と地下水位の調脊のほか、

土の粒j支分布も必要であることがわかる。 こ

のため防災上からも液状化に対する検討とし

ての粒度分析の実施をお奨めしたい。図 8 は

土の粒度分析結果を示す純径加干i't 曲線である

が、新潟地区と同様な地盤が関西地区にも非

常に多いことを示している 。

4 - 3地層傾斜と地業

図 9 は、大阪市内東横堀川附近の地屑断面

( 南北方向 ) である 。敷地の制約や建物規模

によっては朔脊ポーリング 1地点の実施もあ

りうるが、立体的な地用傾斜の把梶には不利

であり、不幸にして 図 10の地業計画となるこ

とカずある 。

4 - 4 急傾斜地山麓の地盤

山麓や谷間などの{ 氏地部には崩干ri 土や沖積

ゴこなどを1佐干ft していることが多い。 しかも崩

積土とともに大きな転石や古木などを混入し

ていることがあり、調脊ポーリングの熟練者

でさえも転石と J左盤岩を誤認することがある 。

また筆者が経験したびわ湖西岸では 2 本の調

在ポーリング地点中間の地中深くに乱流した

旧河川跡がみられ、見事に炭化した巨木の付

寺霊までも子実していた。

4 - 5被圧水などの地下水調査と跡始末

「建設災害の蔭に水あり 」といわれているよ

うに地下工事での水の調授とその対策は欠く

ことのできない事項の一 つである 。 ことに被



.  .  

-

' . ・• .  .  

， 

.  .  

，唱・

.  

10. 0(mm)  

① 大阪市島屋町 /  必 グ 苧

② 泉北地区埋立地 I  L- - -r k  A' 1/.I 'ru，"， 
③ 芦屋浜埋立地 イ 4 ψf l H'I1 I  

④和歌山県初島 L  

⑤和歌山市海; 兵 ⑤ ｓｾｉｉ＠ R/ V:〉1

⑤ 旧鹿児島空港 ド メ η|パロト k 土田

④/ ド J ｪｾ� ト

V  開ｾ｟ｬｦ＠ ば¥戸⑥・ー←

，f  If 1  Vl IIII ｾｌ＠ I  

も フト冒t 丹l 、 トー

叫国， }34 ¥ 糊 ↓ 内のー

ｦｴＱｦｴｙｾ＠ -1  v1 11 Ilit--- 粒子構成

n
u
 

l

 

q

〆

』

1. 0  

車立径

0.1 

4

 

マ

t
n

u

l

l

A

 

n

u

 

0. 0 1  

R

d

 

n

u

 o

l

 

n

U

 

100 

霊 60

量

百 50

介

率 40

%  

30  

10 

0  

0.001 

80 

70  

20 

90 

司襲砂シル ト粘土

〔住〕 傾 斜し たJ也I刊の 支f寺附

A.  ｾｪｪ ト上 の 支持Ａ刊 の Ｑ ＧＱ さ

B  支持1 M同点的厚さ

C  ポー リングより決定 した

f'l 先 端的 支持1M

(一帯1¥が tl; 土附 )

図 10 地層傾斜と地興計画
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ろう 。 ことに作業状況、土質の策定、 Ni胞の計i OlJ方法および土質試

料の採取方法などの要点を把握することは設計や施工計画にも大い

に活用でき得る情報源ともなり得るはずである 。

建物の基礎構造設計や施工の際に発生する土質工学的な 問題は決

して単純なものばかりではなし、。 ここに紹介した 内容は提示さ れた

表題とは若干異な り、基礎計画における調有業者としての業務姿勢

とその反省に終始した感がある。建築界での土質と燕礎に関する認

識は、最近とくに驚奥的な向上を示し、苓礎技術の研究開発も飛躍

的な発展を遂げている 。 この現況下においてはわれわれの対応姿勢

が問題であり、建築構造物の十分な理解とともに最も妥当な調査計

画とその結果とを提供でき得るか否かが、われわれの生命であると

ともに、当面、われわれに課せられた重大な責務でもあろう。

( 主か じま しろヲ K K 東京ソイルリサ ーチ専務取締役大阪が務所長 技術寸 〈ーt-.1'tお

よび拡礎>)  

5. おわりに

地層断面図( 大阪市南北方向の東横掲川、大阪地盤図)

圧 水の水圧 ・水頭、地下水の流れや附近との関係など水に関する正

確な情報が必要である 。 なお被圧水位以深の地下工事や山留背面、

地とり調査地の調査孔なと" ; l : i勇水井戸となることも多〈、調査終了

後の跡始末として注入工を計画しておくことが大切である 。

4 - 6 基盤岩の活断層と表層地盤

六甲 山地などの地殻変動の比較的に新しい地域で与は基盤岩の活断

府を考慮する必要があり、表層地盤の強度確認程度にて満足してい

ては誤算を生ずることがある 。 ことに活断層が有害であるかどうか

はその程度の問題であり、これの解明にはかなり高度の技術 と 経験

が必要である 。

4 - 7 土の化学的調査・電気化学的調査

建設関係の技術者は比較的に化学の技術商に弱〈無関心と思える

一面がある 。 たとえば埋立地や工場跡地などでは鋼材の腐食に関係

する pH(水素イオン濃度) ・電気防食や迷走電流などに関する知識が必

要となる 。鋼 グ イの設計規準は 2 mmの錆代 を提案しているが、 これ

で安心 できるものと不安なものとが恐らく存在するはずである 。筆

者はかつて大阪千里丘陵の粘土層への地下埋設鋼管が設置後数年に

して錆を生じ、使用不能となったケースに立ち会ったが、この粘土

の pH illiJ 定ではかなり強い酸性が認められ、これがその主原因と判

明したことがある (千里丘陵には海成粘土が多い )。 一方、土質工学

会では「鋼グイの腐食に関する研究f)に着目され、過去10数年間に

亘つでほぼ全国的な立地条件下て" の笑 iHl J がなされている。筆者は当

初よりこの研究のお手伝いをしている 一人でもある。

4 - 8調査ボーリングの検尺

検尺検査による削孔深度確認め管理は決して無意味ではないが、

さらに重要なことは調を経過とその内容を 中心とした管理姿勢であ

図 9

2 5  

〔設 ) 3) 土質工学会 土償基礎工 学 ライブ ラリー Ｖ 、鋼 グ イ Ｈ昭 和 ＴＴ ｾ ＱＧＭ 9 月) 参照



建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点2

構造設計の立場から

小 泉 昇

1  . 基 礎 構 造 設 計 の 特 殊 性

われわれが擁壁を設計するときの土圧には、何らの疑問もなく主

働土圧係数 Kaを使 うのが常識となっている 。ところがここに使用さ

れた土圧が、おこりうる土圧中の最少のものであることを知ってい

る人は案外少ないのではないか。Kaによって計算された土庄は、擁

慣がわずかに前方に傾くか滑動したとき土が滑りおちるときの値で

ある 。 換言すると、防止している擁壁に土圧が漸次増大し、この他

に達すると擁壁はわずかに前方に移動するということである 。 した

がって機墜は長年月の間には前方へふくれ出すことを予想した設計

であることを考慮に入れておかねばならない。

逆に擁壁を後方に押す力が働いたとき、土庄 はi斬次増大し、つい

には後方の土が盛り上がり土庄は最大値に達する 。 このときの土圧

係数はよく知られているように、受働 ( あるいは抵抗) 土庄係数と

いわれ、Kpであ らわす。簡単な場合KpはKaの逆数て¥いま仮に土の

内部摩擦角が= 30・のとき Kaキ 0.33. Kpキ 3. 0となり、 KaとKp との

間は約10倍のi主いがある。擁壁がil1f止 しているときの土圧はこのよ

うに最小値から最大値の間にあるとしか言 い得ない。実際設計する

ときは、その状態あるいは条件に適した{ 砲を採用しているのである 。

上 部構造の設計においては f 定の条件の下では一元的に応力が定

まり、また使用材料の一定の許容値から部材断面を定めるという 設

計法にわれわれは慣らされている。例に挙げた擁壁一 つについても、

われわれはその不確定さにとまどいを感じざるを得ない。 その うえ

また、土は自然の堆積物であって上部構造で取り扱う人工の材料の

ような均ー なものではなく、鉛直方向にも水平方向にも多様性があ

る。 以上のことから土を取り扱う場合は、上部構造の設計のような

システム方式とはかなり巡った考え方をしなければならないことに

気づくだろう 。

上部構造に加わる外力は構造物を構成する部材を通じて、最終的

にはこの把捜し難い土に吸収される。構造物全体の厳密な応力解析

をしようとするなれば、地盤を弾性体、または弾塑性体として、地

豊富の変形も考慮に入れた応力係を考えて解析しなければならないこ

とに気づくはずである 。 しかし現在そのような取り扱いは不可能で

h

あって、実際問題としては地量産も材料の一種と見倣して許容応力度

の慨念を拡張して設計することが慣例となっている 。

筆者は決してこれを否定するのではない。 むしろ便宜さからいっ

て実用的な取り扱い方だと思っている 。 ただ注意しなければならな

いのは、他の人工材料と根本的な相違を認識した上で取り扱わねば

ならないことを強調したい。

26 也 築 と社会/ 1976年 2 月号

地盤支持力を 許容応力! 支として見積もるには、土自身の定数から

だけではなく、上部構造との関連を考慮して決定しなければならな

し、。

2. 地 盤 調 査 に つ い て

構造設計の過程中に、あるいは初当に地盤調査がポーリング業者

か専門の コンサルタントに発注される。構造設計者にある程度その

地盤に対しての予備知識があり、建物等との関連を考えて調査内容

を考えて調査内容を指示して発注された場合はよいが、現状は調査

地点と深度だけが示され標準貫入試験のみが要求される場合がほと

んどである。 はなはだしいのは、地銀調査の発注窓口が設計者と分

断されていて、設計者の要求するデーターが伝達されず、主として

調査費用の調整だけで発注される。戦前行われていたポーリングと

同じ考えであって地盤調査とは言 い難い。 一方調査業者の提出する

最近の報告書をみると、形式もほぼ統一 され、膨大な頁数、作業状

況のカラー写真、手の込んだ製本等ますます装- 撃さを加えている 。

これらは調査料を請求しやすいための見せかけのような気がしない

でもない。 内容については、新し い調査法が導入された初期のもの

に比べてむしろ貧弱きが目立つ。 これは発注者l"IJ にも ffーがあるので、

報告書に要求される情報は、その地盤の安全地耐力度、あるいは、

くい打の場合はその安全耐力といった 、前に述べた許容応力度的な

慨念にとらわれているからではないだろうか。膨大な調査報告書か

ら読みとられるものが最終頁の許容地耐力、あるいは くい耐力の計

算値だけとすると、まことにもったいない感がする 。 しかもこれら

の結論的な事項は調査資料を参考に、上部構造の規模、重要性、構

造材料、施工法、設計に取り入れられた構造計画の構想等を総括し

て設計者が判断すべきものだと筆者は考えている 。

最近、 N1直に対する関心は普及してきたが、 N値がどのような内

容をもったものか、その試験法がどの程度信頼性があるか、ハ ッキ

リ把握しているようには思えない。

N値は砂質土の相対密度を堆積した状態のままで知る上で便利な

間接的な試験法であるが、どの土質に対しても有効なものではない。

例えば、砂の N値 が15では支持地盤としては不適当であるが、粘土

のN 値 が 5 であれば一応支持地盤の対象になりうるのである。粘性

土に対してより精しい情報を得ょうとするなれば、乱さない試料に

よる 一軸圧縮強度 Q，u 、沈下畳を知る必要があれば圧密試験を行わね

ばならない。 これらは当然調査貨の増大を意味する。調査費は仮設

費的なもので、当然最少におさえたいであろう 。 しかし費用だけに

しばられて粗雑な調査で終わり、必要なデーターが得られないなら

ば、むしろ調査費の浪費となりかねない。

3 . 直 接 基 礎 と く い 基 礎

N 値試験の結果だけで土の技術者に基礎の相談をしたとすればど

うなるか。 その地盤は砂と粘土が互層になっていて N値50以上の砂

利層が深さ 20mにあり、粘土層の N値は 5- 10、砂層の N1fl!は20前

後である 。 しかも上部構造の情報は何も知 らされないとしたら 、そ

の技術者は直接基礎の提案は当然見合わせて、 20mのくい基礎を解

答するだろう 。 〈い径と N他からくい耐力を推定できる公認めシス

テムがあるからである。 こんな実例は数多くある 。 N1fl ! 試験が導入

される以前、直接基礎で何の支障もなく建っている建築物のある洪

積台地で、貫入試験の結果、 N値 10の粘土を挟んでいることがわか

ったためにくい基礎が施工された例もある 。依頼した調査の結論だ

けを鵜呑みにして基礎を設計すること、繰り返しいうが、地盤の耐

力を材料の許容応力度と同じように取り扱おうとする考えは反省き

れなければならない。調査報告舎には、土の技術者としていろいろ



苦心してその地盤に対しての考察が述べられている。ただ、与えら

れた情報が少ないため構造設計者の意図がつかめず、データーは土

に関するものだけに限られ、適格な基礎構造に対する提案がなされ

ず、上記のような月並みな解答におわっている場合が多い。調査だ

けを依頼する場合と、基礎計画の提案まで依頼する場合と依頼者側

て・ハッキリさせておくことが必要であろう 。前者の場合は依頼者側IJ

に調査結果のデー ターを 十分理解する技術者がおらなければならな

いし、後者の場合には上部構造のデーターとともに設計者の意図を

依頼する側に十分理解させておかなければならない。

4 . 土 の 多 様 性 に つ い て

初めに述べたように地盤は自然の堆積物で、 ・きわめて多様性に富

んでおり、人工の材料に対する考え方をかえて取り組まねばならな

し、。

自然、の土は二つめ異なった性質の物が混じり合って構成されてい

る。 すなわち砂と粘土である 。 この二つの モテ・ル化されたものの性

質や挙動についてはここでは詳述しないが、実際の土をどちらのモ

テワレに属するものとして取り 扱 うかはむずか

しい問題である。中にはどうしてもその中間

のもの、シル ト、として考えねばならないも

のもある。報告書の柱状図に土質型として現

場観察による所見が書き込まれているが、こ

れから判定できないものが多い。粒度試験に

よる分類、 コンシステンシ一試験による分類

等がされていれば大いに参考になるが、これ

らの試験がされている場合は稀でみある 。実際

問題に直面して乏しいデーターしかない場合

は、類推して大胞に割り切って 取り扱わねばな

らぬ場合もおこる。上記二つの試験はこれか

らも柱状図に書き加えたいものである。なお、

粘性土には一軸圧縮試験、圧管試験も必要に

応じぜひ実施したい試験である 。何度もいう

ようであるが、これらの試験は当然調究費の

地大をきたす。 むやみに試験を要求すること

も不経済である。その判断にはその地擦の予

備知識が必要で、不明な場合は既往のデータ

ーをできるだけ入手することである 。現在で

はよほど僻地でない限り相当広範囲に調査資

料、あるいは地盤資料があるはずである。大

阪付近には、ご承知のように 梢大阪地盤図仰

がある。 これらを参考に上部構造物との関連

から判断して調査内容を決定すればよいであ

ろう 。

標準n入試験の N 他についていえば、その

試験法の精度からいってその数値には余りこ

だわらないことである 。 土は自然の堆H l 物と

はい って も、表土を除けば自と秩序がある。

層序といわれるものである 。 相当広い敷地で

も、そ の土がどの層に属するか比較的容易に

判定がつき、その層に含まれる土は大体同じ

性状のはずであるから、その N 値全体の平均

1rd:をそ の層の土の Nf直と考える J 'j が妥当であ

る。 NfiITの信頼度は試験数の大小に よるとい

う考えである 。砂層 中に薄いレンズ状の粘性

土が挟ま ってい ても神経質にならず無視して

全体を砂層として取り扱うよう、大所からの
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判断が重要である 。 これは粘性土のCl ulこついても言い得ることであ

る。Cl uの値は乱さない試料の採取法にも関係するもので、業者の技

術経験も考慮. して判断しなければならない。 冒頭にのべたように土

を取り扱うには、上部構造の設計のように一元的な考え方ではかえ

って失敗する。幅広い大局的な考え方が必要であろう。

5. 調 査 報 告書 に つ い て

地 盤調査の結果の報特 ｭ について設計者 ｪｾｉｊ から 希 望を含め 一言 し

たい。まず報告書の体裁の' 京撃さと内容は比例しないことである。

報告舎の形式は最近、、、土質工学会仰の標準に統ー されている感があ
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のだから、あとは頁数の大小で調査の精度が信頼されると考えてい

るのではないだろうか。
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からデーターを探し 出 さねばならぬような編集は疑問であって発注

者の意図を汲み取っていないように思える 。

図 1 および図 2 は改正前の建築学会 、建築基礎機造設計規準勿の

付図を転載したもので、柱状図の二 つめ例である 。 改正後は同じよ

うなものを柱状図と土性図に区別している 。 図 1 は現場観察を主と

しこれに N1砲の記入があり、図 2 はこれに粒度組 成 、 コンシステン

シー限界、問げき 比 、そ れに一軸圧縮試験Q，u1i査が一括記入されてい

る。図 2 に付加 されているものは土質試験の結果のまとめである 。

一般に、調発報告にはこの土性図の添付されているものは稀 である 。

土質試験がなされている場合でも膨大な試験の生のデーターがその

まま添付されている 。 あ る地点の土の性状をみようとするといちい

ち頁をくって 探すことになって 大変な手数がかかる 。 ことに圧密試

験の結果など、 間げき 比 一荷重曲線の一枚 が必要であ るのに、試験

中の生データーがー処 に数枚添付さ れていて、み る方にとっては繁

雑 である 。庄密試験が手聞の要することを 知 ってもらうためな れば、

生データーを巻末に 一括添付するとかして最終の結果だけを ー まと

めにする工夫ができないものであろうか。 同 じ意味 で粒度試験、 コ

ンシステンシ一試験 Q，uの値等の結果も 、その深さの 土の欄 に記入さ
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図 2

れておれば地盤の概念が一 見して読みとれる 。 このような意味で図

2 のような表現は非常に優れている 。

最後に設計者から地盤調査業者に希望するものをつぎに列挙する 。

a )  地盤の地質学的な考察、沖積層、洪積層、層群名、基盤屑名

等

b)  地盤の推定断面図、できるだけ様式図を添えて

c )  図 2 のような土佐図 ( 土質試験のあるとき )

d)  カサグランデの塑性図による土の分類名 (土質試験のあると

き)

e)  試験中の生データーは参考として巻末に一括添付する

f) 地下水 の測定結果は柱状図 、あるいは土性図に記入 (下部の

滞水層を含む ) ( 1975 .  12 記)

(こい ずみ のぼ る K K新主主技術研究所 ー関西術造事務所協会代表幹中)



建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点 3.

監 理 者 の 立 場 か ら

福 井 賞

1  .  まえカぜき

昭和50年の秋、日本建築学会の大会が東京で開催された。構造の

研究協議会が「建築構造物の安全性と信頼性」というテーマで聞か

れ、多数の聴識者があった。 また鉄骨パネルデイスカッションが「鉄

骨構造物の不良施工の実態とその背景」という主題で討議された。

このように最近にな って、建築構造物の安全とか品質とかが話題に

なるのはなぜであろうか、コンクリート構造物の欠陥から生コンク

リートの品質管理の笑体が新聞紙上等で明らかにされてきた。また、

鉄骨工事における溶接の問題にしても、同様にその実体が明らかに

されるにつけても、建築構造技術者はもちろんのこと、地工者も含

めて、備造物の安全性について謙虚に反省する時期がきたのではな

いだろうか。 日本経済は高度成長を続けてきたが、オイルショ ック

以来、低成長を余儀なくされている。 この際じ っ くりとふり返って

見ることが必要であろう 。

建築物はその重量を安全に地盤に支えられており、安全性という

ことを考える場合、基礎構造を含めたものでなければならないのは

当然である。最近の基礎構造に目を向けると、上部構造と同じよう

な問題を内在しているように思える 。 筆者に与えられた主題は、ｾ

理者の立場からこれらの問題をみることだが、日頃感じていること

をとりあげてみる。

基礎構造とい っても、建物の規悦構造、地主主の種類、立地条件等

により、範聞は広〈、種別も直接基礎からくい基礎、独立基儲から

ベタ基礎、等段々のものがある。 これらの全般について論ずるのは、

紙数も| 浪られているので差しひかえるとして、ここではくい地業工

事の進め方、故近の基礎業界のシステム等についてふれてみる 。

2 .  < い地業 工事の 進 め 方

建築物は設計図古ーと仕様告ーとにもとづいて、現場において造られ

るものである。 そして監理者は、建築主に代わ って工事が契約書、

設計図書にもとづいて実地されているかを確認する立場にある 。 こ

こではくい地業エーJ'; の進め方について考えてみる 。，

設計者は設計図; l?に所要のくい| 耐力、精度、材料、そして工法を

示す 。 ｾ理者は地工者より地工式 ｉ Ｍ ｾｉ 可告の提出を求め、工法決定のた

めの検査を行い水認する 。地工al ・阿告- は文書および図書によ って、

設計者が期待している所要の耐力が符られるかどうかを判断するも

のである。

くいの工法は、目的に応じて種々の方法があり、専門業者の伐材ij

レベルに応じて、自主的に段-j 直な方法を採用してもよい。最近の無

音無振動工法には騒々の工法があるので監理者と充分な検討の上決

定することが望ましい。つぎに保周された工法によって、施工の試

験を行うことになる。 崎工試験は，1世初試験、くい打試験、掘削試験

のことを意味するが、設計耐力がこの工法によ って確実に期待し得

るかどうかを試験するものである。 この試験によ って所要の耐力が

出なければ、設計変更を行うことになり、耐力、工法の変更をする

場合が生じる 。現イE、工期、工費の都合で、これらの試験を省略し

たり、あるいはくい工 目1 ' ; ' の終了後に峨荷試験を行うことがあるが、順

序からいえば、本末転倒しているわけであ って、不 illiJ の事態を生じた

場合、建築主はもちろん、設計者も脇工者も互いに迷惑を受けるこ

とになる 。 これらの施工試験によ って施工の規準値を設定し、その

後の工事を進捗し、完成後、検査を受け工事が終7 するというプロ

セスとなる。以上は主任者らが考えているシステムである。 くいは、

〈い材を打込みまたは樫込んで初めてその役割を持つものである。

したがって工法を除いて考えるわけにはいかない。 設計値は土質調

査等によ って決められた期待値であ って、地質によ って、 1也擦によ

って相対的に決まるものである 。 したがって、それぞれ対応する地

盤によ って違いが生じてくるし、実際の工事において 一本づっ他認

し、検収されることになる。 言葉をかえれば、 一本づっ構造材とな

るわけで、地工の監理は最善でなければならない。 砲工された ー

中間検査

施工試験( 鍛荷試験)

( 杭打試験)

( 縄自IJ 試験)

図 1

住 築 と社 会/ 1976年 2 月号 29  



傾向を示してきた。

現在、建設業界で行われている、建設業者( セ・ネコン) とパイル

メーカーおよび商社との関係について盤理してみたところ、つぎの

ケースがみられる。

① c. c一 一パイルメーカー ( 材工共)

J パイルメーカー( 材料)

c.cく ケ

¥杭打工事

c. c 一一匿 亘一一パイ j レメーカー ( 材工共)

目古 ｬ ｾ パイルメーカー Ｈ 材料Ｉ
c. c 一一同社|ぐ

ー ｾ " - 杭打工事

/ 斗商社トーパイルメーカー ( 材料)

c.cく ご 山 中

¥樹ヲ工事

c. c 一一 杭打業者一一パイルメーカー (材料)

c. c 一一杭打業者一一匿亙一一パイルメーカー( 材料)

建築主一一パイルメーカー ( 材工共)

建築主- - [萱亙ーパイルメーカー ( 材工共)

/ パイルメーカー ( 材料)

建築主くr

---c.c一一杭打工事

/ イ商社トーパイルメーカー ( 材料)

建 築 主 く でー

-.......c.c一一杭打工事

以上のように、かなりのケースが存在する。

これらのケースを大別すると、つぎの 3 ケースに分類される。

i  一括請負型 ①. ② ⑥ 

i i  商社介入型 ③ ④ . ⑤ . ⑦  

i ii 建築主手配型 ⑧. ⑨. ⑬. @  

従来は、①のケースが一般的であ ったが、③のケースも比較的多か

った。 そして次第に②のケースおよび告延予のケースが増加してきた。

また⑥⑦のケースもあるようだが、設計者、監理者側からはつかみ

難い。⑧⑨のケースは建築主が直接発注するケースであり、⑪⑪は、

建築主がパイルを支給し、施工をゼネコ ンに依頼するというケース

で、従来から製鉄メーカ一等の大企業等に採用されている。

以上を通観して考えられることは、 パイルを商品として扱い、杭

打施工を独立した業種と考えられてきたこと、そして商社がこれら

の中間にあ って流通業者としての役目を持 ってきたことが特徴とし

てみられる。 これらの各ケース の長所短所は、立場をかえればいろ

いろ議論のあるところであるが、監理者の立場からみればつ ぎのよ

うな諸点が挙げられる 。

1  . 材料、施工が分離した場合、建設業者にその聞の調整を適切

にさせねばならないこと 。

2  . 商社が介在すると、そ の立場があいまいなために、責任の所

在、限界を明確化させねばな らないこと 。

3. 設計者、監理者と笑| 努の施工者とが遊離し、意志の伝達が不

充分になること 。

等である。

建築生産の中で監理者の役割は、検査、監督、確認などの業務の

ほかに、工事の途中で発生するもろもろの課題を、限られた工期と

工費の中で、工事が順調に進むようにいかにうまくまとめてゆ くか

という、もう 一つの面があり、これに大部分のエネルギーを注 ぎ込

まねばならなくな ってきている。 したがって杭施工の システムが複

雑になることは、その間の連絡、調整に追われ、いわゆる工程管理

に終始せざるを得ないことになる。民理者は、契約上元請業者であ

る建設業者を通じてのみすべての監理業務を行う立場にある。くい

地業工事のように、本来製品の精度と施工の技術が相互に関連性の

あるものは、システムとして分離することは望ましいことではない。

このように、施工が分離し、 シス テムが複雑化することは、監理者

個人の努力のみでは到底解決できない問題であ って、業界全体の シ

ステムの問題として再検討する時期ではなかろうか。

② 

③ 

④ 

⑤ 

一本が構造材となるところが他の工事と異なる特徴であり、監理が

重要視されるゆえんである。設計者もまた、できるだけ現場の状況

を自分で確かめることが必要である 。設計者はくいの耐力を規準ま

たはカタログの上でのみ決定するのではなく、工法を確認し、自身

の目で見ることが大切である。最近、載荷試験等の施工試験が軽視

されているように思え るが、くい地業工事における中間検査として

の施工試験は不可欠でトあ り、重視すべきであると考える。

くい地業工事の特徴としては、①くいの耐力は載荷試験以外は目

で確かめることがむつかしい。②〈い基礎の欠陥は、よほどのこと

がない限り、建物施工中、完成直後に表れず、数年後あるいは災害時

( 地震時) に表面化する。③欠陥が出てからは、その補修が不可能

に近いか、または莫大な費用を要する等が挙げられる。 くい地業工

事の欠陥は建築安全上重大な支障をきたすものである。 ⑥

⑦

⑧

⑨

 

⑪ 

。

3 . パイル業界のシステムの複雑化

建設業界は昭和40年頃より、日本経済の高度成長とともに急激な

伸びを示した。パイル需要も同様な増大を記録した。 図 2 に、昭和

41年より昭和49年の年間建設工事額およびコ ンクリートパイル需要

量を 示すが、この 9 年間に数倍の成長を示している。パイル業界は、

この成長期において、その供給責任を果たすために、パイルメーカ

ーおよび施工業者の数は急増した。パイルメーカーでは J I S 規格を

取得し、施工業者は建設大臣または知事の許可を持ち、比較的小資

本でできるために急増できる背景があ ったと恩われる 。 そして現実

の施工面では入札制度により建設業者が決定すると下請業者として、

パイルメーカーが本廿T工事を含めて、材工とも受注するという形態

で施工が行われてきた。 しかし次第にこの関係が複雑化、多様化の

コ
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4 . 商社の役割と責任施工

パイルの供給が需要に追いつかない時期に、建築主が商社を通じ

て、メーカーにあらかじめ発注したり、または、各メーカーの在庫

を調査し、工事に支障をきたさないように調笠役を商社に依頼する

ことが多かった。社会の供給に応ずるために商社はコーディネータ

ーとしての役割を果たしていたといえよう。

従来、パイルの施工はパイルメーカーの責任施工ということで行

われていた。杭打工事においては、くいが施工中に地中隊筈を含め

た種々の要因により折損したり、杭頭部が破損することは時にみと

められるところであり、運搬途上の取り扱いにおいても、ごの種の問題

が発生し、くいが惑いのか施工が悪いのか、常にトラフ・ルの原因とな

っている。 それゆえ、杭打工事はパイルメーカーの責任施工という

形態が望ましいシステムであったはずである 。 ところが現代社会は

分化し、分業の組織で進歩するが、反面分断されてしまうというデ

メリットを有している 。杭打工事が分業としてメーカーから独立す

ることはやむを得ない。 しかし上に述べたようなトラフソレの発生は

常に存在し、この調整の役目は不可避のものであろう 。建設業者ま

たは商社が、材工を分離発注することは、それ自体問題はないが、

施工責任の所在は常に明確にすべきであろう。高利 j聞を得るため、

または過当競争の結果、杭打エ事のみが技術力の不充分な業者にま

かされるのは問題であろう 。

また、材工の分離が、杭打ちの技術責任の所在を不明確にするば

かりか、パイルメーカーの施工能力の低下にもつながる問題といえ

る。

建設業者がパイルメーカーと杭打工事を分離発注したり、商社が

杭打業者を独自に選択したり、またはパイルメーカーが商社化し、

パイルのみを販売し施工責任を持たないような活動をすることは、

責任分散あるいは回避になる懸念がある。一貫したシステムで責任の

所在が明確にされる体制をつくり、それぞれの役割をはたすことが

必要である。通常、設計者監理者は、建設業者および下請業者の指

定は行うが、商社および孫諮業者の指定は行わない。今後もこのよう

なシステムが続くならば、責任施工という体制を強化する必要があ

ろう 。

5  施工部門の重要性

パ イルメーカーは、杭を製造販売するとともに、施工部門、研究

開発部門も有している 。設計者はくいを材料としてはもちろん、地

盤に設置された状態で構造材として理解している。 したがって、〈

いは材料のみではなく施工まで含めたシステムで考えたい。

昭和49年秋、建築基礎構造設計規準が改定されたが、改訂の背景

には十数年におよぶ技術の進歩がある 。 とくに、建築物の軟弱地盤

地域への進出、埋込杭等にみられる新しいくい基礎工法の出現、負

の摩擦力による障害の発生等のために新しい技術開発等がみられた。

これらはくい関係の地道な研究の集積が基にな っているが、くい製

造の問題よりも、工法開発的な施工部門においてとくに著しい 。パ イ

ルメーカーが施工部門に対する意欲を失えば、技術開発は望むべ く

もないて' あろう 。設計事務所が設計監理という体制て世間の評価を

得るごとく、 パイル業界も施工を含めたもので評価されるのではな

かろ うか。 校術開発は、まず技術の集積が必要であり、積み重ねの

上に新しいアイデアが生まれるものではないだろうか。地道な研究

および開発には多くの費用を要し、人も時間もかけねばならないが、

これらは経済的に弱い立場である杭打業者ではむつかしく、 パ イル

メー カーが中心にな って考えねばならない問題であろう 。最近の社

会の情勢は、世界的不況の中で見通しは悪い。 もともと附加価値の

低いセメント 二次製品業界は、今回の不況による過当競争で諸能力

が弱体化しているようである。量産の時代から良質の時代へ、世間

の要求は代わ っていくであろう 。責任あ る良い仕事ができる社会的

環境になるようにしたいものである。

6 . 場所打コンクリート杭の監理について

場所打コンクリート杭は、昭和30年頃から次第に使用され始め、

昭和40年代には、市街地における無音無振動工法の採用に伴 って急

激に伸びてきている 。 その工法もべノト工法、アースドリル工法、

リパースサーキュレーション工法を始め、種々の工法が用いられて

きている 。図 3 に各工法の種類と、発展過程を示す 。同図は、文献

1) 所載の図を利用させていただき、 一部を筆者か嘗き直したもので

ある 。同図より理解されるように、場所打ちコ ン クリート ぐいは20

年以上の実績を有しているが、 1967. 9 月に日本建築学会近畿支部の

基礎構造委員会において研究し、その成果を無音無振動工法として

発表した 1) 時期より 、相前後して技術的には本格的な積み重ねが始

まったと考えてよいて"あろう 。

さて、この業界のセ'ネコ ンとの関係は以前とはそれほどの変化は

ないように思える 。

場所打ちコ ンクリートぐいの施工は、 地盤 を掘削してくいが設け

られるので、打込 ぐい工法とは違った監理上のむつかしさがある 。

このため、①掘削による孔壁面の崩壊、②掘削時の衝撃やかく乱 ・

土カプリ圧の減少などによる先端地盤のゆるみ、 ③先端砂質地盤の

被圧水によるボイリ ング、 ④掘削機器引き上げ時の底面に働〈吸引

力による先端地盤のゆるみ、⑤泥水や清水中に浮遊していたスライ

ムの孔底への沈積など、種々の問題点があり、かっこれら施工管理

が非常に難しいところに監理者の悩みがある。 2) 士会所打コ ンクリー

ト杭は、過去の失敗を貴重な経験とし、また載荷試験資料を多数収

集されて 、ょう やく支持力の判定ができるようにな ってきている 。

詳しくは文献を参照されたい。 2) ‘ 3) 、4) . 6)  

最近の問題としては、くいの施工は専門業者の責任施工の形態を

とられているが、材料がゼネコ ンの支給というケースもかなりある 。

くいの主材料は、生コ ンと鉄筋とであるが、この場合、材料管理の責

任の所在があいまいになることが挙げられる。生コ ンは上部構造物

で問題にな ったように、場所打コ ンクリートぐいでも同様のことが

いえよう 。生コ ンの品質管理に留意すべきである 。生コ ンの品質管

理については、テストピースの現場と試験室との養生の速い等、 一

般的問題のほかに、打設されたコ ンクリートの先端部における品質

の程度等、まだ解明されていない問題も多い。

鉄筋については、加工組立の精度、現場での吊込み時の鉛直度の

精度、掘削された孔幽りの問題など、まだまだ技術的に改良を加え

るべき余地が充分にある 。先に述べたように先端部のスライム処理

の基準を、どのように設定するかという こと や、掘削深度の確認に

ついても、厳密に考えれば不充分な点がある 。 これらの諸問題は、

各現場で、施工者と監理者が、充分に検討を行い、地盤に最適な工

法と管理基準を定めてから、築造していくことが重要である 。現段

階では、くいの性能は施工者の技術レベルに左右されるとい っても

過言ではないとい えよう 。最近、この種のくいの大口径化が進んで

いるが、従来の工法で掘削 し、トレミー工法によ って打設が行われ

ているようだが、まだ考慮すべ き問題点を含んで‘ いるといえよう 。

7. おわりに

以上、現在のくい工事における種々の問題点を、監理者の立場か

らみてきた。パイル業界、場所打杭業界についても私見をのべたが、

これに類似の諸問題は、他の業界においてもある 。鋼管ぐいについ

てはとくにふれなか った。 この理由は、鋼管の製造メ ー カーは、大

手の製鉄メーカーであり、販売システムも施工のシステムも非常に

はっ きりしていて問題は少ないと考えられる。 また仕事の範囲は、

3 1  
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建築工事よりも土木関係の方が広くかっ量も多い。技術開発につい

ては、鋼管杭協会の中で技術的に常に研究され、くい業界の指導的

立場で活動されている。これに対して、コンクリートポールノ f イル

協会でも各種問題について、研究されておられるが、建築工事はそ

の範囲も広〈、テーマもしぼり難〈、成果も上がり難いのて' はない

かと憶測する。

くい関係の技術的な諸問題は、解決されたものは少なくて、進歩

するに従って解明すべき問題点が増えていくようである。学会の新

規準にみられるように、支持カの考え方、水平カの考え方、負の摩

擦力の考え方のどれ一つを取ってみても、今後の実験と研究の積み

重ねが必要とされるものである。 また、研究者、設計監理者はそれ

ぞれの立場で、成果は、できるだけすみやかに発表しあうことも必

要である。従来の打込み杭の時代から埋込み杭、圧入杭の時代へ、場

所打コンクリート杭は、大口径杭の時代へ、単一杭から複合杭のH寺

代へ、徐々にではあろうが、確実に変化していくであろう。このよ

うな時期に、従来のような考え方やシステムて¥はたして対処でき

るのかどうか疑問である。

32 

企

V  

土 と 基 礎

図 3

埋込杭については、まだ研究途上の段階で、文献も少ない。場所

打 くいの先端部の管理規準なども、決ま ったものはなく、それぞれ

の現場で作成しているのが現状である。くいは既往の地盤での資料

は常に入手できるが、新しい地域や、地主主では 、新しい問題など解

決されるべき問題を含んでいる。

以上、設計監理の立場にある者の一 人として私見を申し上げた次

第であるが、一面的な見解に過ぎないかもしれないと思う。諸賢の

ご批判をいただければ幸いである。
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建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点 4

行政の立場から

井 原 篤

はじめに

建築行政から見た建築一基礎構造について、日 t墳の仕事を通じてい

ろいろ感じていることについて述べていきたい。

地 盤 調 査

基礎の形式によってそれぞれ適当な調在、試験を行うことは不可

欠であるが、しばしばその結果としてのデーターの応用について十

分な斑解がされていなし、。 したがってたまにはピントがはずれた調

有があり、厚い報告書にもかかわらず肝心な 内容に欠けていること

が多い。

一例をあげよう 。標準1'1:・入11在 rN111(J である 。地盤調在といえば

r  N  Ｑｾｉ ｊ を金科玉条のものと思っている 。 いつの頃からこのような傾

向がひどくなってきたのか、筆者はよく思い出すことができない。

関ったものである 。rN値」 を土質によって、また土被り圧などによ

って適宜解釈し適正な判断を下さねばならないのだから。

きて、設計以前に地盤調査がなされている場合とまだの場合があ

る。 ある事情で調査できない。 しかし時IHlがないので設計は進めね

ばならない。 これは建築主の勝手な珂由、または既存の建物のため

なのであろうが、こういう場合が案外多い。 そうなると近隣の建物

の rN航」探しとなる 。 そして役所にも聞いたりして安易な設計に

してしまうことになる 。

先日、 A 建設会社の設計部の人が地耐力について相談にきた。彼

は「今敷地はポーリングする場所がないので後でしますが、幸いに

1 軒おいて隣のビルを地工した B 会社からポーリン グ牧状阿をみせ

てもらい、かくのごと く決定しました 」 とL 寸 。私は感心した。 そ

の建物を建てた建設会社を探し、友人をたよって関係者より ( その

柱状図はマイクロに蹴って保管されていたという ) 、柱状図を写し搬

ってきた。 もちろん rN値」だけではなかった。後日雄物を取りこ

わし新たにポーリングをした結果は、前のものと同一であったこと

はいうまでもないの

つぎに悪い例をあげよう 。 鉄骨 3 階建の1モ毛が市内に建った。 新

幹線に ｪ ＡｬＺ い場所である 。 地盤は惑いか杭を打たず浅いベタ Ｉｉｾ 礎にし

ている 。 よくある例である。 この建物に地主からクレ ームが. ' 1¥た。

よくゆれるという 。 そこで設計者は鬼の肯をと ったごとき噴IJ 幕で

「私は事前に役所にいき、地面I力 5 t /m'取 ってよいだろうと許可を

もらっているのを計nil
} をみればわかる通り、 3 t /m'にして ill 物を

続くするとともに Ｉｉｾ 礎を剛強にし安全にしたものである 。 Ｍ一 」 少し

地主のクレームからピントがはずれた答えにな っているが、地税調

守宅もせず、ただ役所で附近の rN1ill: J だけをみて 5 t/m'の杵可の訴

とはなった。 全くお刺l末といわなければならな L 、。 お断りしておく

が役所は地耐力 Ot /m' にしなさいなどと大それたことを賢明な技術

者に断言 していえなし、。 いくらにするかの判断に役立つ資料はおみ

せすることにしている 。

ここで要するに、

1  地盤調奈は屯要である。

2 .  ［ｊｾ礎の設計には熱心かつ慎重な態度が必要である 。

3  調布結果を正しく半Ilijgf できる能力を身につけることである 。

相談あれこれ

日常、行政W.l J にはいろいろな相談が持ち込まれ 、それらについて

はできる限りの解答をするつもりでいる 。

1 . 地耐力の相談

r o 0 区 0 0 町 0 丁目 0 0 番地の地耐力はい くら ですか 」、この問い

合わせが非常に多い 。 ｊＱｾ由は Ｒ つあると思われる 。

イ、地終調干Eの符固持

口、役所の解答の通りしておけば 「確認巾訪j が早 < . i J . f l るだろう

1 、 2 階程度の栓築物ならいざ知らず、上に，往てるも の をIl 小、て

びっくり、 R .C 6 階建とか、 S 造 9 階建の場- 合もある 。 この ような

問い合わせには丁竜にお断りすることにしている 。設計者の領分で

あるからわれわれ行政1fl1J としては答えられないし、答える資料も持

ち今わせていなし、。 しかししつこ くお教え傾いたいとすがられる場

令はその附j!l: の地盤の状態を説明する位度に儲めている。

ボーリングの資料をみせてほしいという相談も多い。行政庁によ

っては資料不足のところもあるが、幸いに大阪市においては谷区別

に資料を集めて一般の方々におみせしている 。 また小規院な建築物

の場合は、ある位! 支行政側の指導が必要と思われるので、地表面下

( G . L.  - l. Om)附近の地耐力を名純資料により推定したものも用

意している。

2 . 杭の支持力

学会の新しい基礎構造計算規準が出るに及んで設計者は旧規準と

の違いでとまどっていることが多い。 その上 「処 込 ぐしりが使用さ

れるに至ってはその支持カがはっきりせず、いきおい役所への相談

となり、これが 2 番目のものである 。杭については、

イ、支持! 荷の深さ

口、杭の支持力算定式

ハ、杭の支持力そのもの

ニ、摩擦ぐいでよいかどうか

ホ、ピアーの支持力

など多穐多様にわたっており 、それらに対して十分答えるよう姿

住築 と社会/ 1976年 2 Hサ 3 3  



勢は持っているが、行政側がすべてを知っていると思うのはとんだ

誤りである。各種の算定式 ・数値的なことは設計者が判断し決定し

なければならない。 ただし、建築基準法、同施行令、建設省告示、

通達、事務連絡等において、学会規準の内容と相違する点もあり問

題は多い。建築確認時の構造耐力のチェ ックがスムーズにい くよう

にともすると行政側で決めた算定式、数値を使う傾向にある。 これ

は行政側の姿勢にも問題があると思われるのて嘗処していきたい。

すなわち、基礎以外の他の構造部分の標準化はかなり進んでいる中

で、基礎の立ち遅れが目立つ。今後は学会規準を参考にしつつ、ー

の問題に積極的に取り組む意向である。

資料あれこれ

行政側は建築基準法第12条 3 項によって報告舎の提出を求めるこ

とができるが、この中には当然、地盤、基礎関係の報告書も入る 。

この報告書の書式は何となくまとまったものになっているとはし、え、

まだ多種多様というのが現状である 。 これではあとのスピーディ ー

な検討に差しっかえるしあとの資料経理に大きな 7 イナスである 。

行政側が要求するから提出するとし、う消極的な態度ではなしに後日

の資料として保管し役立たせるという積極性をもちたい。 またその

ために簡潔にして要領のよいユニークな報告書の出現か望まれる 。

最近、杭打業者の技術格差が大きな問題で、構造の三悪のー っと

いわれる 。( 他はコンクリートと溶接 ) 良い杭でも悪〈打つと元も子

もない。役所でも杭打報告書の提出を求めても首をかしげたくなる

ものも出てくる 。 報告事項が本当だろうかと疑問に思う 。 監理者、

施工者に聞くと知らないという。みていないのである 。杭打業者か

ら何 の検収もされずに出てくる 。( 杭 打業者には建築の技術者のいな

いところが多い/ ) 報告書は当然 、正確 であり、必要不可欠のこと

を簡明に分かりやすく書いてあればよいのである 。

むすび

役所の机に座っていろいろな相談に耳を傾けていると、基礎椛造

について今後重要と思われることを自分なりにまとめて結びたい。

1  基礎は最も重要といいながら軽視する人が多い。

この原因は基礎構造に対する教育のあり方も問題となるだろう 。

高校でまたは大学で十分な教育を受けているとは思えない。 そのう

ち、社会に入ってからそのあたりを勉強する機会がない。 よく思う

のだが、コンクリートにしても鉄骨にしても、競争して平易な講習

会を開催している 。 それらは初心の技術者のレベルア ップを目的と

するものも多い。 いわく「分かりやすい… … 」 または 「実務的な・

1 しかし基礎関係にはそれが少ない。今後どこかの機関でぜひ取

り上げてみてほしいものである 。 そ うすれば rN値」の過剰気味は

もっと少な くなるだろう 。

2 . 基礎の設計者には格差がありすぎる 。

1. と関連することだが、問題は底辺のレベルア ップが必要と思 う。

3 . 計算に堪能でも現場は知らない人が多い。

計算は凡帳面にしているが現場をみていないので話がよく分から

ないことがある 。計算さえもてばよい、そして確認さえ通ればあと

は工事業者のすることと考えている人が多いのには鰐かされる 。 や

はり工法があっての計算であるから、施工とのフィードパ ックを心

がけ、考えていた工法で予想耐力は出たかなど吟味することが必要

だろう 。 いやそれこそ最も重要なことと思う 。

さいごに、これを機会に基礎構造の重要性を皆が認識し、なお一

層練磨されるとともに、大学の先生方や諸先設におかれては講習の

労をとられるようお願いします。 その結果われわれの相談業務も、

「ひま」になることでしょう 。

そんな日が来ることを楽しみにして・ 1

(い li ら あっし 大阪市建築指導部審査課璃造強度係)
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建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点 5.

施 工 者 の 立 場 か ら

一理解のほしい地下工事一

金 田 宏

1  はじめに

建築工事においても っともむずかしく、また、期間を要するのが

土工事である 。 いうまでもなく、建築物のも っとも重要な部分であ

り、そのうえ土に関することにまだまだ解明されていないことが多

いためである 。

ここでは、建築基礎構造を施工する過程に重点をおいて、地下工

事の施工計画で問題とな っていることがらをあげてみた。

2  地 下 水 に つ い て

現在大阪市内で下水道に水を放流すると、 1 m' 当たり 40円の下水

道使用料金が課せられるのをご存じだろうか? この下水道使用料

金が、地下工事を計画 ・施工する施工者に大きくのしかか って、予

算から地下工法 ・工程までを支配しているのが現状なのである 。

たとえば、 図ー 1 は大阪梅田近くで地下 2 階の建物の、土質柱状

図と地下工事計画図を示したものであるが、揚水計算によると、地

下工事期間中 1 分当たり 10m'の排水を行わなければ工事ができない

ということで、この水を下水道に流した場合、下水道使用料金は約

1 億 8 千万円となり、建築工事費に対する割合は、約10% となって

いる 。地下が深くなるに従 って、この割合が大きくなることは当然

予想され、現在、被圧水位の高くな っている大阪市内で、地下20数

m の工事を地下水低下工法で安全に施工しようとするならば、数億

円の下水道使用料金を見込まなければならない。

わが国の被圧地下水位は、 一般に水位が高〈、また地層の変化が

著しいため、地下水の挙動は水型公式の通りとならない。応力のよう

に安全率で設計できればよいが、下水使用料が工事費を大きく左右

するような場合は、土質、とくに排水の対象となる透水層の透水性

と成層状態を入念に調査し、それに経験的な判断を加えて揚水量を

求めるのである 。 ところが全搬に、設計段階における水に関する調

査は軽視または無視されている場合が多〈、とくに入札工事におけ

る地下工事計画段階においては、ある程度確率的な考え方のもとで、

経験的な半IJ 断のみにたよ っているとい ってもよい。

きて、大阪における地盤沈下は、地下水の汲み上げが原因で、昭

和36年のピーク時には中之島附近て例年間14cmの沈下を記録している 。

その当時の被圧水頭は oP - 30m附近にあったが、昭和37年に「建

築物用地下水の採取の規則に関する法律」が制定され、その後、地下

水は徐々に増加し、 一昨年頃は O P- 9 - 一10mに回復していた。

ところが、この一 ヵ年あまりの問に被圧水頭が急激に上がり、現在
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大阪梅田附近では
o P - 4. 5m附近にあるようである 。このため 2 -

3 年前の実績はほとんど参考にならず、また、計画時と施工時の時

間的なズレが計画を全〈狂わしている場合もある 。

地下水は、年間を通じて相当変動しており、近くで地下工事が行

われている場合はその影響で水位が低くな っている 。 これら、地下

水の動きは、工事計画時点から工事期間中を通じて充分把握してお

かなければならず、大型地下工事では、敷地内外に観測孔を設けて、

水位測定を行い、工事中の危険性や周辺に及ぼす被害を軽減さすよ

う配慮せなければならない。

3  遮 水 工 法 の 問 題 点

揚水をせずに地下工事ができないかということで考え出されたの

が遮水工法である 。 この工法は、 図ー 2 に示されるように、地中連

続壁などのように逃水性のある山止め壁を、揚水の対象となる透水

層を貫通させて、その下の不透層に1 ' t 入させ、掘削1P. IJ に被庄水流を

及ぽさぬようにしたものである 。工法の利点としては、排水量を少

なくし、また、地下水位低下による圧w沈下を防止することができ

、
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図- 2 遮水工法説明図
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水が惨みでている状態を想像すれば、この逃水工法がいかに危険を

はらんでいるかわか っていただけると思う 。

逃水工法の採用には、逃水壁の下にある透水屑の被圧水による影

響 ( 盟主ぶくれ ) についても充分な検討をしておかなければならない

のは当然である 。

4  地 中 連続壁 工 法 の 課 題

地中述統工法は、ヨーロ ッパにおいて発生し育てられた工法て¥

ＳＰ 年近くの笑紡を有している 。 その Ｑｾ ｦＮｊ発と発展の主因は、遺跡、の多

い旧市街地で地盤が硬くて矢板工法の採用が困難であることから推

し進められたものである 。

ときの 、排土重量

と建物重量の変化

にともなう、建物

一支持層の挙動を

脱式図に示したも

のである 。 したが

って、笑 ifll) により

J版印lによるリバウ

ンド品を知れば、

建物荷重によるセ

ッ ト量を推定する
図 - 3 リバウンドとセ ット

一ー荷 賃 度

わが国の大都市の多くは j村氏層の上にあり、施工の函から考える ことができる 。

とシートパイル工法で充分であ ったが、打撃工法による振動と騒音 大阪のように粘土層の厚い場所では、掘削面積の広い、掘削深さ

および過大な側圧がかかることによる矢板山止め袋の変形が、周辺 の大きい地下工事を行う場合には、このリバウンド量は非常に大き

地盤沈下の主因となり、これら、振動 ・騒音 ・沈下が建設公害とし な他とな ってあらわれる 。 たとえば、中之島附近の笑 ifll) 例では、掘

て大きく取り上げられるようにな った。最初は、場所打ちグイの述 削深さ約27mに対して、最大約 8 cmのリバウンドが認められている 。

続工法が脱公害として考え出されたが、昭和34年イコス工法が畑薙 リバウンドを生じた地銀がセットする場合、そのセット量は荷重の

ダムにおいて、わが国はじめての地中: i i l i 絞壁として採用された 。 そ 大きなコア廻りほど大きな値となる 。 ことに、超高層ビルのように

の目的は、ダム河川の遮水にあ ったのであるが、この工法は、柱列 低層部に高層部が建 つ ような場合には影響が大きい 。図- 4 はN ビ

山止め工法を推し進めたものとして急速に発展し、現在、都心部に ルで測定した高さ 120 mの位置における鉄骨柱の鉛直誤差を示した

おける地下山止め工法として、その主流にな っている 。 もので、 5 、 6 通りのコアー廻りのセ ッ ト量が大きく現れているこ

ここで問題となるのは 、地盤条件が良 〈、地下水の少ないヨ ー ロ とがよくわかる 。 当然、このセ ッ ト量の中には柱にかかる荷重差、

ツパの都市と、地皇室条件が悪〈、地下水の多いわが国の都市とでは、 溶接量による 歪 が中央ほど大きくなるための部分もあるが、その量

同じ地中連続壁でもその性格を非常・に然な ったものにすることであ は 1mm以下である 。 このように、地下工事の土のリバウンドによる

る。 影響 ｾｬ は、鉄骨の骨組みにも及 ぶ のである。

その一 つは、地中連続壁= j 上7/<m: という考え方て¥水圧の小 さな

所てゆは止7 / < 壁としての役目をしても、* - 圧が大きくなると継手位世

での止水性に問題が生じてくる 。 この考え /'i がまだまだ娘強いのは

わが国で地中連続壁が最初に採用された目的が、ダムにおける逃水

笠としてであ ったことによる のではないかと考える 。

ほか の一 つは 、支保工として の タイパ ックア ンカーの使用で、ヨ

ーロ ッパでは地中連続壁と組み令わせ、 一般化してしま っているよ

うであるが、わが国では、第三者所有 の敷地および公道下にアンカ

ーを設置することに対して許可を科られる場合が少なく、許可が得

られても、手1) 用後不用にな ったアンカ ーの引蝦鋼材を撤去すること

を義務つr(t られている 。せ っかく IM) I)性の高い山止め壁を作りながら

切梁を架けたり、タイパ ックアンカ ー を引き抜くことにより、最大

の利点を大きく失 っているのである 。

地中連続壁の施工管理は、無. f J I ! のないパネル帽の計画からスター

トし、泥水の管理、掘削の霊直精度 の管理にしぼられるのであるが、

ここで、考えておかなければならないのは、地下工事全搬の官: 理に

おける地中連続壁の管理のとらえ方である 。すなわち、地中連続壁

の施工問題個所について、次段階 の工・J>; である掘削工事中にどのよ

うに判断し、どのような処置を行うかである 。分離発注の工事で与は

このあたりに問題がありそうである 。

また、最近ではこの地中連続壁を仮設としてではなく本体構造や

クイとして設計されるようにな っているが、この工法をこなすには、

問題意識をも って、設計、施工にあたり、経験によ って得られる K

N O W- H OWを積み重ねなければならないのである 。

5  掘 削 工事 に と も な う 地盤 の変 形

掘削によ って排土重量が大きくなるにしたがい、地盤は応力の解

放をうけ、掘削底面が浮き上がる ( リバウンド ) という現象を生ず

る。 いっぽう、掘削完了後かかる建物の霊荷によ って地盤は沈下 ( セ

ッ ト) を生ずる 。図- 3 は、掘削前の支持j習の位置を原点と考えた

3 6  

+ 4  

図 - 4

6  埋 戻 し 土量 の 変 化

土の圧密沈下については関心が深まり 、設計時点からよく検討が

されているが、埋戻し土量の変化については関心が薄いようである。

表一 1 は、土量の変化を示したものであるが、 山止め壁と構造躯体

問の埋戻し、地中梁閉め埋戻し、矢板引き抜き後の埋戻し 、および

現場打ちコンクリートクイ空堀部分の埋戻しなどについては、この

変化率からくる変形についての検討を充分行っておかなければなら

ない 。工場建築の土間スラプのクラック原因などは大半が埋戻し土

の変形からきている 。

表 一 1 土の容積変化の係数( f  )  

土の橿類| 土の現在の状態

変化した土の状態

もとの土量 ほぐした土量 締国的た土量

もとの土量
1. 0 0  1 . 1 1  o.  9  5  

苦虫、

|  ほぐし た土量 o.  9  0  1. 0  0  o.  8  7  

締固めた土量 1.  0  5  1.  1  7  1.  0  0  

もとの土量 1. 0  0  1.  2  5  o.  9  0  

普通士| ほぐした土量
0 . 8  0  1. 0  0  o.  7  2  

締固めた土量 1. 1  1  1.  3  9  1. 0  0  

もとの土畳 1. 0  0  1. 4 3  0. 9 0  

粘

土| ほぐした土量
O.  7  0  1. 0 0  0 . 6  3  

締固めた土量 1 . 1 1  1. 5  9  1. 0 0  



大阪中之島の N ビルで-illl J定したデータによると、地中連続IWl.工 事

- 1 次侃削~ピア工事- 2、3、4 次掘削の地下工事期間中における最

終 変 位iii (埋設ガス管上の沈下 ) 平均値81mm'立、 1 次掘削で約15% 、

ピア工 目1'; のを堀部分埋戻しによる土f訟の変化により約40% が， 'i めら

れていた 。

7  ど こ ま て 接 近 し て 施 工 で き る か ?

L( 法第 2 3 7 条〔疏界k: J i1近傍 のせん t}i !i (ー) ) によ ると、 「井戸、

用水7 f { { 、下水制又ハ月巴料補ヲ穿ツニハ侃界線ヨリ二メートル以上、

池、 J也容又ハ l周坑ヲ穿ツニハ一 メートル以上ノ距離ヲ存スルコトヲ

要ス 」 と記されている。 私は、 J也容を地下と同意に考えているが、

地下椛造物は隣家の同意がなければ、この民法によ って設計がされ

なけれ' ;1 : ' ならないのではなかろうか?

隣地境界からわずか10cm桜 j支離れて地下外壁の設計がなされてい

る場介もある 。r . t 也下の地工が不可能ですが ? J と質問手? を出すと 「施

工は可能だと考えている」という終えが返 っ てくる 。工事地工者は

工事決定後設計変更を l闘い出る以外に迫はないのである 。

8  設 計 図 書 で の 山 止 め 壁 指 定 に つ い て

最近、設計図書で山止め壁の工法を指定している場合がある 。 と

くに入札工事では、山 止め墜 の ｈＨｾｮ により仮設工事 費が大 きく変わ

るため、このようにしておいた方が同じ条件での見村{ ができ、作定

はやさしいのではないかと考える 。

しかし、地下工事にはすでに述べてきたように、地下水の問題が

大きく絡んでおり、それに支保工の工法による山止め壁の変形 ( = 周

辺地盤の沈下 ) 、対象地盤と使用機利など、あらゆる面から検討して

はじめて山止め壁を何にすれば最適かを決めなければならなし、 。 ま

た、このような点が検討されて山止め壁が指定されても、つぎはそ

の施工業者の実績や施工管理の状況などを十分把握しておかなけれ

ば、設計者の期待とかけ離れたものが施工されるおそれがある 。

これは山止め壁が指定された事例の一 つである 。 その山止め壁の

計算は指定業者が行ったものであるが、土水圧の取り方にも問題が

あるし、応力計算は最終掘削段階の状態のみで、各掘削段階での応

力計算や、- t ; J J梁解体f去の応力については全〈検討がなされていない。

まして山止め壁の変形についての考慮は全然なし、 。 この山止め壁てが

トラブルが生じた場合、責任は設がとればよいのだろうか?

9  既 製 コ ン ク リ ー ト ク イ を 確 実 に 施 工 す る に は ?

クイはその支持型式により 、支持グイと摩擦グイに大き く分けら

れることはご存じの通りであるが、クイが設計される場合、大半は

支持グイに主眼がおかれてしま っている 。 そして、その支持層は N

値 が50以上ということで、途中にある N 値 が20- 30程度の砂層ゃ N

値 が10以上あるような洪積粘土! 習は直接基礎としての支持地盤とし

ても対象とならず、クイはぐんぐん下に延びて設計が進められ、 2

本継、 3 本継のクイが非常に安易に採用されている。 2 、 3 階の事

務所ビルのクイが40数 m にもなり、クイの重量に負けないクイ打ち

機械を段取りせんがため、クイ打ち機械のため地盤を改良してやら

なければならないこともある 。

きて、施工中のトラブルは、このような長尺グイを埋込工法 ( 主

としてプレポーリング工法) で設置する場合に発生する 。 つぎに、

既製コ ンク リートクイ埋込工法の致命的な問題点を 2 、 3 あげてみ

る。

1  ) 支持層のボイリング

被圧水の高い支持層にプレポーリングが達したとき、孔内泥水水

圧が透水圧に負けてボイリングが発生し、クイ先端が償訴し されてし

まう 。 ポイリングはオーガーが挿入されている時点では確認できず、

オーガー 引き抜き後、クイを建て込んでみて高止まりが生じはじめ

てわかる 。このような小範問 のボイリングは、ベノト 7 イの仮削時や

井戸の急激な排水時にむしばしば発生させている 。

2  ) ウォーターハンマーによる破鍋現象

ｉｾ 目立自クイを泥水中に挿入し てゆくと、内部に泥 水 が入 り込む 。 、

れに打撃を加えて内部に泥水が上昇すると、ハン 7 ーで直接水をた

たくこととなり、ク 4 内書11の水村，に大きな内圧を生ずる 。 この現象

をウォーターハン 7 ーと呼ぴ、大きな内圧を受けたクイは、リング

方向に引張力を生じ、これによ って縦方向のひびわれを発生さす。

対策として、内音11の泥水をバキュームでl吸い取ったり、大きな水 fk:

き干しを設けたりしなければならない 。

3  ) 先端注入のモルタル硬化によるクイのトラブル

3 本継ぎクイともなると、継手溶接に時間がかかる 。 このため先

端に注入されたモルタルやセメントミルクは硬化を始め、クイの持I

入が不可能とな ってしまう 。 その 7 イをハン 7 ーで打幣すると 1:1'々

にして、曲げ破壊を発生さす。 とくに、孔曲がりの大きなときにそ

の可能性が大き L 、。

その他にも、クイ挿入H寺のスライム沈下 ( 一部は土砂のけずり落

としも含まれる ) 、水平方向のひびわれなどについても注17. を要ーする 。

なお、打ち込みクイについては打撃エネルギーと打幣1 ' 1 入五::( S )  

+ リバウンド最 ( K ) cmの関係から適当なハン 7 ーの選定を行 L 、た L 、。

また、打撃回数についても、 表 一 Ｒ の数 ＱｾＱ 以下として、 Ｗ イＢＪ体が

圧的せぬよう注意したい。

表 - 2 制限ml t 回数

10 あとがき

花形であ った。 テル ソアギ一、ペ ソクやチェポタリオフの沢本に関

心をも っ た施工技術者が、谷村 ー の肴 ｾ ｲｩ 工事で 地下工法 の施工 ｉｬ ｦｊ 発に

ブJ を注いだのである 。 昭和30年代後期より P C クイが発展特放し、

無騒音無振動工法としての場所打ちクイの出現や、ンートパイルに

答わる山止め墜として地中述統工法が試行されはじめ、施工業者ーは

研究機関と施工機関が一体とな って開発研究を進めてきた 。 このた

め、現場における管理も、地工が納得のゆくまで業者ーを桁i与しなが

ら行って いた 。

ところが、近年にな って、地下工事関連の専門業者が多< ，'1 ¥現し、

現在では、建築の一 品生産のごとく、業者を組み介わせれば地下

司王が可能となるようにな った。 土質工学を全〈知ら主くても 地 下 工

事ができるのである 。 一般に水位が高〈、地層構成の変化の敦しい

わが国で、地下工事を( 専門 ) 業者まかせにすることは非常に危険な

ことで、施工者サイドの管理体制lを充分強化しなければならないと

痛感する 。

きて、土質工学の発展にともない、いままで、定性的にしか分から

なかったことがらが、定量的にとらえられるようになると、その部

分のみがクローズアップされ、ミクロ的な要求が施工にも及んでく

る。 とくに、その傾向は建築界において 5齢、ょうである 。 その結" *

が、設計ーの段階でも安全を見る、 また施工の段附でも安全を見ると

いうことになり、数年前はベタ基礎で高層ビルが建 った同じ地 j宵に、

数階の建物も建てられなくなり、大きなピアを深〈掘り下げなけれ

ばならぬようになっている 。 また、このピアの施工が沈下などの公

害の 大きな要因とな っているのである。

ここらで、研究者、設計者、取理者および施工者が、 十数年前の

立場に帰って、現在の法礎構造および地下工事のあり 1' j を見直すと

きがきているのではなかろうか?

( かなど υ " L  ｋｋ 大休 ＪＱＱ ＮＭＱ＾リ ［τ Ｚ ｦｪｪ 部 ｴｈｾ ｪ ， ｩｗ Ｉ
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5 5 5エ3去( 清水式場所打地下構築工法)

Shi mi zu cast  in si t uat i on Subst r uct ur e Sys t em 

s  s  s工法は 、従来の 地 中i連続壁工法の城を脱し、 地上から地下|渚を椛

築する工法で 、我国で初めて、椛造休として日本建築センターの全体認

定を受けました 。 この結染、 s s  s構造体を建物の構造休として使用す

る為の 11] 諮は必要なく、いつでも構造体として設計 ・使用出来ます。

・特長

1  従来の仮設山留対象の地中連続壁墜体を構造m主体として設計できる

ように、垂直精度確保のシステムを完成し、! 立体相互 を 桃iii 休に 一体 化

した 。

2  笠 中に、基 礎杭 ・位 ・桁行梁 地中梁を内政し、かつ、控に直角方

，i"の椛造苦11材 を接続させる接合苦11を有司る 。

3 .  i周削は、無音無振動 ・無公害で、 I也紫の性状にかかわらず、周囲 I也

然をゆるめることなく安全に地工できる 。

4 .  S  S  S 工法の杭 工法完成により、杭として確実な耐力が期待でき、

地下工法が大 巾に単純化される。

. 施 工 概 要

l  ガイドウォ ルを設置し、ベントナイト泥水を満たす。

2 . 帰削 : ウオールドリル ( 治水式方向制御装誼付利恨 J創刊機 ) を使用

して、 1 エレメント分の鴻を所定の深さまで掘削 する 。 Iを厚より大きな

牲を組み込む場合には、大口径孔掘削機を1 ! 1 用して柱{立世に円孔を掘削

する 。

3 .  i屈削終了後、エアリフト装自主でスライムの底淡えをし、ジョイント

パイプ ・ジョイントボックスを建て込み、鉄筋かごを姉入する。鉄筋か

ごは、壁体相互の水平継手材 ・4主筋 ・梁筋を内政しておくとともに、大

梁床版ジョイン ト音11を設置しておき、変形防止の為の補 強を施しておく 。

4 .  トレミー包ーを用いてコンクリートを 打設し、 I エレメント ( A ，) が、

完成する。

5 .  1 エレメント分だけ島ftれた位置に、次のエレメント ( ん ) を 同僚の

)1順序で完成する 。

6  エレメント ( A ，) と ( A. ) f:[ J のジョイントパイプを引き抜き、エレ

メント ( 8 ，) を探削 し、ジョイントポ y クスを 'J Iき抜き、鉄筋かごを挿

入してコンクリー トを打設する。

7  以上の地工を繰り返すZれにより、 S S  S 椛 j主体を完成し、その後の

.f'l{t1J工事を 行 ない 、大 梁 ・床版等を 一体に施工して、地下椛造物を完成

する 。

. s s s 工 法 鋸 削機

1 .  S  S  S 工法にはウオールドリルを使用し垂直結皮 1 / 300 を確保しま

す。I也悠によってはクラムンエルパケット 、チセソレ等を f変用します。

Ｒ Ｎ 杭 ・ 柱 ・ 壁の 一 体 施 工の ｬ 時は大 孔 径掘 削機 を併用する ｾ ｉ ｪＺも可能です 。

3. 掘削 は泥水工法で行ないます。

4.  1 回の掘削断ffii は、 rlJ400- 1，200%、長サ 2，500- 4， 000の範囲で、

これを組み合わせる事により、 必要な長さの百年. T . コ ・口 . 0 などの

形状の構を掘削 できます。最高深さでは 46mの施工笑紛があ ります 。
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垂直ジョイント標準図

清 水 建 設 株 式 会 社

本 社東京都中央区宝町 2 ー 1 ー 1 T  E  L  535 - 4111 

大阪支l音 大阪市西区土佐摘通 2 - 2 T E L 4 4 3 - 5431 



園業務内容

・叡地位置の調査・叡I也の状況調査・叡地内埋設物( 障害物〉の調査・叡地内地上4矧牛の調

査・隣接( 近隣も含め〉構造物の調査・叡地周囲の埋設物の調査・票日地周辺の概況調査・近

隣住民の調査・地盤と建物の振動計測・物理探査( 断層、地質構造など〉・士と水の化学的

性質調査・地下水の状態の調査・建築物の耐力診断・建築物の7フンタピ二ンゲ設計施工・

地盤と杭の戴荷試験 ・その他測量一式

- 主な実施例

調 査 : 日本万国博覧会米国他25展示館他

地盤改良 : 芦屋浜高層住宅団地地盤改良設計施工他

設 計 : 岡山県長船モーテルの戸ンタピ二ンク設計施工他

研 究 : 鋼杭の腐食性調査実測他

振 動 : 三井生命大阪ビル地盤の振動調査他

地質構造 : 京都大学宮崎地殻変動観測所弾性波探査他

株式会社東京ソイルリサーチ

大 阪 事 務 所

取締役所長 中島志郎

大 阪 府 吹 田 市 垂 水 町 3 丁目 27番 10号 電話 (06) 384- 5321 ( 代)
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建築地下丁事計画施て

建築地下工事を専門に綜合的

な計画、積算、施工に 1，000件

以上の実績を誇る施工技術

S . A . T . 式オープンケーソン工法

S . M. P . 式 連 杭 壁 山 留 工 法

Z . M. P . 式 連 続 壁 山 留 工 法

S . A . T . 式 パ ッ ク ア ン カ ー 工 法

超 近 接 山 留 工 事

P  .1 .  P . 杭 工 事

大 口 径 現 場 杭 工 事

地 と り 防 止 対 策 工 事

地 盤 改 良 工 事

薬 液 注 入 工 事

デ ー プ ウ ェ ル 工 事

特 殊 地 盤 削 孔 工 事

成 幸 工 業 株 式 会 社

大 阪 本 社

事 業 所

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1- 9 6 ナルトビル

電話( 代表) 06- 531 - 8801番

東京・札幌・名古屋・広島・小倉



総 合 基 礎 地 業 の

設 設 施 工

⑬ 

大 洋 基 礎 株 式 会 社

代 表 取 締 役

取 締 役

大 阪営 業 所 長

山 内 五 鈴

入 住 毅

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟 町 2 - 7  T EL. 03- 663- 5561 

大阪営業所 大阪市南区順慶町通り 3 - 51(麻綱ビル ) T EL. 06- 251 - 5969 

他 営 業 所 新 潟 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・宇 部 ・札 幌
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公害に挑戦するTAI P工法

薗 特 長

- 完 全 無 騒 音 、 無 振 動 で す 。

・支 持 力 が 大 き い 。( 拡 大 羽 根 で 拡 孔 し 、 モ ル タ ル ; 主 人 に よ り 、 味 根 の 造 成 )

・ ミキ シン グ し な が ら モ ル タ ル 注 入 す る の で 支 持 層 へ の 根 入 れ が 完 全 て.す 。

・ 中 間 砂 蝶 層 ( N  > 5 0 ) の 打 ち 抜 き が 容 易 で す 。

・イ也の無音 - 無 振 動 工 法 て 施 工 不 可 能 な 崩 壊 性 地 盤 て . も 施 工 が 可 能。

・ 10数 〆 ー 卜 ル の 矢 床 打 ち も 可 能 て. あ り 、 深 い 構 造 物 に 最 適 て 寸。

・φ500mm以 上 の 杭 の 施 工 が 可 能 で す。

(  P  C 杭 φ4 0 0 - 6 0 0mm、 鋼 管杭 φ4 0 0 - 1  ， 500mm )  

T AI P鋼矢板工法

T AI P鋼管矢板工法

T AI Pアースアンカー工法

幾多の実績から生れた

価値ある新製自。

〈さらに増えた特長〉

- 関東 ・東北 ・北海道地区のみ隈定販売
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信用と実績と技術

東洋式特殊ジェッ卜工法スライム除去

営業品目・ アースドリル式ピヤー基礎

べ ノ 卜 式 ピ ヤ ー 基 礎

地 下 連 続 土 留 壁 工 事

A HS ノマイノレ ・P S アンカー

煙 突 ・サ イ ロ 築 造 工 事

ITF弓ol 東洋基礎工業株式会社

¥ノ 代表取締役社長 杉 村 繁

本社 東京都渋谷区広尾 5 - 4  - 12 大成鋼機ビル

T E L  (03)444- 2141 (代表)

大 阪 営 業 所 常 務 取 締 役 営 業 所 長 石 井 蔀

大阪市西区京町堀 1 - 1  5  6  中谷ビル

T  E  L  ( 06)441- 6678 ・1013

営業所所在地 名古屋 ・広 島 ・福 岡

4 3  
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日本田未来を築< ＺＺ｣ＺＭｰｾＯ｜ｾｊｾ＠

営業品目

N C ポール

ONA  / ぐイ j レ

N C 壁体パイル

N C ブロ ック

NC S-P C  / ぐイ j レ

大径 P C パイ j レ

コンクリートプレハブ部材

その他コンクリー卜各種製品

E会ト I 闘コンクリート工業株式会粧

、ｾ 大阪営業所 大阪市東区本町 4 丁 目4 番 1 号

事 545 f i  (06)  262 - 1761 

本 社 東京都港区新橋 1 丁目 8 番 3 号 ⑤ 105 f i  ( 03)  573- 0361 

研
RプiE司

部 茨城県下館市伊佐山 w 308 f i  ( 02962) 2- 6131 

東 京 営 業 所 東京都港区新橋 1 丁目 8 番 3 号 ⑤ 105 f i  ( 03)  573一0361

名古屋営業所 名古屋市中村区下広井町 1 丁目 66番 地 ⑤ 450 f i  ( 052) 581- 9706 

川 島 工 場 茨城県下館市伊佐山 ⑤ 308 f i  ( 02962) 2- 6131 

鈴 鹿 工 場 = 重県鈴鹿市庄野町 ⑤ 513 f i  ( 05938) 8- 2111 



最 大 の 実 績 と 信 用

永 久 構 造 物 の 碇 着 か ら 仮 設 山留 ア ン カ

ー に い た る ま で 各 種 の 荷重 条 件 と 地 盤

条 件 に 応 じ た 最 適 の ア ン カ ー を 確 実 、

迅 速 に 施 工 致 し ま す。

斬 新 な 機 材 と 豊 富 な 技 術

- 各 種 ア ン カ ー 工 法

. ジェ ッ 卜 ・グ ラ ウ ト 工 法

( 薬 液 逃 水 膜 工 法 )

・C C P工 法

. フ リー ・フ レ ー ム 工 法

( 新 ア ン カ 一 式 法 枠 工 法 )

・A . H工 法

( 精 密 大 口 径 水 平 ボ ー リン グ 工 法 )

圃 グノレンドマ ー 卜版売

( 自走式簡易推進機 )

地 中 連 続 壁 の 山 留 ア ン カ ー
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威 力 の あ る U B W機

S 新 技 術 開 発 株 式 会 社

本 社

大 阪 支 庖

札 幌 営 業 所

仙 台 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

東 京 都 新 宿 区 四 谷 2 - 9 田 中 ビ ル

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 1 5 4 安 田 ビ ル

札 幌 市 中 央 区 北 三 条 東 五 丁 目 岩 佐 ビ ル

仙 台 市 春 日 町 四 丁 目 l 遊 佐 ビ ル

名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 3 - 18 - 30 ツ ボ ウ チ ピ ル

福 岡 市 中 央 区 大 名 l ー 10 ー 15 近 藤 ビ ル

電 話 0 3 ( 3 5 3 ) 7 6 2 6

電 話 0 6 ( 4 4 5 ) 1065 

電 話 011 ( 22 1  ) 8271 

電 話 0222( 62 ) 2247

電 話 052( 961 ) 1031

電 話 092( 71 2) 392 1
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豊かな明日をつくる三菱建設機械

大形工法に、省力化工法に w
技 術 と 実 績 の 巴竺王j

二 主 里 曜 王三三脱M

工 事 の 大 形化 、省 力 化 時 代 にさきがけて 、三 菱 重 工 で は あ ら ゆ る 工 事 条 件 に 即 応 で き る 基 礎 工 事 機 械 を 開

発 し て ま い り ま し た 。 昭 和35年以来 3，000台におよ ぶ三菱ディーセールパ イ ル ハ ン マ は 、 好 評 を い た だ き 全

国 各地 で 活 躍 し て い ま す 。 こ の ほ ど 、 こ の 豊 富 な 制 作経験と使用実績をもとにホより強〈、より合理的で、

操作性のよし，" M Hシ リ ー ズ を 開 発 、 販 売 致 し ま し た 。 さ ら に 無 公 害 工 法 と し て 大 形 化 し た 都 市 開 発 に チ

ャレンジ 、活躍 し て い る 三 菱ボーリンクーマシン、 三 菱 高 周 波 パ イ プ レ ー シ ョ ン ハ ン マ V D シリーズ、サイ

レ ン ト マ ス 夕 、 ま た 世 界 最 大 級 の 大 口 径 堅 形 岩 盤 掘 削 機 MD360 な ど 工 事 条 件 に 合 わ せ て お 選 び く だ さ い 。

三種ヨ; : . . . ，. . - 世. . . . . ，4....'... 司r M Hシリーズ

ーーーーーーー-- - -屯--
M H15 M H25  MH3 5  MH4 5  M H45 B 

マSE穆) 組 官庁

ラ ム 重 i，i: ( kg)  1，500 2，500 3，500 4，500 4，500 7，200 7，200 

毎分打f / . 回数(bl ow/min) 42 - 60 42 - 60 42 - 60 42 - 60 42 - 60 42- 60 42 - 60 

許容最大ラムストロ - 7(回) 2，500 2，500 2，500 2，500 2，500 2，500 2，500 

常用 ｾｩｦ 杭打限度 ＰＮ 立 Ｉ 15 15  15  15 30 30 30  

三 種*_ I J ;・..，マー..・M Tシ1) ー ズ (大 口径オールケーシン畑出l機)

M T  150 

M T  200 

杭 口 径( 個 )

130 - 100 

150 - 110  

200 - 130 

最 大 綱 削 深 度

130cmO て. ' 35m

150cm O て.'4 0 m

200cmφ て.'3 5 m

三 種 高 岡i廠1 1イ7......-ーョー.，...マV Dシリーズ

-----
V  0 2 2  V  0 3 0  V  0 4 5  V  0 6 0  

起 J反 力 ( ton)  13. 0 19 . 5  31. 3  43. 1  

定 絡 tH カ ( k w) 22( 30 P  S )  30( 40 P  S )  45( 6 0 P S )  60( 80 P  S )  

起 lh< 機 ( kg )  !， 910  2，340 3. 620 4 ，650 

7 レ ー ン 有 効 吊 協 力 12t on以 上 16t on以上 20t on 以 上 25ton以 上

発 ｾｬｬ＠ 機 80 k V A以 上 100 k  V A以 上 150 k V A以 上 170 k V A以 上

受 注 品

三菱 T ウッドサイレン卜マスタ . S MS  

三菱 ヒューズシャフトボーリングマシン MD360等

三 菱 重 工 業 株 戎 会 社 大 阪 営 業 所 機 械 第 三 部 建 設 機 械 課

大阪市北区小深町 3 一1 阪急ターミナルビル 13Ftt 大阪 (06)373- 3221

総販売代111吉 三 菱 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 機 械 第 二 部 建 設 機 械 課

大阪市北区堂島浜通り 1- 15 一1 f t 大阪 ( 06) 343 - 1111

お間 L 、合わせは下記の販売l苫へ

新菱重機働大阪支社告大阪(06) 532- 1721 ツパ コー重機総業側大阪支庖合大阪(06)373 - 0671 側米井商底大阪支唐合大阪 ( 06)231 - 5635 . 菱建機鮒包姫路 ( 0792)36 - 4911 
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都市設計資料 - 7

〈水辺の演出 〉

γ 回 は 、 水 辺 に つ い て い ろ い ろ な 似 わ れ 1; を 考 え な が ら 、 そ の t山市

に つ い て 紹 介 す る 。 7 ) < . 辺の使われ方は水i U : ゃ流れの速度と 、 水 辺 の

断而や付ー属物一一ー た と え ば 柏 裁 と か 、 石 、 魚 、 応 、 ポ ー ト な ど一一ー

に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ て い る 。 水 辺 の 土 木 椛 造 物 も 、 そ う い っ た

こ と に よ る 演 出 を も っ と 考 え て 巡 ら れ る べ き で あ ろ う 。 ( 村 主 治 家 )

{ 7 - 1  : 釣 り 場〉

水 辺 の 利 用 の ー っ と し て 「 魚 釣 り」 が あ リ 、 今

日余 PI去 の 利 用 方 法 と し て 多 く の 人 却 に 愛 好 さ れ

ている 。 と こ ろ が 、 水 辺 の 土 木 綿ili 物 は そ う い

っ た利用を巧@ : しておらず、人々はテトラホ y

ト な ど の 危 険 主 場 所 ( 刀 工L下 ) に 併 が っ て い る 。

ま た 、 そ れ に も ま し て 浜 辺 の 工 場 灯 な ど で 海 に

近 づけなく な っ た 海lF が 多 い こ と か ら 「入 iJ H/{i

運 動」 が 全問 (I(J に 起 って いる 。

いま少しの巧ー! i F . がほしいところである 。

{ 7 - 2 : 水 泳 ・ 水 遊 び〉

近年の木汚染によ っ て、水 ｩ 些ぴの場は非，［［ｾＮにか

さ ら れ て き て お リ 、 水 辺 に き れ い な 水 を 取 り 灰 ー

すとと ｌ に、 Ｎｨ Ｇ ￭ 僅的な ｩｾｻｴｕ が必裂である 。

A 江戸川区水路( 東京) ヘドロの仰 ったドプ川が、

車中 突堤・釣り風景( 神戸) 突縫は水面とのレベ

ｊ レ王ｾＨ，少な〈、かっこうの釣り坊であるＮこんなｩｉｾ

釣 1) 公闘を i立って も良いのではないか。

遊歩道的特備や悦間に合わせて、江戸川めきれいな A 竜門の滝 ( 大分県) これは 1: 1然の大 lliUBo 協は

水をi ! ' f . びくことによ って 尖しい川 へ生れ変わ った。

m市内の数少ない水遊びの場としてイー供たちに税し

まれている .

ヒ下二段に分かれ、上段は iffil 立に lよい T屯つぼに降下

し、下f立はゆるやかな傾斜で、u : はニどもたちのカ

y パ 天 l詞.

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

赤松 勉 ( 神戸市土木局公閲緑地部地設課 ・造問)

稲毛政信 Ｈ 神 戸市住宅局住宅膏 Ｑ Ｑ 建設ｾＺｴＡ . 建築)

角本直UI ( 神 戸市都市百十周局計図書11工 務 深 ・土木)

笹原和喜男 ( 神戸市都市計画局計岡部計画; ' 1 ! ・建築)

佐野正明 ( 神戸市開発局計画課 ・土木 )

西川 攻 Ｈ 神戸市 都 市計四 ｉｾｊｊ Ｇ十画部 ・ 建築 Ｉ

福井直樹 ( 神戸市土木局公悶緑地部地設課 ・造悶)

増 ［ｾｉ 昌利 ( 神 戸市住宅局住宅膏11建設計 ・建築)

村主 i育家 ( 神戸市都市計画局日十回音11計画課 ・土木 )

畠須磨海釣り公園( 神戸) 須J粁 iaH;! に設けられた

槻釣り F目的焔設。休日には大公望でにぎわっていて

非常に H' 、が、もう少し付近荻観との調和をはかる

目己l症が必裂と且t われる 。

A ナンイ 一 トンの運動公園 細長い池と水辺の散歩

道が設け られ、 ｊｾｉ ，釣りを楽しめるよう酉己織されてい

る. f lal 市の遊び場」よ り。

畠万博水路( 大阪) 博覧会見物的被れをいやすた

め のがt流とベンチ. 熱い臼には、子供向水遊びも見

られた . f l 百e Ar c hi tectural  Rev iew  J よ り。

4 7  



( 7- 3 :  : 魚・鳥を飼う 〉

，((01，ゃ( : ; の f主 う 水 辺 は 、 き れ い な 水 の 証 で あ り 、

こ の 水 辺 を i UUれ す る こ と は 現 代 の 水 汚 染 に 対 す

る 一つの 挑戦である 。 また、担ｉｬや ｉｾｉ J:; はその{ 妊

夫な 2会 か ら 、 比 る 人 々 に や す ら ぎ を ワ ー え る

惨津 和 野 il t. f日'J! l 川 町 消流を、田J 'i' に制的 nのよう

に は リ め ぐ ら さ れ た 水 路 に 将 い て い る . iALれ る 水 の

ほ と リ に は 、 千 入 れ の い き と ど い た 市 花 、 制 水 な ど

が制えられており、大小色とリど ＱＩ の Ａｅｾ がゅう然と

除 い で い る 。 城 下 町 め な ご り を 践 す lJi ，11'. とあわせて

ｉｾ Ａｬかな水環境を作 ってい る 。

( 7 - 4 : 交 通 路 、 観 光 に お け る 利 用 〉

左 ベ ニ ス 水の布11の名のとおり、 5 7・1移にわん 1111

す る 大 迎 河 に つ な が る 小 巡 河 と 、 そ れ に か か る 無 数

の 備 を も っ 水 の 上 町 都 市 で あ る 。 主袈交i I 1 i として JI1

が似われておりｾ _l 11公害に悩まされている現代行11 di 

にと っ て う ら や ま し い 存 在 で あ る . 中 世 的処築物と

調和I した風1;t が、世界の観光都市として注日され、

多 く の 観 光Il J が行きかう.

右 ・柳 川 ( 福 岡 ) 肝「を縦術に流れる I秘'1m， 水路に、

土 必 ・柳、IE木 、 ヒ y 、ハス、ウ方- j ' ー ヒヤンノス

な ど の 水 郷f;P立の '1' で42 かな '1三前広11覚がつくられて

いる 。 現 在 は ド ン コ li J による川下り観光が行われて

い る が 、 こ こ で も 水 汚 染 が問 問 と な っ て き て い る 。

( 7 - 5 : 水 辺 の 植 栽〉

水と紋はｼ比 Ｑ［ 卓添いものであり、水辺の卵焼を ｩｾｬ

H1 す る う え に 非 常 に if( 裂 な 構 成 物 で あ り 、 的 傾

向(1に Mt k を ほ ど こ す こ と が 必 裂 で あ る 。

( 7 ・6 : 公 圏 内 に お け る 水 辺〉

公 開 は 司i l ( の だ1い の 坊 で あ り 、 水 と 紋 の と リ あ

わせということからも水辺の導入は ＴＱ デ Ｑ ［ Ｚ［ にイ ｦ 企 ｾｊ

な 千 段 で あ り 、 そ の 安h*を 高 め る た め に も 、 そ

の促 ｌ 型 ｉｾ については ｦ ｬ Ｑ［ＧＺＺｬ ［ｾ ［、平 ｉｊ ｊｩ ｈｦｩ￭ から ｼ ウ〉なが ｕ ｉ｜

が 望 ま れ る 。
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砂 中 之島 公 園 ( 大 阪 ) 土佐細川と金 ，［Ｎｾ川 にはさま

れ た 公 園。 水 か ら 人 1111 を守ることが主1 I 1! とな った似j

潮 堤 が 築 か れ て お り 、 む っ と 水 を 利 用 し 、 人 が 水 に

親しめる前日1が必要である 。

都 市 設 計 資 料- 7 - ( 水 辺 の 演 出 〉

A 娼 )11 ( 京都) 都 市 内 の小 河 川 で あ り 、 織 に は 多

111線 の 道 路 が 並 行 し て い る 。 仰 並 木 が 水 辺 と 道 路 の

分離をはかつており、水辺を{ 呆議している .

、_，-- ｾｾ＠

._、、 .• :-: 1.... ‘ JL 

」、ァ. ('0，.軍 』 ー ‘

血明 石 城 公 園 の 白 鳥

ｉ 棋の白 ｴｾ は、 ｲｬＱ 民的 ｔ ー

によ って 寸: られずf てら

れている 。

a 夙 川 ( 西宮市 ) 絵と終的位かな紋が、 r¥' 士)j 主道に

木彬を子高しており、水辺を含めた ｩｬ 引いの喝を従 ｉｊｾ し

ている J 百11 d，住宅 7411 J より

A 須 磨 浦 公 園 ( 神 戸 ) ;!i亜ii2 を; J i j i 1 . 石で処理してお 血ハ ー グ の 公 園 ( オ ラ ンダ) 水 路 と 芝 の ゆ る や か

り 、 川 底 に お り る こ と も 可 能。 平 11寺町水 i誌が無いこ

とから、枯山水のようになっている。

なスロープが、郁市内向公聞として位かな宅H l J を作

。出している 。
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岸 本 正 介

1 . 建 築 計画 の あ ら ま し

工法の決定にも彬響した。

II ) シンメトリーな架滑について SPAN方 向 は

問 題 な い と し て 、 桁 行 j 'i liiJ についてはステージ、

昔話兵庫、シャワー宅、機械宅等の F付属宅を機能

と1Ii1) 斜i を打i う こ と な く 両 端 の コ ア ー に お さ め る

ようとくに配慮した。( 図 2参照 )

111 ) 梁 の 焼 み に つ い て 図 4 に ボ す ご と く 長

1111に大きい 1111げ モ ー メ ン ト を i"l 1 l 3 . するので後み

が宮11村決定の大きい要点になる。

この品l ! t ; Yi の士j .J令、 S P A N万li lJ の 俊 み に 桁 行 方

IIl J の 後 み を プ ラ ス し て A与えねばならぬことにな

る。

プ ー ル 下 の 大 梁 i アルミプールの下凶j に 平 均25

cm厚 の 砂 を 入 れ る こ と に よ リ 梁 の 俊 み は プ ー ル

SPANの 11300= 4. 3cm以下に 111
1
さえるよう巧え

たカヘ

O  max= 3. 44cm=  e  1508<  e  1300 

体 育 館 下 の 大 梁 ， 体 育 用 の フ ロ ア ー と し て 2 cm 

以 下 の 下 の 後 み に 1111さえるよう巧ーえたが、

O  max= 1. 43cm=  e  /1217<  e  1300 

ｉｖ Ｉ ｾ 断力について コアー古I¥{: ，i 柱について

検討すると、

長期II IHげモーメント

軸 }j l i IJj )

明断 j )

I也記fU寺1111げモ ー メント

判IHl i ' J 7)

明断7)

自 Ｑｉ 心苦 ＱＱ の学校の ｦ�ｬｪ にもれずｾ，￬ ｬ Ｈｩ也伏少に悩むｼ百 ｬ

校の 11 1J.i 1 : 本を解体して l 階を{ 本 ff 肘 ピ ロ テ ィ ー

に、 2j :骨に屋内体育館、さらに出上に 25M6 コ

ースのプールを設立tすることにな っ たものであ

る。 ( 図 1)  

2 . 基礎地業

G  L  - 4.000に Nftl[ 30の 1Mがあるので安全にみ

てI也耐 J) 20T 1M
2  

( 民 j切)40T 1M
2  

( 剣 JYI ) をとる 。

3 . プ ー ル を う け る 屋 根梁 に つ い て

P C梁 む 一 応 は 巧 え た が 梁 if(l，eと、立J也粂 1'1'

よリ主筋引 Ｇ［ ｬ ｾ の施工の確実 Ｑ ＢＱＺを得心するに歪ら

むか っ た。

結" *、 D. L の減少と施工性を. f ( 枕して S iil を

Jよ用した。

4 構造計画

ｾｲ， ｪｾ 出 ｬ こ ｓｒｃ のコアーもをち、

その聞に鉄竹大トラスを当日附する

よう At- えたが、 1 1務 7 - 10911川 を

技術主にすることにな っ たので、

1 1滑 に 文 位 を 設 け る こ と に し た。

地 以 j) の 処 理 と し て は 桁 行 }j li'l は

こ の 大 ト ラ ス と コ ア ー に よ る ラ -

j ンにより解析し、 S P  A  N  })i i'J 

はl山j Ａｊｾｾ コアーのみで処理させるこ

とにする 。

3  - 9  $'リの S P  A  N  }j li'J のラー

メンは Ldlll 応 力 の み に て 解 析 す る 。

( 図 2 )  

5 . 設 計上 の 問 題 点

1  ) 軽 量 化 に つ い て 図 3 にか

す と お リ 、 プ ー ル の D. L が大きい

の で そ の 他 D. L の 減 少 が 不 可 欠 の

要よとなる 。 体 育 室 の E灯耐をカ ー

テンウオールにし、その他の材料、

図 3 設計用床荷重一覧表 '[i .f，): kg/m'  

日本橋中学校体育館の外観

ロ

的

-

N

D

h

岨

.

36. 7 t m 

453. 5 t  

55. 5 t  

840 .0  t m 

106. 5 t  

187. 8 t  

コア- P i l Sの! 立厚を 20- 30cmとして活用したこと

は L ちろんである 。

v ) 意 匠 に つ い て 建 物 の 性 総 上 か ら も ダ イ

ナミッ 7 に 椛 造 を 表 現 し た い と 弔 え た の で あ る

が、折慈しく建築資材の高騰にあい、市- t 火被 fil

材そ の 他 のi選定に ilill 約 が 多 くて所JlIl の 目 撚 ど お

り表現 し得なかったことは残念である 。

6 . 焼 み の 測 定 に つ い て

プールと L 、ぅ.f1l l 匁! 的な ι|在荷条例ーを jf! il えて、大

ＱｾＱＮＡ 実物実験のまたとない施設であるといえよう 。

後 み 尖 験 の 誕 付 け が あ れ ば 、 も っと経済的な苦1¥

付 設 計 が 可 能 に な る と 巧 え ら れ る。

一 方 大都 市の 土J也事情か ら 与 え る と 、 体 育 館

の 上 に プ ー J レを設置するような必要性は将米ま

すます高まろう。各位資料の 千 ｾ ｬ み ｩｦＨ ねの上によ

り安 全 に 、 よ り 経 済 に 設 計 が す す め ら れ る よ う

願 う も の で あ る 。

7  おわりに

こ の 計 画 を す す め る に あ た り 大 阪 市 怨 築 局 の

生凶諜民、岡本主査の完全なご理解をいただいた

こと、 ｪ ｛ｩＺ畿大の ｩｍｩ 好 Ｗｾｓ 君に何かとお力添え願

つ た こ と に 深 〈 附 し て い る 次 第 で す。|

主s築家として、むしろな l斥サイド町小生に r hYl i主的A J を受

け持たせるニとに特別の. ¥: ! 図でむあ ったものか. 敢えて' *

w， した次那ですが、何かのお役に ¥L てば幸いである .

( きしむと しようすけ株式会t I : K 附ili 研究所所以)

φ ① ① ① ① ① ① o  

図 2 伏図および A 列軸組

ス 7  プ 用 ラ ー メ ン 用 i-l!! 震 周

D .  L  L . L  T . L  D .  L  L . L  T . L  D . L  L  .  L  T . L  

屋 上 ( コ ア ー) 580 180 760 580 130 710 ' 580 60 640 

プールサイドヤヰ 460 360 820 460 330 790 .460 210 670 

プールサイドヤネF 410 60 470 410 30  440 410 
。

410 

プ ー Ｉｾ＠ 下 2180 60 2240 2290 30 2320 2320 
。

2320 

屋 ヰ毘 庇 450 60 5 10 450 30 480 450 
。

450 

3  F ギ ャ ラ リ ー 320 300 620 320 180 500 320 80  400 

コ ア 一 部 床 480 360 840 480 330 810 480 210 690 

F皆 段 室 720 300 1020 720 240 960 720 130 850 

体 育 室 床 4 10  360 770 410 460 870 410 360 770 
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エアーカーテンについて

松 山 昭 三

エ ア ー カ ー テ ン と は 、 フ ァ ン に よ っ て 笠

公を l吹 き 出 し 、 空 気 の カ ー テ ンを 作ること

に よ っ て 、 宅 内 外 の 熱 交 流 を し ゃ l析すると

ともに、ほこり、央気、! i t などが宅 Iλj へ U

入 す る こ と を 防 止 す る も の で あ る 。

従 来 は 、 と も す る と 重 い 欽 の 日r，や、カ' ラ

スドアのみに紅l っ て い た が 、 エ ア ー カ ー テ

ンを 使 う こ と に よ って 、 つ ぎ の よ う な メ リ

y トヵペ刊らJ . L る。

エ ア ー カ ー テ ン の 効 果

1 . 断 熱 効 果 室 内と 室 外 に 温 度 差 が あ る

場 介 ( とくに 反 と 冬 ) 冷気と l吸 気 の 凱 交 流

を70 - 90% しゃ 断 す る の で 熱 机 失 が 少 な く、

冷 房 あ る い は 暖 房 を よ り 効 果 的 、 経 済 的 に

す る こ と が で き る 。

2 . 防 塵 効 果 出入口が| 刻版状態 の と き に

くらべ、宅内へｦＭＩ入する ｊ 皇 ｉ 丈は約ｙＺ￭Ｍｾに

減少する。

3  防 臭 効 果 腔 域 の 場 合 と 同 じように 、

主体l 外の空気の移流を| 幼ぐため、! よLの流入、

i1It l

l

l
l

l を防止する 。

4  防 虫 効 果 ホ コ リ や 央 は も ち ろ ん 、 拠

中1t¥15mm以 下 の 小 さ な 虫 で あ れ ば ほ と ん ど し

ゃ断できる 。

エ ア ー カ ー テ ン の ，/:-j) 来 に は 、 こ の よ う な

I{( 般 的 な も の 以 外 に 、 自 に は 凡 え な い つ い

のようなタ1)米 が あ る 。

1  .  ./c リヒげ明大カ、 Jt J l 待できる 。

ドアカ f ピタリと l!f l じらJ . L ている! 万はなん

と な く 人 り に く い が 、 エ ア ー カ ー テ ン は 笠

公 の ド ア で あ る た め 、 公 約 に 立 ち 滑 り や す

くなり、 売り上げ庁! 大に つ な が る 。 ( 三炎

屯機 の， ｾ Ｑ ， ＱＱ 正 では Ｒ - 3 ;守IJ のお終さまJ t ' : )  

2 .  _1二場などにおいては、術物. i j f j鍛時にお

50 往築と社全/ 1976年 2 月号

ける余分な労ブj が n け る と と も に 、 宅 r"J ｉｾＧｬ＠

rJl が li ，J j 二するため能 率 ア ップ に つ な が る 。

エ ア ー カ ー テ ン の 普 及

エ ア ー カ ー テ ン は 1951年 に ド イ ツ で 試 作

されたが、 u 本 で は 1957年 に 第 1 号 機 が 完

成 し た 。( 三菱屯 機 で は 業 界 に 先が け て 1965

年 か ら llli朝日l 始 )

日本における Js 史 は ま だ 10年 利 皮 で 、 新

しい商品であるが、 j[ i : 年における i'J- & J 立は

お し く 、 台 数 的 に み て も 年 中20 - 25% の や1
1

長 を 示 し て い る 。

この原! 苅として J
、よりよい

EJ2境づくり砂

いよ り砂 ｉＩＪＨｉＨｊｾ 投資砂というなぷ変換 のＮｩｩ主 以

が大きな袈ョおとなっている 。

M 社 の エ ア ー カ ー テ ン の 特 徴

エ ア ー カ ー テ ン の*J
似 に は プ ロ ペ ラ を 使

っ たものもあるが、 M 主1: の エ ア ー カ ー テ ン

を{ 9IJ にとると、 「しゃ 凶iJ とし、う 日(I(
j(こ )1止も

i直した空会L の 流 れ を 仰 る こ と の で き る 「 ラ

イ ン フ ロ ー フ ァ ン 」 を t*
則しているので、

つ ぎ の よ う な 特 徴 が あ る 。

1  薄くて中 ｉｾＩ ，よい板状の旦 ｉｬ 氾 ＡＨｉＨｊ なしゃ断 ｩＯ［ｴ

カ{ ｦｾ｝Ｚ ら ｴｌ る 。

2 . 主主流された乱れのない
j瓜 の た め 、 到 i主

ｾｉＡＺ向性 Ｈしゃ 陶 ￭ｾ 巨向 ｯ カ<J乏〈国益71dt もiH: い。

3. ラインフローファン独J ' i のセルフクリ

ー ン 効来 が あ る た め 、 羽 似 に ゴ ミ や ホ コ リ

がやJ; 訂することが少なく、 h刊 aが 簡 単 で あ

る。

ＴＮ コンハクトでしかも Ｇｉｆｾ .:，:' の た め 、 設 iFt

工 ・
J
1-がfiii

lji. である 。

5  制IJ 乏 い フ ァ ン の た め 、 従 れ た デ ザ イ ン

カ匂4} らi L る 。

小 型 か ら 大 型 ま で28機 種

エアーカーテンは E没i丘 す る 場 所 の 条 件 ( 一

般工場か商J ; l i か、取り十I'ft ，ＺＧｾさはど のくら

い か 、 ど ん な n(I(J に 使 う の か 等 々 ) によ っ

て 機 約 が 災 な る

MUの エ ア ー カ ー テ ン は 、 ど の よ う な 粂

('1ニにも対応できるように 28機 的 が 取 り 揃 え

ら ｨ てし、る 。 とくに ｉｉｾιＧ ｦＮ Ｄｊ￭Ｉｾｾ Ｇ ι した ＲＰＰφ

大 引 エ ア ー カ ー テ ン 2 i幾何が}JII わ っ たこと

に よ り 、 さ ら に 充'λ した 。

参巧ーまでに機的系列を桁介すると、次点

の と お り で あ る .

暖 房 機 と し て も 使 え る ワ イ ド ヒ ー タ ー 型

ワ イ ド ヒ ー タ ー エ ア

ー カ ー テ ン は
i
ドに主| 刈

とむ外をしゃ断し、 J令

主t の 似 人 を 防 ぐ ば か り

でなく 、 熱 交 J処世誌 を剥l

み 込 ん で い る こ と に よ

っ て II .i U; 5 機としても使

川 で き る ( j143L または

iAla. J K をN! 月J )，1I ) 2); 5自E: ) J

は ＱＱ む ＺＧｾ Ｗ Ｕ ， ＰＰＰｋ c al 。

M 社エアーカーテン仕機一覧表

;1; lm1壬 L< さ ' ，t; : 尚! イ{ 効し ゃ附，11' 融

60cm 

ト一一一一 'P-lI l  100 V  

90φ 90 *'J 2. 5  m 

，etz
，

h  

1p 
ト一一一 50/ 60fl ， 

120 

60cm 

トー一一一

Iji .制1 100 V  

i開
取 150φ 90 

50/ 60 H， 

約 3. 0 m

←一一一一

H  
120 

I/i 

形

60cm 

トー一一

三相J 200 V  

150φ 90 

50/ 60H， 

約 3. 5 m 

ト一一ーー

m 
120 

60cm 

トー一一

'j i.相1 100 V  {  

J'P 150φ 90 *'J 3. 0 m 

G  

トー一一一

50/ 60H， 

K  

込

120 

ff i  
取

)  

十i

60cm 

三打1 200 V  

ff i  150φ 90 

50/ 60H， 

*'J3. 5  m 

120 

?  ［ｾ＠ 90cm 

131 
90φ 

三割1 200 V  

*'J2. 5  m 

形ヒ
50/ 60 H， 

120 

60cm 

一
"品

.  

150φ 90 *'J3. 5  m 

一
取 120 

三割1 200 V  

1  
50/ 60 H， 

H  

ff i  

100cm 

200φ ト一一一 *"J5. 0  m 

務 120 

e
へ

"  
1世

150φ 100cm 

三制J 200 V  

*"J3. 5  m 

m /OjI 50/ 60 H， 

11I 

(  

ワ 'j[ 1I 1  100 V  

イ

90φ 100cm 

50/ 60fl ， 

*'J2. 5  m 

M 

F  

K  ヒ

Ｑｦ ｾ＠
P  

)  

150φ 138cm 

三相I 200 V  

*'J 4. 2  m 

百3 50/ 60H， 

60cm 

保

4

，

3

白

1

、

90φ 90 1([ 流 12 V  約 2.5 m 

m 

120 

大 型 エ ア ー カ ー テ ン の メ リ ッ ト

) c 'I'i ェアーカーテンは 200φ の ラ イ ン フ ロ

ー フ ァ ン を 使 っ て お り 、 し か も 11欠:H11 中日ヵ、

150φ 引 の 約 2 f庁 ( 13cm) もあるため、 fl!l J J!li¥ 

にむ' ; ; 1¥<、 ji¥J ｌｬ，ＮＮＮｾ さ Ｕ m グ)1;1U J しゃ附} カずて'

る。 こ の 機 利 は l_f b!ti 最大級の大きさで、

)<:!l'.J! 冷 j様w、 冷 凍 ); 1，、工場、f i - JoI l な ど の 大

きな ｈｾ 入 Ｑ Ｑ 川に以 ｩ 直 である 。

×  ×  

以 上説 明 し て き た よ う に 、 エ ア ー カ ー テ

ン は 今 や 工 場 、 間 的 な ど に と っ てうにくこと

のできない ｩｦｦｪ ＧｾＧＱ に成以している 。

( まつやまし ょヲ ぞう 三}，'，t;:俄1(1.中。 l' 川製作所機2; 悦1 県民 )



施 工 材 料 の 頁

の

性

C

物

R

の

o

G

そ

2

ル

と

イ

況

フ

状

ム

発

セ

開

その 1

垂 水 正 彦

は じ め に

セメ ント 製品をより軽〈、より強〈、 nEむな

デザインで造りたい ーこ の夢を実現したのがセ

ムフィノレ G R C である 。抜1i1'のヲ I ｾ｛ｾ＠ 1)  ｾｾｕ ｊｴ を耳 ｔ

するガラス繊維と圧縮に強〈長い歴史にｾイ・ ｬ け

されたセメ ン ト、この結びつきは長〈待ち望ま

れたものであった。しかし一般にガラスはアル

カリに弱〈、セメントは水利反応の際j笹縦する

水商変化カルシウムのため非常に日' : j いpHを示し、

この結びつきが容易に実現しなか ったわけであ

る。英国ピルキントン社の開発になる耐アルカ

リガラス繊維セムフィルの出現によ って はじめ

てこれが可能になり 、セム フィルを使った G R

C 製品が日本でも続々と誕生しはじめている 。

G R C製品開発の現状

英国建築研究所 ( B R E ) とピルキントン社

の大規技な共同開発がi並み、 1973年ライセ ンス

に踏み切 って以来、英国、西独、スウェーデ ン

などヨーロ ッバ諸国、アメリカ、カナダ、オー

ストラリア、南ア連邦などの国々で G R C製品

の実用化が進行している。

これら諸外国の例において、日下最も地工例

が多いのは建築外壁であるが、ダ クト、トラフ

などの，建築部材、捨枠など幅広い平I j J:rlがなされ

ている。

紙而の百I1合でその代表的な WIJ を二、三ご紹介

するにとどめる。

写真 1 はロンドンに建てられた 11階挫マンシ

ョンであるが、この建物の側壁、階段室まわり

およびペン トハウス部に G R Cのサンドイツチ

パネルが使用された。片而 6 ミリの G R Cでス

チロールの芯材を含み、 l 平方米当たり 21kg と

いうきわめて軽量な外壁が陥成されている。

写真 2 はロンドンのオフィスビルに使われた

伊 ｉｊ である 。 デザイン性を生かした設計て｜特ｾｾ己

な断面を有する G R Cパネルて。ある。 7[ : 符建てい

約300枚の G R Cパネルが使用された。

写真 3 はG R Cにて憐成されたユニ ッ ト型プ

レハプ住宅の例て¥木製の骨組および、岩約ま

たはガラス繊維断熱材をつつみ込んだサンドイ

ツチ型のパネルでユニットを組み立て、これら

を組み合わせて全体を 稿成し ているι 。 lω0' X  1ω0'  

X 3ω0' のユニツトて

3 臼問てで‘ t組且み立てででb きる 。

写真 4 は英国のあるビール駁造工場の床 ( ワ

注) セムフィル" はピルキントンキ上の I111発した耐アルカ

リガラス繊維の名称、 CRC" li Class Fiber Rein・

forced Cement  ( ガラス織維強化セメント拠品)の略

写真 2

ッ フル ・ スラプＩに使用された ｇｒｃ 拾枠の ｪｾｉｊ

で、上階に見える G R C製のf l ' j ( 1. 2 mX 1.2 m 

X  1  m) を伏せて こl E べた後、必要な配筋をして

コンクリートを打設し、大面般の床を情成する

方法である。

日本の状況をつぎに紹介する。 日本板硝子が

1973年; j ミに将人し、以米 1f. 1内で紹介活動を続け

てきたが、昨75年中には、 G R C 製品を製jit し

供給できる会社がほぼ会同に分布した形ででき、

建築外壁を中心に、いくつかの物件も完成を見

た。今年はいよいよ本絡的に G R Cが線用普及

されるスタートの年になるだろう 。 1975年中 lこ

砲工されたもののいくつかをここに紹介する。

写真 5 は千葉県狛市に処設中の 7 ンションの

例であるが、 10階合計60戸の建物の北 jf!l l全而に

わた ってG R Cのパネルが泊工された。風圧試

験、水密試験、耐iM試験をくり返し、基準厚味

8 ミリの特殊なリプ椛i立を持った単位階造のパ

ネルで、耐火断熱材が吹きつけられた。

写真 6 は小形オフィスピルに燥用されたもの

で、 3300X 1600のパネルが約 100枚地工された。

写真 3

写真 5

写真 6

G R Cの特長と用途

セムフィル繊維を使用した G R Cの特長は、

まず何より完全な不燃材料であ 1 しかも、機

械的な ｾｾｕ 交が非常に高いことである 。とく に ｩ 奇

怪強度は従米の無機複合材料にみられない高い

11立を示す。 また適当な成形方法を採ることによ

り、 n II Iなデザインを可能にし、従来セメント

コンクリート製 IT1では考えられない形状の簿む

の製 品 を ｾｩ 主する ことがで きる。

以上の特長を生かしてつぎのような分野への

用途がl ) 日けはじめている 。建築関係は先の施工

例にもあるごとく、外壁パネル類を中心に、内

装材、内装下J也材、ダクトなどのほか姶枠やカ

フセ/ レハウスなどに及んでいる 。

土木分野では捻枠、ケーブルダクト、擁壁材

などのほか、最近では防音壁、遮音壁への利用

もはじま っている 。 その他海洋関係、必j ' f i l ' i 産

業などでもポンツーン、タンク、サイロなどへ

の利用が計画されている 。 ( 次 号 に つ づ く 〉

( たるみずまさひこ 日本t圧倒子駅新JJ1: J;;;(; 本部 C R C

部主席代 Mi )
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日 本 建 築 開 駅 よ り 園 |

GENERAL' BUI LDI NG RESEARCH CORPORA Tl O N  

本試験所 ⑤ 565 吹 国市疎白台 5 丁目 125 電 話/ 大阪 ( 06) 872 - 0391 代 表

大淀分室 ⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電 話/ 大阪 (06)  351 ー 7217

第10回国際建築 ・期寸見本市を見学して

111;年 ( 1975 ) 11 月 、 パ リ 市 南 端 の ベ ル サ イ ユ

見 本 市 会 場 で 開 催 さ れ た 第 10回 国 鉄 建 築 住 区三玉1

材 見 本 市 B A T I MAT ' 75 ( 会期 11 }-j 20 - 30 日の

11 日1:¥1 ) を 見 学 す る 機 会 を 得 た 。

こ の 比 本 市 は 第 1 回 以 来 問 会 場 に お い て 隔

年に |捌 か れ 、 毎 回 あ る テ ー ? の も と に 11:. < フ

ラ ン ス 内 外 か ら の 展 示 品 を mめ て い る そ う で

ある 。 今回の主要テーマは、| 幼 1' l Ｎ 防 ｩ￠ｾ .  Jtfr 

熱 ・熱『ドj 粍 対 策 ・完 全 l暖 房 で あ り 、 こ れ は一

昨年のエネルギー危機以米、わが凶でも| 関心

の 払 わ れ て い る テ ー マ で あ っ た 。 日t: t l 、主主築

材 料 の 熱 ・? ? 寺駅試験に携わる鋒者にと っても

各 国 、 各 メ ー カ ー に よ る エ ネ ル ギ 一 節 約 へ の

取リ組みが展示されるものと大いに ｪｾＱ 待した

次 第 で あ る 。

築内ノ マンフレ y ト に よ れ ば 、 出 品 26 ヵsi l、

会 社 数 に し て 2500社というから、 1 万 点 に 近

い 商 品 が 並 べ ら れ て い た も の と 俄 定 さ れ 、 会

場も 6 隙 の 展 示 館 、 そ の 周 辺 の 路 上 展 示 場 あ

わ せ て 延 16万 げ と な っ て い た 。 先liJ共としても

相 当 大 き な も の で あ る 。

ともあれ 2 日 間 と い う 組 い 日 総 で 全 部 を く ま な く 見 物 す る こ と は

も と よ り 不 可 能 で あ っ た の で 、 第 1 日 目 に は ど こ に 何 が あ る か わ か

る位皮に会場を一巡し、 2 日目に前日チェ ッ ク し て お い た 展 示 場 お

よび前々から興味をもっていた; 窓サ y シ 、 断 熱 材 な ど の コ ー ナ ー を

¥点的に姐ることにした 。

わ ず か 2 日間の見学であり、大きな産I i をして海外の材料三jE怖 を 知

るわけにはいかない 。 しかしそれでも、 ｬ Ａｬｩｾ土の ｩ 主いというか、伝統

の i主 い と い う か 、 会 場 を lli っ て い る う ち に 耐 白 〈 感 じ た こ と も あ っ

た の で 、二 、 三 ご 紹 介 し た い と 思 う 。

x  x  

このよ止本市は国際建築 ・建 材 凡 木 市 と 一 応 国 |僚の 名 は つ い て い る

も の の 、 展 示 品 は 圧 倒 的 に フ ラ ン ス 製 品 が 多 〈 、 あ た か も フ ラ ン ス

産業見本市のごとき感があ っ た 。 ｾＱ ＮＱｩｩ ｦＭ別 では次いで西独、イタリア、

イ ギ リ ス 、 ア メ リ カ 、 ス イ ス な ど が 述 な り 、 日 本 か ら も ホ ン ダ ・目

立 な ど 11社の出品主主主主があ っ た 紋 織 で あ る 。 もっ と も 日 本 か ら と い

って も 現 地 の 提 携 会 社 名 で 展示 さ れ て い た 由 、 探 し て 分 か ら ぬ も 逃

避 で あ っ た。

会 場 ー の 雰 囲 気 は 日 本 の 材 料 展 と 比 較 し て 、 や は り 図 柄 の せ い か ど

こ と な く の ん び り し て お り 、 ワ イ ン を{可l け な が ら 商 談 を し て い る 光

11t に は 、 続 き も し さ す が フ ラ ン ス 、 と 思 っ た 。 ま た 「 ど う ぞ い ら っ

しゃいませ。 何 を 差 し 上 げ ま し ょ う か 」 式 に 近 づ い て く る 人 が 少 な

い の に 大 助 か りで あ っ た 。 この ，1.'，入、 J??学: に対する不安に Ui わ さ れ ず

自 分 の 見 た い も の を 見 る こ と が で き た の で 、 か え っ て 有 事uか っ た。

会 場 で の 言 楽 は す べ て フ ラ ン ス 諸 が 使 用 さ れ 、 日 本 を 発 つ 前 3 巡/ l il

ほど特部I1 し た 成 栄 は ポ ン ジ ュ ー ル ・7 ドモアセ・ル 、 メ ル シ ー 以 外 あ

ま り 役 に 立 た な か っ た が 、 そ れ で も 各 メ ー カ ー の 展 示 コ ー ナ ー に は

スザンヌ ・ プレシェ ｹ トに似たｾ ｾＮ 吾のや、できる受付Ａｩ￭ｾカ旬、たりし
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第 1 図 見 本 市 会 場

て 、 結 構 楽 し い 思 い を し た 。

者 組 合 団 体

基 礎 建 築 材 料

基 礎 工 事 用 部 品

防 水 材 、 ジ ョ イ ン ト

各 樋 ユ ニ y ト

工 具 類

6 ・路上展示場

( プレハブ住宅

現 場 周 施 設 、 機 器

見 本 市 に は 商 売 が か ら む か ら 仕 方 が な い か も 知 れ な い が 、 会 場 を

凡 て 、 歩 い て 、 感 じ た こ と は 、 テ - " 7 が 今 日 的 な 問 題 を と り あ げ て

いる' ，!iIJ に は 、 現 在 努 力 し て い る 姿 が 示 さ れ て い な い よ う に 思 っ た 。

側 々 の 展 示 場 に 行 って も 、 音 の 透 過 般 失 、 熱114た 率 、 あ る い は 熱 伝

持 率 な ど 、 エ ネ ル ギ-1: :1組 を 巧 え る 際 に 必 要 な 材 料 の 物 珪II 的 性 質 の

表 示 に 乏 し か っ た の は 銭 念 で あ っ た 。

x  x  

今 回 の 見 本 市 見 学 で一 番 楽 し み に し て い た の は 「窓」であるが、

: 容はその数およそ 200 ぐ ら い の 展示 が あ っ た。 ほとんどが回転式、

写真一 1 内開き内側し窓の例 (WI NKHAUS社、西独)



内 I) ，J き、| 川j1l しの釘l で あ り 、 な か で も ハ ン ド ル の 操 作 に よ っ て IJ ，J

} j を1会 え る こ と の で き る いIJlfJ き内 ＱＱＱｊ しＺｾＮの多か っ たのは、この ｽｊＮＨ ぷ

会 の特 色 で あ ろ う ( 写 真 一 1 )。

どの: 舎も、カ' ラス・J' 法、イ企 1 ｾ Ｎ、作品 ＱＱ とも大きく、わが川 の Ｎｦ Ｇ ，Ａ良い

人ーささをもつ づIj 畠ぃ: 舎を比馴れた 11に は 、か な ') '1' ( そうに H央っ たが、

いぢ株約してみると Ｏｊ 外と併し、のに Ｎｴｬｾ き、期 ＱＱ れたら似いやすいだ ろ

うなと .'0.' ，、 っ た。

第 2 図 吸湿材入リア J レミサ ッシ ( ROTO F RANK社、西独) 写真一 2 同左

写真一3 断熱屋根下地材 (FI BRALl T H社、フランス)

写真一 4

窓枠付プレハブファサード

( EEPI 社、フランス)

日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 42.

ｬ 民 主 ｪ 、 ＱＱＷ｡ の数ではフラ ンス、次いで 凶 ｾＡｨ 製が多か ったが 、 ｩ Ｎ ，Ｈ ＧＺ 袋川 ＱＱ ＱＱ ｩ

に使うようなキむ Ｑｭ なデザイン ＺｦｩＮ は札正してフランス裂であり、 ｬ Ｇ 可 ｾＱ｜ｾ

はf i : ' 記 ・工 場 . 'Jq J" ij j - 吟' k HJ (I( J な も の が 大 半 で あ っ た。 ガラス :!fi. 一

つをと っ てみても、 l山i lli jの 11<11( '1'1ーを 対 比 し て い る よ うで 1(l i l' l か っ た 。

デザイン; 窓を除けば、ベアガラス似 JrJ が 一 般 的 だ ったが、 1mけ ば

ヨーロ ンパにおいて: 容は断熱ドl が 約 ー の 条 ('1であ り、il' I'-t 'l aの し や す

さ が こ れ に 次 ぐ 、 と い う こ と だ った。 怖かに旅千j.tj ，に jill リ過 ぎたヨ

ー ロ y パ の街々の: 容がよく l内 か れ て い た 記 f昔、は今でも鮮明であるが、

1 : . の巡行試験を H 々 の 制 に し て い る ĵ ) :者にと っ て こ の と き の 万 x は

印 象 的 で あ っ た。

これら l長刀、: ぞ. は、主場j 村 lば1. 5mm . f ' ，・伎のアルミサ ッシ が 太 郎 分 で

あった 。 しかし ー ん ・では 、アル ミあるいは 出ビ材を要所 ｬｾ 所に使 っ

た 木 製 サ y シ も 多 〈 、 ヨ ー ロ ッ パ人の 木 村 に 対 す る 愛 Ji をよょせられ

た よ う な 公 が し た 。そのような木村仙則が、来たしてヨーロ ッハ 人刊

の 木 村 愛 好 心 に あ る の か 、 ヨ ー ロ γ パ では現イ1:.1c .H からアルミ 村 へ

の移行泊中 ｉ ｉ ｾ Ｎ ，こあるのか、断熱 Ｈｉ Ｈｊｊｾ｜｛ ｉｊ でそうなっているのか、これは

興 味 の あ る 問 地j である 。

そのほか珍しいを. では、ペアカラスの附の水 j 再会Lをl以収して冬J l J I

の 内 部 結 泌 を 11.わ l二し よ う と す る 新 し い 試 み も あ った ( 第 2 図 、 写 真

一 2 )0 1吸i.!J .H は白色事ι 状 の も の で、 説 明 に よ れ ばSi l i c i um Ｈ ｊｉ ｾ ，ｻｦＩ＠

と い う こ と で あ っ た 。 JI :泌 土 あ る い は シ リ カ ゲ ル の まJ[ で あ ろ う と 思

7 。

ｬｾ Ｇモ Ｍ 天ｾｊＧＮなどの断書品村については、 ｭ Ｉｊ行発 ｲ 包ｻ本 Ｈ スチレン、ウレ

タンなど) を芯村にした木℃セメント似、パーティクルボード _' Iix 'l't織

品1I ;. f ) J i のサンドイ ツチ ノぞネ ル が よ く 自 に つ い た 。 プ レ ハ ブ U: :七の ti?' 似

下 地 に は そ れ ら 100mmJI):.f '，l J 立が断熱材として、場合によ って は そ の

まま化粧に使用するらしし、 。

最 近 の わ が 固 め プ レ ハ プ0:毛でエしのとめ zr が薄し、野地似をi J f i して

小 屋 袋 に 迷 し 、 結 以 す る 伊IJ を し ば し ば JifJ くが、このよ うな サ ンドイ

ツチノ マネ ル を 野 地 械 と し て 、 あ る い は 母 屋 の 下 地 付 と し て 使 え ば 、

か な り の 住 宅 が 小 足 袋 結 以 を 回 illi で き る も の と 思 っ た。

写 真 一 3 はノ マリ近郊の 作 桜 メ ー カ ー に よる出品て¥民似下地に 100

mm厚ノ ぞー テ ィ ク ル ボー ド の 鮒} 1 ¥1 発泡体サンドイ y チノ マネ ル を 取 り 付

けた伊IJ で あ る が 、 こ れ に よ って 断熱性が従来のものより半干し くII' )上

したという。

バ リに お け る 年 111111是)j J 度目 ( 室 内 の l暖房 11寺における宅内主i . il ，i l S' C 

と 毎 日 の 平 均 外 気 温 の 差 を }J II $'): したもの ) は、約2800・c .日であり、年

間 を 通 じ て H是b } を必要とする位J立 は 日 本 で は 仙 台 、 新if. j あたりに 相

当する 。 冬 期 の 浪j立は日本 の } j が 低 〈 、 ま た 生 活i様 式 に よ る 宅 内 空

気 状 態 の 差 が あ る か ら 佐 々 に 比 較 は で き な い が 、 寒 冷 地 のhl 似 下 地

に こ の よ う な サ ン ド イ ツチ パ ネ ル を 使うことは、| 坊1 [，あるいは結成

を| 坊ぐうえで一つの有効な万法であろう 。

x  x  

会場をまわって、 J妥令 ジベ ル を 用 い た 北 l款 の 工 場 生 産 梁 桁 、 シ ャ

ッ ター ・ブラインドを前総にする窓、大型石P . ti石 ・セラミ ッ ク内外

装 材 な ど の 辺 自 さ は 、 ヨ ー ロ ッパ建築の伝統を峰、じるに十分であ っ

fこ。

け れ ど も 現 代 新 し い 試 み が な さ れ て い る 建 築 の 工 業 化 に よ る 往 築

構 成 材 、 例 え ば 、 窓 枠 付 プレ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト フ ァ サ ー ド な ど

は 路 上 展 示 場 に 二 、 三イ本並べ て あ る だ け で あ り 、 展示 に も う 少 し 力

が 入 れ て あ っ た ら よ か っ たと忠つ 。 と い う の は 写 真 一 4 に そ の う ち

の 一 体 を 示 す が、 こ の よ う な プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ート 版 を 用 い た

工 業化 部 材 の 断 熱 化 が フ ラ ンス で は か な り 成 功 し て い る 、 と い う こ

*  とを 、 前フランス国立 研 究所所長プラ ン シエール氏の論述て Ｇ Ｍ ｾ ｉ｝ り 、

興 味 を 持 っ て い た か ら で あ る 。 ( 主 任研究. w + 倉 敏 )

( 本規 格 化 作 業 へ の 正 一 万 昭 和49. 4  日 本 問 団 住 築 附

アルイハ昭和50. 5. 京仰大学辿築科における講掛( )  
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昭和 ＵＰｾ 手度 ・ 第 Ｖ 回若い会員の 集 い

建築家のための

「みどり」学習会

第 4 回

( み ど りを 建 築 に 考 え る

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン と 樹 木 ス ケ ッチ

レ ポ ー ト

秋 も す っか り 深 ま っ た私T I i ，M. 物 1，.1 でt <i 4  

Inl の総の' 下例会は fmされた 。 こ の 地 は JI({ 刷l

16年から終戦まで、大阪. - 1 ，輿 'IE桁 舶 訓 練 ju

坊 と 呼 ば れ て い た 。 il Il U; ; ( μ 三安殿のあるイミ

ili ＧＱ Ｑ ＯｦＱＲ はその当 ｈ 与を ＱＮｻｾＮ ばせる他物である 。

ず大阪市立大学迎' 予古11の立イヒ先 ' 1えに 刷 物

1' :¥1の 概 要 説 明 を し て い た だ い た 。

IJt:j i: t 近代干l' ‘iとの始まりは中!I'( すか‘ ! : であり、

机 ＱＰ 也の ｴｾｩｊＩ［Ｈ ｉ Ｉｦ ｊ 発の発以に伴い、中 ｉｉＧｪ 物分対 ｬ

研究上中Ili 物ｼ事 ｬ が設けられた 。 ｍ｛ｾ 下てがは泌，Ｇ［｛

分 Ui などの1 i Jf 究が，li ; f ミからあり、 n - 1' では

将九l' 家の築市| 近lが 小 石 川 ，fili 物 問 に な っ た。

，fi- di -I' II( 物 l利の場令は分J l ii 学 的 な こ と だ け で

な く 、 日 本 の !'! 然 刷 物i斤泌を 1
1
j.JJL しようと

い う こ と で 、 北 海 道 か ら ) L州 ま で 11 の 1M林

引に分け、 M.物の{ 討r( から! t めて、 JI( {f 1126年

以米何年 Ｗ ， ＰＰＰ ノドを中 ｉｉｕＦ し続け、や っ とＩ，ｾ本

ｊｾｲｾ カずできあが っ たＱＧ ｾＱ［ 皆であるという 。 ＱＱｾｫｾ

の 完 成 ま で に は 300年 は か か る で あ ろ う と

い う 気 の 述 く な る 計 画 で あ る が 、 世 界 て'柿

に み る 植 物 の22か な 文 化 国 家 で あ る f Pj>: で

は 、 ま だ 足 許 の 研 究 が 少 な く 、 今 後 人 為 社

主 と 同 一 レ ベ ル に 成 1) 下 っ て 、 *，kを 取 り 入

れ る 可 能 性 が あ る の に チ ャ ン ス を 逃 が し て

いることの万カず多いのではあるまいか 。 週!

角干のない施主には、ゴチャゴチャ説明する

より、チャンスのj l l i _ った折にピ ッ クリする

だ け の も の を 抗IJ っ て 「ど う や エ エ ヤ ロ ウ / J  

と尖| 努に見せつけるのも下である 。 一 見 刺

殺 が 不可 能と辺、われる倣地であ っ て も わ ず

かな本数でもれl ' i えられないか検討してみる

意識がＡ日Ｚ嬰である 。 ｾ， ｫ を取り入れるのが免

非 符 に な っ て も お か し い し 、 ま た 紋 は 美 し

い も の で あ る と 込l い 込 む と 災 切 ら れ る こ と

に な る 。 ) ! i ! 問I l して紋を取り入れる場令、 H

は- 4 王米の !'! 然 j移 で は 納 ま ら な い か ら ど う し

ても不 ｮ 然にはなる 。 ｾ， ｫ ］ 1'1  ｲＮｾと促えるの

は 川 注 い で あ り 、 人 川 と 引 き 合 う !f，k、こと

に以 ｴ イに布 ｉ ｬ ､ ［ ーの ＧＱ Ｇ で ｪ っ ｴ ＱＮＺｬ っｩｌと ｾ ｉ 三 ｲｬｱ をともに

す る 紋 は n然 で は な い の だ か ら 人 為 的 な 手

入 れ が 当 然 必 袋 と な ってくる 。 か つ て の lJ

本経ｼ羽川の間本がまだ ､￯ 場に ｮ ｾ 姐 っ ている

が 、税収の行11di J;;1境 に は '1'1:物 的 に も 経 済 的

にも不令. f ' ll な 1(li が多し、 。 現代持11 ，打に合う材

料と下法の ｲ ｊｦＮｊｾが必要で ・ ある 。 ｦ［ｩ ｉｊ えば純平

を 適 宜 刈 り 込 む だ け で 芝 生 状 の 空 間 も で き

る 。 宅地 ＱＩ 日発の ｬ 祭、敷地問紋 ￬ｾｉｓ を ｬ ￯ｾ 低 ＴＰ ｣ ｉＱＱ

山寸: に入札侠えるぐらいのことをしておけ

は号 、村U&の 1可能性がで・て く る わ け で 、 大 し

た経，{ ' { も- r . r : l 1L 安 ら な い は ず で あ る 。 布11di 

ス ケ ー ル で み れ ば 、 住 ぎ た 似 の 後 退 、 指 定 街

路 樹 、 樹 木 配 給 、 協 ) J . r，. への|山l定 資 産 税 減

免 と い っ た 行 政 (I(J 以十J. け ら 必 裂 で あ ろ う 。

生きものである紋には必ずで: ・恐が i ドわなけ

れば斜li r . ' f されないも の で あ る が 、 日 本 の 場

会 が 発 達 し 、 自 然 を 活 用 す る H寺代に 向 けて、 合公共の紋に付する Ｑ Ｑｊ ＱＱＮ ｹＮよりも、 ＱＱｾＱ 人の総

資 料 と な る 日 本 の 自 然 を 忘 れ な い た め に 必 に 対 す る 愛 J i 心 の ) j が きわめて，'，ιれ、点も比

重喜な場としてやmえ る 気 概 で 日 夜 努 力 さ れ て l立さむくてはならなし、 。 道路沿し、に ，fi ! i . 必す

い る こ と に 感JJIR した 。 る だ け で L rJIJ' f- 1人J ｾＢｫ＠ :，::はmす で あ ろ う 。 設

こ の 後 、 名 !'! スケ ッチ ブ ッ ク や カ メ ラ を 討 と い う 行 為 は 助の (i '{I :f米 と そ の 解 釈 、 解 決

も っ て ｬ 放 ｮ 日、Ｎ， ｉ［ｉｊ と ｈ 是かなｼ場ざしに，Ｑ ｾｉＺ まれて と い う こ と て" も あ る カ ヘ 人 の t色治の上易 lこ*，k

伐 ｦｴ をとり、 ｾｉ ｪＮぴ ＢｬＱｦ ＺｨｬＺに戻 っ てゲストをＧＱ Ｇ がｾるというあたりまえ の 委妙があれば、

心 に デ 4 スカ ァショ ン が も た れ た

総 を ill 築に ・・- 々えるとい っ た 場 介 、 他

物 の ITJj 金 や ス ケ ー ル に さ ま ざ ま な 段 1; 符カ、あ

り、都市計伊'I 的 な レ ベ ル で し か 解 決 で きな

し、場 1Mも多い 大ｼ仮 ､Ｂ 人Ａの ｩ 現代の ｾＢｫ 被ヰ Ｇ は

約 Ｓ Ｅ であり、市街地持 ＱＱ て、の氾Ａ定 ｩＧＺＧＺｪＩｾ ＱｉＯｉ ｊｏ

Ｅ にはほどｾい状態にあるというが、銭ＧＩ

の 大 部 分 を ，辿築の分針でカバーするのは! ! ' . F .

思 で あ る 。 7 ク ロ な 問 題 は 7 クロな丁二段で

解決しなければならなし、 。 現イiーの 11 本 の 状

汎ではミクロな問題解決の似み' f t . ね し か な

い よ う で も あ る 。 米 I:EIの 住 宅 liiJ 胞 の よ う な

以 fJAは で き な い し 、 ま た ヨ ー ロ y パ の よう

に 布 か ら 秋 ま で l古l じイヒで: 窓辺を自ili っ て も 下

Ｑ ＺＺＱ カぜかからないというような ｈｬｾ -1二でもない 。

紋 や (! 然 が 人 川 生 活 に 必 裂 な こ と は 火 山 の

了 解 す る と こ ろ で あ る が 、 い ざ 主lt 物 を 処 て

るとき地主がほんとうに紘が必1 J : : : プごと jぶっ

ているかはt f : IHJ である 。 というより I没"hl>'i

(1 身が型I : JI で は 分 か っ ていても尖| 務には地

54 建 築 と社会/ 1976年 2 ) J 号

1' 1然 に 組 放 可 能 な ス ペ ー ス が 雄 保 さ れ 、 そ

の 場 に ふ さ わ し い 樹 純 も 選 定 さ れ る も の で

ある 。 l可 然 て ¥ 議 l立 な 設 計 、 そ れ は 現 実 の

'1' に 忘 れ ら れ が ち で あ る 。

以 後 に 今 回 の 会 場 と な っ た 私 di M.物|官lに

つ い て 。 入 '-1か ら ま っす ぐ 進 ん だ 円 本 政 樹

木 凡 本 1，，' l I は典明 (I (J な樹が! . I ミめられ、ラベル

もついていて私達がＩ，ｾ従的な勉ｾ［ｪＡをするに

はう っ て つ け の 場 所 で あ る 。京 阪 交 野 総 r ;f.L. 

diJ 下 '11徒 歩 5 分 、 人 間 料 が ナ ン ト 大 人 30

川 というのも不思議で、 10似 払 っ ても 111( .j'J

ちのある ｲｾｲ てゆある 。 ｉｉ ＯＮｬヵ、くなったら、お ＷＱＧ

.l 1!1をも って、ぜひj J . ¥! R ( JIIIM定 休 ) に お で

か け に な る こ と を お 勧 め し ま す 。

.-kNll ながら、当日わざわざ述路ご米1，'(;下さ った下記

4  "，Yi r. 'li の )y 々および大阪 di 大立花先生、布、 di M物体l

の持織に多大のこ' 協力をいただいたことを J じより

l亨〈お i- L r ! ' しあげます。 ( 関級幹雄 .ie)

/{ン/ {スグラス

かなめもちの生垣と パンパスグラス



ノf ン ノf ス、メタセコイア、

そして 赤 い実...

中 村 隆 慶

ｭｾｌｊｉ ＡＮＡｉ＠ r みどリの' 手門会」が大阪 rl1大 の

必 rl iN( 物 1，;1で1mか れ た 。 "'1、dill f J 近は fs 自白山

の山似て“ 今はちょうどH免 秋 の 紅 必 が 美 し い

じれで、怖かな刷物 ｉｾｩｬ て ＧＭｩ ， Ｇ ｉ ｩＧＨ ， な宅れを ｬ 吸って

ｩａｅ しみながら勉 ｾｾｬ ができるので ＮｦＮｌＮＮはこ の会

に 初 め て 参 加 さ せ て も ら っ た 。 手'L.. rr1は ぷ 阪

Ｇ ， ＱＲ ＮＱＮ Ｑ Ｑ のｾＧｬＧ ｦＧ ＮｻＧ［ｬｪＨの終点でいまだに枚万から Ｇｩｬ

線五 ｬｩ ＼ｬ｜ムをしていて、や っ と ＱＱｾ ｪ ｬｌ 開発がＮ￬Ｎｬｬｩん

できたま t..: *，kに 1mまれた，Wかな fAF点である 。

駅 前 の 似 佐 木 の 広 場 を イ7 へ 折 れ て 消 沈 に か

カ‘ る 4合を iJ . 止ると ，hIUJ;勿 l羽グ) J EI"I て' ある 。 .tE 1"1 

のイマには広い花畑11があるが、今はイEの予' i : i i i

L  過ぎてｾ， ｉｩ . i l ミのみよ止えたが、 J.'ill 立! の生以は

淡紅色のサザンカ 、 白 情 な ど H免秋から初J 冬

へ のイとが l咲き誇 っ ていた 。 広場の附には、

li.，，]J; なピラカンサスの尖カ勺:.5さ 2 ; j とくらい

に比・lふに熱していた 。 そ の l協にはノ、ンノ、ス

の大+ 阜の総が幾ノドも H免 秋 の 太 陽 の 光 を 浴 び

て ｉ ｾ ｉ <  ｾｉｴ ｜，、ていた 。 久し阪リにノ マ ンバスの

胞をよ止たねは今日はいいものを凡たと 一 人

悦 に 入 った。

その待、 ｩ ，ｾｬＮ ｪ 袋 ｉｊ ト ｬ 妬団の訓練所の必立として

使 用 さ れ た と い う 木 造 の 教 会 の よ う な 処 物

の中で、私市植物図の沿' ' j ' ' : と研究等につい

て rl1大 の 先 生 か ら お 話 を う か が っ た 。

この刷物防 ｬ は他の刷物日 ｉＱ とｾｾｾ Ｇ り、干＼｛｛ r  

から帰いて闘をアTて 、 こ れ を 1'1 然 の 姿 で 成

fi さ せ て そ れ を 鋭 祭 研 究 し て い る の だ と の

こ と で あ っ た。 成 育 に 30年、 50 年 ま た 、 な

か に は (1 年、 2 百 年 と 長 い 年 月 を 成 育 さ せ

研究するという公のながし、仕 ・l¥. f . ごと説明さ

れ た 。 もちろん n分 一 代 だ け の{上‘ 11- ではな

く、後 継 1'i へと 二 代も 三 代 も 引 き 継 が れ て

い く 研 究 だ そ う で あ る 。

私 i主主主築庄のイ上・iLは 20年、 30年 は お ろ か

5 年 か 10年でその{ 上' j¥. がげi え て な く な る は

ヵ、ないものかなと! 必じた。

植 樹のグ'，.fし を よ み な が ら 林1/¥1 を 歩 い て 行

くと、やカぜて小さし汁也のほとりに l出た。 そ

こ に は メ タ セ コ イ ア の 日 さ 7 、 8 米 も あ る

か と 思 わ れ る 美 し い 樹 形 を し た 大 木 が 5 、

6 本 赤 側 色 に 美 し く 紅 楽 し 、 地 の 水 面 に は

一杯にその続きたが浮かび 白然の，'ff'トけさの深

さ が た だ よ っ て い た 。 私 達 は j也のほとりに

腰をおろし、秋の陽ざしを- f ，不に受け、心

持よい冷公を! 感じながら昼食をした 。 メタ

セコイアはポの来 ｲｲ 紋、秋の紅ｾ、ともに美

し く 、 そ の 姿 も 素 直 な 美 し さ が あ り 私 の す

きな樹である 。 r也の般の I也併にはトドマツ、

カラ 7 ツ な ど 北 国 の 針 葉 樹 が あ っ て 、 先 年

まて沖 し中 Ｑｦｴ に切 ｾ［ｻＰ していた ｊ 込には怯 ｩ しいＡ必じ

が し た 。 北 iflioi l l : では大変ナナカ 7 ドが美し

く、紅楽とるがい突が白い' ，1 ; ' ，こ H央えて、いつ

ま で も 残 っ て い る が 、 こ の 組 物 図 に も 一 本

あったが、その美しさは全くらーく、やはり

，hl (物 は そ の. I l 皇した公似風土にしか育たない

も の だ と 焔 感 し た 。 小 径 を 歩 い て 行 く と ム

ラ サ キ シ キ ブ が 宝 石 の よ う な 可 愛 ら し い ル

リ色の突を 小 中j'j に 見JI1 - につけていて、他の

木々の利 ｾｴ 誕の中でーｼ祭ルリ色が鮮やかであ

った 。 トベラ、ガ? ズミ、ウメモドキなど、

赤 い 突 を つ け て い た が 、 冬 に な っ た ら 小13

i主 が 併 を 求 め て 木 々 の 突 を つ い ば み に や っ

て 米 る こ と だ ろ う 。 そして 13の体内を. I l ! I っ

た 純 fーはじの '1' か ら 容 に 芥 を ふ い て い く こ

とだろう 。 そ し て 太 陽 と 水 の め ぐ み に 成 行

し て ま た 秋 に な ったら ，!J; ¥，、実をつけて C
J の

ｦ ｬ ｾ んでくるのを待つのであろう 。

こうして布、は秋 11，'j' れ のー 11をイl ，i主義に栄

し く す ご す こ と が で き た 。

S  50， 12.  13 ，]己 Ｈ 忠商ｾ築サ ー ビス株式会社 Ｉ

おがたまのき

いい玄 り

緑 #自然

良宅

一
一
一

索 11; '1 ら し い 好 天 に ..!( まれた 1l .T122 日に、

私 達 は 私 市 駅 に 集 ま っ た 。 す で に 学 習 会 の

参 加 者 逮 が 集 ま っ て お り 、 そ れ ぞ れ 楽 し そ

う に 雑 談 を し て い た 。 私 は 駅 前 の l古屋さん

で11み か ん を p: うと 、 会 場 で あ る 私 市 刷 物

図へf I 'l か う 参加 者 の あ と を つ い て い っ た 。

私 市 純 物 園 は 大 阪 市 立 大 学 理 学 部 附 以 の

純 物 園 で あ り 、 大 学 の 研 究 ・教 育 施 設 だ そ

うだが、 小 中 ・高 校 生 そ し て 一 般 の 人 迷

の 凡学も rlJ おにで き る よ う に な っ て い る 。

縦 只 の Ji の説明によれば、. f l![ 物凶全体が〉己

成 す る の は ま だ ま だ 先 の こ と だ そ う だ。 世l

内 の 樹 林 は お お き く 11 の 引 に 分 知 さ れ 、 そ

れ ぞ れ が 一 区 画 を 与 え ら れ て い る 。 な か で

も 日 本 産 樹 木 凡 本 l甜はこの. f t ! ( 物園の特色で

あ り 、 }止学路の H可lft l J に、一般鎖の樹 木 に つ

数 本 ず つ 阿 め て M え ら れ て い る 。 ここを

歩 け ば- . I l ! I りのものが見られるのである 。

任 食 後 、 そ れ ぞ れ 適 当 な 1M木 の 前 で ス ケ ン

チをやり始めた。 11)2か い 秋 の 日 ざ し の も と

で 、 地 IllI か ら 一 直 線 に 、 円 錐 形 そ っ く り の

姿 で 立 っ て い る メ タ セ コ イ ア の 大 木 が 一 1M

に 黄 葉 し て い る 機 は 実 に 見 事 だ った 。

スケ ッチ 終 了 後 、 今 度 は 室 内 で の デ ィ ス

カ y シ ョ ン が 始 ま っ た 。 ス ト ー プ を 閥 ん で

行 わ れ た 議 論 は 純 物 図 の l!f ll 適時 IIfl ま で 熱 心

に 続 け ら れ た 。 u が 人 1::1生 活 に と っ て 必 裂

だという点がみんなの共: i l l l した立場だ っ た 。

ゲ ス ト の } j か ら は 興 味 深 い 芯凡 が 出 さ れ た 。

f9IJ えば、人間1の 生 活 に 紋地 が 一 体 ど れ だ け

必 袋 な の か と い う 科 学 的 長 付 け は 現 在 の と

ころまだ: J j さ れ て は い な い こ と 。 建 築 家 は

緑を地やすチャンスを見迂昼さないようにす

ること、そしてそれには: . ! 1Z
i

; な 経 験 が 袈 ポ

されること 。 さ ら に 、 紋 = 肉 然 と い う 々 ぇ

方 は 性 急 す ぎ て お り 、 紋 と い わ れ る も の の

中に も 佐 々 の 段 階 が あ る こ と を 忘 れ て は い

け な い と い う こ と 等 々 で あ る 。 J J. l;本的な数

字: に必づいた報告もなされた 。 大 阪rl Jの *，k

被 率 は H召手U49年 現 在 で 3 ，2% という 。 ( ちな

みに京高I1 rli は 25% 、 武J滋野市は 13% ) 大 阪

市 の 場 合 、 紋 H主主存が15% あ れ ば 市 民 の 半 数

は 納 fl j するという訓公結果: が け1て い る と い

う。 .EJL笑 と の へ だ た りは中11当 な も の と い え

る。 デ ィ ス カ y シ ョ ン の τ1" で 多 く の 印 象 深

い芯Ａｾｦｌが述べられた後、私 ｪ 主は解放した 。

( 株 式 会 社 企 画iJ乱J 社)

日 時 昭 和50年 11 月22 日(土) 集合 11:00→解 散16:30

観 察 地 私 市 植 物 園

講 師 太田隆信 (1底意遺築研究所大阪事務所取締役)

西 良祐 ( 大阪府立園芸高等学校教諭)

沢田宗久 ( 大阪府土木部公園課計画係長)

舞鶴正治( 大阪市公園局企画課)

参加者 22名

行 程 11 :10→ 11  :30私市植物園説 明

11 :30→ 14:00樹木スケッチ・観察{ 昼食・自由行動)

14・00→ 16:30ディスカ ッション

終 7 後現地解散
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 12月分

版 委 員

.0. .  

7l l ;  

委 員 会

2 日 5 11寺半一 7 11寺 於 会 館3階 会 議 室

出 席 者 山 田 稔 氏 小 林 委 只 長 ほ か 1 名

誠司王 「 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 耐 反 安

全 性 」 図 書 の 編 集 ・出 版 計 画 に つ い

て

編 集 委 員 会

作 品 作 風 小 委 員 会

2 日 4 1侍 - 6 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 横 山 高IJ 委 員 長 は か 4 名

殺 事 (1)  2 月号作品「診療所」の選定

委 員 会

3 日 4 11寺一 6 時 於 会 館 集 会室

出 席 者 稲 田 副 会 長 、 松 村 委 貝 長 ほ か 4

名

殺 事 (1)収 支 報 告

(2)  1 月 号 = 証 言76ー デ ザ イ ン の 動 防

特 集 経 過 報 告

(3)  2 月 号 = 建 築 基 礎 桃 迭 の 問 題 点 特

集 報 告

(4 ) 3 月 号 = 医 療 施 設 特 集 報 侍

(5) 4 月 号 = 施 工 材 料 特 集 報 告

(6) 5 月 号 = 法 令 特 集 編 集 幹 事 会 案 報

4土エ

Eコ

(7) 6 月 号 特 集 に つ い て

(8)表 紙 デ ザ イ ン の 件

(9)次 年 度 編 集 委 員 会 に つ い て

(10)第 8 回 広 告 企 画 小 委 只 会 報 告

(11)第 7 図 作 品 作 風小 委 只 会 報ι

(12) m 5 回 投 稿 欄小 委 只 会 報t

(13)そ の ほ か

広 告 企 画 小 委 員 会

10 日 4 時 一 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 渡 辺 委 貝 ほ か 3 名

議 事 (1)12月 号 の 広 告 収 支

(2)昭 和 51年 4 月 号 以 降 の 広 告 企 画 の

検 討

(3)次 年 度 委 貝 の 件

3 月 号 「 医 療 施 設 」 編 集 打 合 会

12 日 4 11寺一 9 時 於 3 階 会 議 室

出 席 者 片 合 幹 事、精 神 特 別 幹 事

税 率 病 院 建 築 の シ ン ポ ジ ウ ム の ま と め

3 月 号 「 医 療 施 設 」 特 集 編 集 幹 事 会

15 日 5 1時 半 一 8 時 於 会 館 集 会 室

56 也築と社会/ 1976年 2 月号

出 席 者 片 倉 幹 事 、 池 田 特 別 幹 事 ほ か 3

名

議 事 (1)広 告 企 画 小 委 貝 会 の 報 告

(2) 1 丙院建築のシンポジウムのまとめ

4 月 号 「 施 工 材 科 」 特 集 編 集 幹 事 会

16 日 4 時 一 6 11寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 浅 野 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1) 4 月 号 施 工 材 料 特 集 の 企 画 に つ い

て

(2)施 工 材 料 分 科 会

第 2 固 4 月 号 「 施 エ 材 料 」 特 集 編 集 幹

事 会

23 日 5 時 一 7 u寺 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 浅 野 幹 事 ほ か 3 名

殺 事 「 床 工 法 と 材 料 」 特 集 の 企 画 ( テ ー

? と 執到任 者 の 選 定 )

|  建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企 画 分 科 会

3 日 正 午 - 2  P寺 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 2 名

議 事 (1) r建 築 デ ー タ シ ー ト 綿 布IJ本 」 発 行

計 画 試 案 ( 酒 井 幹 事 作 成 ) に つ い て

(2牒: 合目次 ・索 引 の 改 訂 版 発 行 に つ

いて

(3)そ の ほ か

B グ ル ー プ 打 合 会

9 日 11 1時- 1 時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 羽 入 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)No53号 ( 5 月発行) の掲 減 シ ー ト に つ

いて

Ｈ Ｒ Ｉｎｯ ＵＳ 号の原稿 ｴｾ ｴＮ ｬ 整分担について

(3)そ の ほ か

委 員 会

10 日 5 時 半 - 8 時 半 於 な に わ 会 館

出 席 者 井 上 ・其 塚 正 日IJ委 只 長 ほ か 12名

議 事 (1)No. 53 (  5 月発行)の 掲 載 予 定 シ ー ト

に つ い て

(2)  r建 築 デ ー タ シ ー ト 紛 刷 本 」 発 行

計 画 試 案 に つ い て

(3)そ の ほ か

委 員 会 終 了 後 同 所 に 於 い て 忘 年 懇 親 会 を

開催した。

| 事 業 委 員 会 |

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 第 9 回 分 科 会

11 日 正 午 ー 611寺 半 於 奈 良

出 席 者 ゲ ス ト 川嶋 一 雄 氏 広 瀬 幹 都

ほ か 2 名

議 事 見 学 先 の 交 渉 及 び 現 地 打 合 せ

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 教 育 環 境 分 科 会

111' 1  6 時 半 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 関 線 主 査 ほ か 1 名

殺 事 (1)収 集 資 料 の 検 討

(2)そ の ほ か

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 「 建 築 家 に 話 を

聞 く 会 」 企 画 分 科 会

19 日 6 時 一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 飯田主主Eほ か 5 名

議 事 「建築家に話を 聞 く 会」 企 画 打 合 せ

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 「 ビ ル 防 災 ゼ ミ

ナ ー ル 」 講 師 打 合 会

22 日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲスト 恩 回 一 則 氏 栂 井 千 百 主

氏 田 中 委 貝 ほ か 2 名

殺 事 (1)談 師 と の 打 合 せ

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 「 建 築 家 に 話 を

聞 く 会 」 企 画 分 科 会

24日 正 午 ー 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 飯 国 主 査 ほ か 5 名

殺 事 ゲ ス ト の 選 定 に つ い て

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 「 建 築 家 に 話 を

聞 く 会 」 企 画 分 科 会

25 日 6 時 半 - 9 時 半 於 安 藤 建 築 研 究 所

出 席 者 ゲスト 渡 辺 監 和 氏 、 飯 田 主 査

ほ か 2 名

殺 事 司 会 予 定 者 打 合 せ お よ び 委 員 打 合 せ

| 建 材 委 員 会 |

見 学 と 懇 親 会

16 日 3 時 一 8 時 梅 彦 工 場 ・浜 吉

出 席 者 山 田 、 牧 田 正 副 委 貝 長 ほ か 8 名

| 建 築 ク ラ ブ

忘 年 懇 親 会

9 日 6 11寺- 7 時 半

1; 十 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出 席 者 86名

会只有志、より多大の賛助を受け、また谷J i ' ，'l

景 品 も 多 数 に 上 り 盛 会 を 極 め た。

| 12 月 の 入 会 者 (附 )

て例人会員 14名〕

伊東 宏判l 飯 野 修三 神 谷 昌宏;

事11;立 法 砂 山 憲一 西 川 忠 i立

日比野万喜男 平 岡 良 明 古 111 博チ

元 持 光 章 附l IE 耕 次 矢口
，目白ら

17井 J Ui 塁手 周泉

建 築 クラブ忘年懇貌会



，・

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 51澄 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八 11時通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸 屋 根 防 水 に は ぬ 込j 式 特許 絶 縁 工 法 を

前田官民一間ｾ帯

本 社

大 阪 出 煩 所

名古屋出仮所

札 帆 出 張 所

】法) 苧 ヲ q イト

来京都中央区銀座 8 - 4  - 1  1  nLilfi 03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2 - 3- 1  電話 06(921)  2 4 9 7 目 (922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ';R言語 052(811 ) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 市 中 央 区 北 三 条束四丁目 屯 話 011(231) 7 5  1  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社・大阪市東区間律問 1- 12 日生ビル fi '  ( 943) 6571代 表

東 京 ・燃 浜 ・5夜間 ・郡山 ・水戸 ・浜 松 ・問11時・名古屋 ・25山 ・大 iej1: ，京都 ・堺 ・神戸 ・広 島 ・福 岡他 全 国 主 要 都 市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

4 t  :n朝日三業社

本 社東京都港区芝松町 1 -25ー7 屯話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀 川区加砧 1 -58-59  ';jL話 ( 302) 227 1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 仏 悩 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・成 問 ・徽 浜 . Njt 問 ・京自11 ，神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

ｾ＠ 大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸期 1 - 60 ［ｉｌｾ ，ｾ＠ (44 1)8231代ぷ

支 底 点京 ・t' ，占以 回大 阪 侃 1;lij ・fl 1J fi 金 沢 11. :1ゐ

営業所 札悦新 ｩｾ Ｎ ｽ 間山内松熊本

出張所 盟主問秋1 I l ' h"!，iA '  i . ' ; 山収旺1 ' 福 n ・，;(r.!I ・

事l' 戸 ・! 沌児}:/j ・朋t柑

給1 ' )1 ノ'j( ' 1，'f j  ｾ ｉ Ｇ＠
fljl i令 凶 換 え 設 計 地 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役訂以 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 ，:': j J:.TI 聞r ｾ＠ '，l1，ili 大阪372局715l( l U 

京郎市東山区大利! 大路 J E lifi 卜j レ 石 川 点 目11561} ，，] 4944 ( 代 )

神 戸 市 生 111区 下 1111三辿 六 / 泣訴事11戸341 .f.] 5  8  9  2  

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設計製作

空調機務類 ・公害防止装置 t

各種プラント設備

。株 式 会 社 ，，: ' 4J l シ

本 社 大阪市住吉区万代束 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大代 )

営業所 東京・名古屋 - 京 都 ・広 島 福 岡 工 場 和泉・名古屋

テレックス. 本社 No，562ー7688 和泉工場 No 538- 5 898 

- 給 排 水 衛 生 ・冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そのイ也管 工 事 一 切 の 設 計 ・施 工

( 1日蔚泌久平' : ']qjj:，i!i- )

⑮ 斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 J吉
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大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電話 06 - 443 - 5041 聞

東京本社 東京都千代田区大手町会6- 2( 日本ピルデ ング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

';:i' ｾｴ 所礼申比 (，11 fi 令沢 ｉＺ Ｇｾ 松 ・ 問 ｬ 幻

ｈｾ＠ ｾｊ ｾ 所 九 ｩｮ Ｇ ￭ｴｾｊＱ Ｇ ｊＮよ ｽ［ ｬｾ t，y 小 牧

ィ令 H変 房

給 排 水 ，fl f，j 生 水 道

f' [t 気

liff 房 ム

fJ;: l :t>l i! j斤 生 地 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支府民 藤 田 初 蔵

大阪市京区北浜 2 T Id 2 2 帯 地 氾 品 大 阪 ( 202) 代，，¥<3071

4< I占 点 点 日 比 谷 三 fJ ピ ル

文 I汚 名 出 展 、 縮 問 、 や し 税 、 広 島 、 仙 台 、 北l後

山 ｾｬ＼＠ 所 繊 浜 、 同 松 . lj -t 問、主主旺I、 岡 山 . 金 沢

空 気 調 手 口 設 備 司

衛 生 設 備 員主計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 Ｕ 番地ｾ｛話 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本僑紙殺町 2 ー22 ｾ ｛ 話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。株式会社

-‘ 

--・・ 晃 空 調

東京本m 点京自11新宿区内新宿新宿住友 ピル 屯ぷ 03- 344- 19 J1

大阪本! 巨大| 坂，1， 北 区 富 岡 町 16 - 1存地屯" ，r ; 06- 363ー1371

支 別 名 古 屋 市 中村区下笹ぬ aIT I1 - 2  屯川可052- 581- 8571  

広，1::; 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号屯; " r ; 0822- 47- 4535

M 岡市 中央区大? " 2 丁目 4 番22
J

，} ほお092- 761- 3795

｡ｾ＠ 1.長所 償 浜 慌 )1 京百11 神戸 ー松江 i'l' 純

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛生 、 機 器 配 管 、 設 計 施工 一 一

⑧ 
株会社式 ごJ三同主

71く エ 業 所

...j>: 社 大阪市大淀区南浜田T 3 丁 rl l H 住地

干 5 3  1  '，[;. ， ［Ｏｩ 大阪 ｾ ＳＷＲ Ｉ 2  8  5  1  (代表)

見l 点止:1，1; 点京都中央区八 TJ .li. 4 丁1-111{存7 号

干 1 0  4  ( 制'1'千 ビル)

I ι J i  *- 京 ( 551) 8  0  4  1  ( 代表)

ｈｾ＠ ';J ‘ j叶 ( ; l 以 In ，1，号 "j< r.I 1  '1;' ;  ' H  i l'-

.1;，';十'H .  ｦｴＧ Ｑｾ＠ 問 。 松 ｌｌｊ ・ ， ＺＧｾ f1: 

... 
喜亘EE 新日本空調株式会社

司 ｾｃｗ

大 阪 支 前 大 阪 rli 北区立 lゐ浜j j [ j 1  - 2  5  ( 新大ピ J レ)

'，l!.，活 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・点点文! 汚 点点打11'1' 央区日本総本石町4- 2( 三井第二別館)

'，!.eJi; (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

4片 山 路 九 州 jよ，('j ・.f L 眺 ・』紅海村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千葉 ・ 横浜 ・静 岡 ・高 松 ・ 広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧指研; 安雄繍% f ; ; i I I

本 社大阪市南区瓦屋町 3 番丁68番地( オートセン 7 ービル2階)

銅i便番号542 ｾＺ［Ｚ話大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1 番

東京公業所 点京行11 千代印区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル 8 1者)

yql(!史徐号 102 ' ; : ; : 話東京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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広 Ｉ ［，ｾ 松

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

お 緊 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

一 般 空 開 設 備 ・恒

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境
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大阪市大淀区中山南i I 1 i 4  r 自11 電話大阪 ( 458) 3531番
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営 難 所
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一 切 の エ 事 の 設置十・施工

アラシト繍ヨ8 .tt

取締役社長 北 川 一 郎

泊 1 丁 臼 2 ;詐 I也 ホ ー コ タ ピ ル

06) 372- 5171( 代 表 )

締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

03 )242- 5521  ( 代表)
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本 庖
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営 業 所
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T E し( 433) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

丁 目

丁目 9

岡

大 阪 市 西 区 京 町 原I 4  

本 社 東京都中央区京情 2

支 l苫 名 古 屋 紹

東 洋 煎 工 着 信 機

夜間 641 - 1242代表 649- 0008

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

施 工

温湿度調整・暖冷房・

設 計 並
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電 気 設備 ⑤

I7Eヨ 車胃署員 .f:::= .LJI・ ___h.  

陽 電 支 ' ¥ . 1 : 木氏

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 砧 3 - 3  朝 日 ピ

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 水 面T 3  3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 高11 市 右 京 区 西 京 極 詩 型f 田f 2  1  

T  E  L  );¥.r. s  075  ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( 刊: )

悩 岡 市 中 央 区 茶 院 1 - 1 .4 - 8

T E し 干凶 l珂 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備 の 頁

6注

国L吹

本

本ヰ土営機所

京 都営 機 所

ネ土

取 締 役 社 長 莱 原 信 楽

阪 市 北 区 南 I豆 町 1 6 番 地 ( 来阪急ビル)

屯 話 大 阪 ( 313 ) 1  1  0  1  ( 大代)

l吉 東京 ・名古屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広島 ・九州

A

Q

玄式株業工原栗

福 岡 出 張 所
支

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区市町紙Ji 丁 伺 二'. A帯地 '，t!: ，1，fj 大阪 ( 202) 0325- 9 帯
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電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )
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一
一
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ｾｴｌ話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 名 古 屋 . IIq 日 市 ・ 神 戸

松 山

社本

Ｇｩ ｾ ｴＮ＠ j 佐/¥1f

支! 丙

営業所 t下ｮｾ＠ Ｇ［ｬ､ｾ 斤

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A

事 株 式工藤エ太 陽

中 実

大阪市西区北堀江上過 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 高 ・福 岡

田
取締役社長自日四林

取締 i支社長

杜
大 阪 di 福 島 区 上 福 砧 北 l ー 2

T E L ( 06)  452- 1  1  5  l (代)

ネi本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T E L ( 06 )  462- 1  3 0  l (代)

電力工事本音11

'営業所

ふ
一

A
商

電気 工 事 ・ 計装 工事 ・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

刀く

電気設備設計施工

，'*'" 

11コ

大 阪 市 北 区 商 品 ! l 川 町 1 5 番 地

定 訴 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

点 以 - 神 戸 ・広 ｽｾｪｬｪ＠

名 古 屋 ・岡 山 ・水 ，1::; 

札 脱 ・滋 ti ・ 向 砂 松 山 三 原 ・沖 縄

本山取締役社長

H  

庖

所

所

，j>: 

支

壮

白

出

車千穂亀鱗株式会結

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 1  0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大代表

東京・神戸・九州

雄久
取 締 役 社 長

⑤ 

キ土本

;(!; 

d長

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 のl吉

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 認 '11 j手 窯 雲 海 怠

姫 路嘗 蝶 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地( 住友生 命 保 険 ビ J レ7 F )  

⑬ 
=  一 ‘  井ラ 7 ・とューム管

ｾ＠ ｜ｾＧＯＱＭｌ， ＭＹＭＧｾＩ￭ｫＧ ，ル

ｾＮｻｪ ｬ＠ 繰 式 会 社

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一 ノー0

電 話 大阪 ( 358) 4  0  

建 設 省ｾ定の防火材料

ソリ ジッ トス タイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

工 / ，テ ッ ク ス 基材同等 o0  0  4 号

Standard BoardふSlate

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯話 (06)702- 7814- 7  フ タ パ 黒 板
東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販 売及責任 施 工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支J吉

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421- 3  

大阪市東区高麗橋 2 丁目 9 野村ピノレ51密 電 話 大 阪 (202) 4905

E蒐昌信1

- 用途に応じて選べる1.3m'(O.4坪) から

6.6肘 ( 2 坪) までの豊富芯8 機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

I  r  I  

※ マンション・団地などのベランダに

ヨド物置ミニガ好評です。

恒 I ｾ思綱 本社鳩町刺 ｔＴ 丁目制刊 ｉ f t ( C6) 245- 1111 

東京支社東京都中央区八丁場4丁目3番寸也l号 (京橋高市ピル ) 干104 n ( 03) 551- 1171 

営 聾 所 l LIt (2;1) 4777盛岡( l ! 旧日ト仙台( 25) 7al 新制 28)3静 子 翼(4羽田l 25. 東京(551) 1171

d  繍浜( 641) 9123・高崎 (61)1沼 l 静岡(53) ∞19・富山(32) 28: ) 4名古厘( 571) 2421

大阪(245) 1201. 広島付8)2431 高松(34) 361 1 糧問 (7創同ω 5 宮崎，( 53) 3161

おしゃれな

ヨドコウの生活関連商白

画 t
- ヨド物置の看板のお居、または全国育名百貨后でお求めください。 目

6 1  



キfIIIIII' 

つ

社

ｾ＠
Z 玄

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

j・

ヤ

ｾｾマ

ｾ￰ｬ ・

3従

ｾｾ＠

/ ' 〆 F インテリヤ・・・カラーストーン・ ・・研出し仕上/

( 旭 化 成ミュ- ) レコートセット品 )

fs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭 化成ミューj レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 一

d議

膏 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757- 9  

営 業 所 東 京 ・高 槻 ・明石 ・姫 路 ・l珂同 ・中国

62 



。進式
当社担特の照明燈ユニット及戸ルミ製Tnーを建物のモジュールに配列し、天井仕上材と一体化

しだシステム天井で空調、照明、防災器機、スピーカー等の設備ゾーンとの組合せ、霊に聞土切、

ブランド B OX芯どの取{ 寸をも司能にし疋多係機能を育するシステム天井です。( P A T 6件〉

奥村重兵衛株式会社 日

大 阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 他

京 司 押 央 区 銀 座 1 丁 目27雷 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉 2 T白 河 番27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 醤 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 W 5 の ゆ

屋

島

台

古名

広

仙

底高衛兵重

占

叶

a

ゐ

，

T奥+ム
命

令会式

金

本名+ム
口
同

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干 104 包 括( 03) 563- 3351( 代〉

干 812 鱈 話( 092) 291 - 0459 ( 代〉

〒 733 電 話( 052) 522 - 5436 ( 代〉

干 733 電 話( 0822) 91 - 1 5 3 3 ( 代〉

〒983 ! 電話( 0222) 52 - 2631  ( 代〉

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

A M. 1O.0 0 - P.M. 5. 00 

日曜 ・祝日は休館

タイル

常 設 展 示 場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

I  ｾ＠ I  

徳田新進 O  南 森 町

〆1

省二コt g a ma

東 京 出 張 所

丸，州 出 張oii 庁

〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 T 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

干 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 T 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 結 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

送 風 機
営 難 品 目

LA F  リミットロードエヤーホイJν ファン

LE F  リミ γ トロード7 ード 7 7 ン

S AF ス ト リ ー ム ラ イ ン 7 7 ン

HA F タ ー ポ 7 7 ン

PAF  7. レ ー ト フ ァ ン

ｍ ａｆ 多ｾ送風機

CAF 直 ifiE 式 的 苦 送 風 機

V AF 可 変 式 軸 流 送 風 機

T AF 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 紬 流 送 風 機

盗 ピ 製 画f ｾ主送風機

本 社 ・工 場

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 T J I . ，・伊奈衛生悶冨・伊奈ポυパコ

I n白 伊 奈 製 岡 椋 試 畠 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通ト62 T E L  532- 6081附)

6 3  



女 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮キ反先見中各 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

キ土 兵 崎 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 リ 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 包 括 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 エ 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  包 括 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 l苫 及 工 場 福 岡 県 遠 A ms 水 巻 町 頃 末 f包括 八 申書 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支I苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 総 ピ ル f包括 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

モルタル・コンクリー卜用

ご一報次第

カタログ進呈します

64 

本マ ノ - ) レ 防 水 剤 は セ メ ン トの 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 搬 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

牢 A E 効 果 に よ り 適 設 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ます。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 温 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 答 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 梢 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・1¥方 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ JfdJ離剤・早強剤・防; 東剤

ｚ ＺｚｾＭＧ｟Ｈセメント起泡剤Ｉ・ ｚｆｓｅａＭ (22Z22)  

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式 ｾＮＮＮ｡ｾｬＢＧＢ ・，・咽ｾＮＦ
会社..........唱・- Ｎ咽司ｾ
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 ー 1 宜宝 東 京 ( 774) 4111代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  宜主 土 浦 ( 21 )  5  1  8  9  

稲 山 県 稲 l;h 市 下 野 寺 宇 : 遠 原 乞E 術向 ( 34)  7  1  1  1  

岩 手 県 鹿 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 宜主 盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26 宮 大 阪 ( 971 ) 4  7  6  5  



⑭東西アス協組

防水なら・・・という自信は、一朝一夕ては生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約です。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・圃・

ｾ日

ｾ［［Ｑ＠ L I _ )  

_  m 

・・・・・・・・・・・・・L&LI

・・・( } 1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E ・E・・・・

‘圃a・E

------

・・・・・[HI

防水に専心し、業界に先進する東西アdi

今日までの積み重ねをバネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

， 、

30.000. 000m
'  :、 /1

1 、、ー

己0 ' .  /  

昭 和35年 40年 45年 48年 50年

. ，且 r.

・・・・・・・・・・・・・・・・E ・E

マ 東西アス別事業協同組合

田島ルーフインク" 株式会社

大阪・大阪 市 西 区 京 町 堀 |ー74 電話(06)443- 0431

東京: 東京都千代田区岩本町3- 11ー13 電話(03)862- 8531 
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円
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第

3

種

郵

便

物

認

可

福祉の国からやってきた。

2

口

写

Ｙ 一 目ョトヨ ｩｌｾ 日 ｆＺ￯ＭＺｊＺＺＺｬＺｴ］ｾ日 ｆ長 尺 吸 音 床 材

- 使用接着剤一一一標準工法一一一セメ ントし

耐水工法一一一一セメン卜 N E P

・白 地部介は合わせ切りで施工、

特に耐水性を要求さ れる箇所では 目地溶接施工。

価格 0 ・ アコスチフロア - 4，800円/ 附( 材工共)

ターケ y 卜ジムフロア - 9，200円/ 附( 材工共)

耐水工法は 200円/ 附高。溶接は 300円1m
' 高。

(価格はいずれも 300m
' 以上の場合)

組 成

表 層 塩 化 ビ ニ ー ル 樹 脂80%

可鍾剤、顔料、安定

剤 20% 目

発 泡 層 湿 化 ビ ニ ー ル 樹 脂 |  色

可塑剤 川 グ J ーン )

数

7 色

色

- 規格・組成

名

アコスーチ I J車 幅 長

( ー鍛周 ) 13.5rm>x l84cmx 25m 

ジ ム l

I  5.5rm>x  184cmx 21m 

{体育館専用 ) I  

格規品

スウェーテ。λ 社会保証が高度にすすんで‘ いる問。

病院、学校、老人ホーム、図件館、体育地設などの

あらゆる公 共 施 設が ふ っとも充実している閏。

こ の 人 間 中 心 の 土 壌 か ら 生 みTごされた、同期的な長尺床材、

ことに吸音性、断熱性にすぐれたヒューマンな床材、

これがアコスチフロア、ターケットジムフロアて、主

アコスチフロア、ターケットジムフロア I; t . 、その機能面、施工面に

おける独特のメリッ卜により、

北 欧 は じ め 欧 米 各 国の者名な設計者によって採用さ れ 、

重要建築物に数多〈使われて¥' 1-to  

そして t 、まや “ 世 界 の 床 材"“ 新 し い 時 代 の 床 材" として

高 い 評価 を受けて ¥' 1-to  

そのアコスチフロア、ターケ‘ノ トジムフロアカ f

Tarket t  

MADE  I N S WEDEN 

来西床協車Il¥'n lJ 品

マ二:;;
j 日書使、閉

TA. J 恥 1 A O Y O  K A K O  C O.，じ下口

日本にもやってきたのですL


